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昭和62年 (1987)、伊丹市の市街地再開発事業実施の前提として発掘調査が開始されて

から13年、これに関する出土遺物の整理に並行して、平成 5年度より報告書の刊行に向け

ての作業を始めてから、すでに 6年を経過している。報告書は『有岡城跡・伊丹郷町』の

名で平成7年 3月に第 1冊としてNを刊行し、以後隔年ごとに継続して本冊すなわちVIを

もって完了の運びとなった。

当初わが大手前女子学園が伊丹市から委託を受けたのは、市街地再開発事業の一環をな

す発掘調査であったが、これと密着する伊丹郷町と有岡城跡との関係にはまだ不明な点が

多く、これを解明しておく必要から、まず学内に有岡城跡調査委員会が設けられた。これ

には学園の藤井健造理事長が非常な熱意を示され、当時大学長であった日比野丈夫が委員

長を委嘱された。平成 2年度から学内に設立された史学研究所文化財調査室がその事業を

受けつぎ、有岡城跡と伊丹郷町の調査に当たることになったのである。

伊丹は京都より西国に向かう西国街道の要地で、中世には伊丹氏の居城として知られた

が、やがて織田信長の部将荒木村重が占拠し、実力をもって摂津の守護となり、天正2年

(1574)伊丹城を有岡城と改名した。しかもその城廓は本丸・侍屋敷はもとより、町屋ま

でも土塁をもって取り囲んだ、惣構えといわれる日本築城史上、画期的なものであった。

当時ここを訪れたポルトガルの宣教師ルイス・フロイスは、その著『日本史』の中でこれ

を紹介し最高の讃辞を捧げている。ところが天正 6年 (1578)、荒木村重は突如信長に対

して反乱を起こし、猛烈な攻撃を受けて翌年落城した。城郭は徹底的に破壊され、今日わ

ずかに残っているのは、本丸（主廓）の一部のほか、惣構えの北端、猪名野神社（北の

砦）、南端のひよどり塚砦が確認されるに過ぎない。今日の伊丹郷町は天正 7年 (1579)

の落城後、主として惣構えの西側につくられ発展したものなのである。ここは伊丹の商工

業地域としてもっとも早く発達し、町並も整備された。さらに近世になると酒造業が栄え、

銘酒の産地として遠く関東にまで販路を拡張した。従って地下からは醸造用の米蒸しかま

どや、大規模な倉庫のあとなども発見され、零細な出土品からもその裕福であった生活ぶ

りが想像されるのである。もともと日本では中近世都市の発掘は行われた例が少なく、こ

の点からも今回の調査はとくに意義が深かったものと確信している。

調査開始いらい、発掘作業、報告書の作成、刊行はすべて兵庫県および伊丹市教育委員

会の指導のもとに、本学の藤井直正教授が総括し、大手前栄養文化学院助教授川口宏海、

前川 要（現富山大学人文学部助教授）がこれに当たった。現場の作業、報告書の作成、

編集には、本学卒業生から成る調査貝を中心に史学科学生が献身的に活動した。終わりに

臨んで、今は亡き大手前女子学園理事長藤井健造先生、現理事長福井秀加先生、現大学長

米山俊直先生に限りなき謝意を捧げるものである。

平成11年 8月

大手前女子大学史学研究所長 日比野丈夫

lll 





例 口

1. 本書は、兵庫県伊丹市による宮ノ前地区市街地再開発事業に伴って、伊丹市宮ノ前1丁目.2丁目にお

いて実施した、有岡城跡伊丹郷町遺跡の発掘調壺の報告書である。

2. 現場における調査は、大手前女子大学史学研究所所長日比野丈夫（大手前女子大学前学長）を委員長と

する「有岡城跡調査委員会」を組織し、大手前女子大学史学科教授藤井直正を調査担当者として、大手

前女子学園が伊丹市の委託による事業として実施した。なお、これにかかる経費は委託料として伊丹市

より支出を受けた。

3. 本書に収めた調査は、第51次調査（昭和62年9月8日から昭和63年 3月31日まで）の一部。第63次調査

（昭和63年7月29日から昭和63年10月31日）の一部。第78次調査（平成元年6月23日から平成元年 8月3

1日）の一部。第83次調査（平成元年10月17日から平成元年11月30日）。第86次調査（平成2年2月13

日から平成 2年3月13日）である。

4. 現場における調査は、調査担当者である藤井直正の管理・指導のもとに、主任調査員として、川口宏海

（大手前栄養文化学院助教授）•前川 要（当時、大手前女子大学研究嘱託、現在、富山大学人文学部助

教授）、が専従した。また、調査貝として、伊藤裕子・小笠原（旧姓荻野）典子・角田あゆみ・山上

（旧姓熊田）真子（現在尼崎教育委貝会嘱託）および事務貝として谷田久美子・平井千保ら、大手前女

子大学卒業生諸君の参加・協力を得、調査補助員とした。これら参加者の名簿は別項に掲げた。

5. 調査資料並びに出土資料の整理作業は、川口宏海• 前川 要と、その指導のもとに、調査員として赤松

和佳・小出匡子・渡辺晴香・佐藤由美・大石 真、調査貝補として石黒（旧姓岡松）弥恵・中村祐子に

よって、現場終了後、逐次、これも多数の学生の協力を得て進めてきた。

資料整理および本報告書作成に向けての作業は、改めて平成 5年度より 6カ年継続事業の一部として

伊丹市教育委員会より委託を受けた。

6. 本整理作業の作成は、整理担当者毎にまとまった調査域を 2年毎に 3回に分けて順次報告することとし

ているが、今回の報告は、その内のIII期分にあたる。

7. 本報告書の作成は企画段階で藤井直正の指導・助言のもとに、原稿の執筆と編集の作業には出土資料の

整理にあたった主任調査員及び調査貝の全員が担当し、学生諸君多数の協力によって進めた。原稿の執

筆分担については、目次に明記した通りである。また、第51・63・66・164次調査貝類の分析について

は富岡直人氏（岡山理科大学理学部講師）にお願いし、玉稿を賜った。第51次調査の骨の分析について

は、沖田絵麻氏（岡山理科大学大学院修士課程）にお願いし、玉稿を賜った。第51次調査の埋甕に残存

する脂肪の分析については中野益男（帯広畜産大学生物資源化学科）、中野寛子氏• 長田正宏氏（掬ズ

コーシャ総合化学研究所）にお願いし、玉稿を賜った。扉図版解説（岩倉焼陶器筒型碗）については岡

佳子氏（大手前女子大学講師）にお願いし、玉稿を賜った。

8. 遺構写真は川口• 前川・小笠原・角田・山上、遺物写真は、小出・渡辺• 佐藤がそれぞれ撮影した。

9. 一般的な土塘については、予算の都合上個別遺構図を掲載しなかった。よって、遺構全体図（付図）と

主要遺構一覧表（表 6) を参照していただきたい。

10. 遺構表示記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従ったが、一部独自のものを使用した。

SA 柵， SB 建物， SD 溝 SE 井戸， S I 胞衣壷 SK 土痕 SP 柱， SS 礎石，

V 



SU 埋桶， sv 寵 SW 埋甕， SY 水琴窟， SX その他

11. 位置の掲載は、平面直角座標系Vによる。建設省基本点・基準点• および伊丹市公共基準点（旧市立社

会経済会館前の水準点No.14の最新水準値、昭和53年の0.P. = 16. 640mを用いてT-8まで引き、後に

順に水準値を与えた）を使用し、記載している数値は、 X・Yともm単位で、水準は0.P. (大阪湾中

等潮位）である。

12. 遺構の色調については、『新版・標準土色帖』（農林水産技術会議事務局昭和51年）、遺物については、

『新版・標準土色帖』と『日本色研色名帖』（（財）日本色彩研究所）を併用し、全て肉眼観察によって比

定した。本文の遺構図のうち、壁面土層図は1/60、建物は主に1/120、埋甕・埋桶は1/10・1/20・1/40、

その他は1/60・1/30にした。

また、壁面土層図については、区翌蕊］焼土層、四豆翌3炭火物層、に豆ス訂黍喰、皿皿皿lコンクリート、

C•:•:•:•:•:•:, 石・瓦のスクリーントーンを使って表した。

13. 遺物の絵付けにおいては、倣笏笏い赤色（朱色）、区蕊蕊］薄朱色、 Z玄Z打兆色、区冗曰緑色、 1:-:-:-:・：・I黄

緑色、亡三口茶色、ここヨ黄色、巨三＝弓青色、応恣恣紫色、応ゞ団黒色、蕊歪四金色のスクリーン

トーンを使って表した。瓦質土器は断面に［・：・：・:1のスクリーントーンを使って表した。

本文中の遺物図のうち屋瓦は1/4、銭貨は1/2、大型製品は1/6・1/8、その他は1/3にした。

14. 現場における発掘調査の実施に当たっては、伊丹市再開発事務所関係者諸氏、および平成9年度から約

3カ年にわたる資料整理に至るまで、伊丹市教育委員会生涯学習部・文化財担当各位の指導と助言を得

たほか、株式会社染ノ川組、西村興業株式会社、写測エンジニアリング株式会社、イビソク株式会社の

協力、その他多くの機関と多くの人々の援助を受けた。

さらに、大手前女子学園藤井建造前理事長（平成3年 2月10日逝去）、現福井秀加理事長、大手前女

子大学日比野丈夫前学長、現大手前女子大学米山俊直学長、企画・運営委員会諸先生には、調査の進行

から本報告書の刊行に至るまで指導・助言と各方面にわたってご配慮を得た事を付記する。

15. 今回の報告書作成にあたり、多くの方々、および機関のご協力、ご教示を賜ったが、ここに、関係各氏

の芳名を載せ、謝意を表する。なお、敬称は略させて頂いた。

石川 道子（伊丹市立博物館） 稲垣正宏（財団法人滋賀県文化財保護協会）

大橋康二（佐賀県教育庁） 岡 佳子（大手前女子大学）

沖田 絵麻（岡山理科大学大学院修士課程）

鹿取 秀雄（日本貝類学会評議委員）

久保和士（大阪市文化財協会）

嶋谷和彦（堺市立埋蔵文化財センター）

鈴木裕子（日本考古学協会貝）

田中 賢人（三田市教育委員会）

長田 正宏（掬ズコーシャ総合化学研究所）

中野益男（帯広畜産大学）

乗岡 実（岡山市教育委員会）

堀内 秀樹（東京大学遺跡調査研究室）

森村健一（堺市立埋蔵文化財センター）
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小長谷正治（伊丹市教育委員会）

紀平 肇（清風学園）

小坂 浩一（伊丹市役所再開発部都市再開発事務所）

下村 節子（財団法人枚方市文化財研究調査会）

鈴田由紀夫（佐賀県立九州陶磁文化館）

富岡 直人（岡山理科大学）

中野 寛子（掬ズコーシャ総合化学研究所）

中野雄二（波佐見町教育委員会）

藤原 友子（佐賀県立九州陶磁文化館）

村上伸之（有田町歴史民俗資料館・有田焼参考館）

和島恭仁雄（伊丹市立博物館）
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第 1章調査の経過

伊丹市街の中核となっている旧伊丹郷町の区域内において計画された「宮ノ前地区市街地再開発事業」は、

最後まで取り残されていた B-1地区の一部での家屋の立ち退きと発掘調査が平成10年度に完了し、ようや

く大詰めを迎えることになった。

昭和62年 (1987) に、この市街地再開発に伴う発掘調査が開始されてより 13年を経たが、その間、大手前

女子大学は伊丹市の委託を受けて、これに参加・協力してきた。当初は大手前女子学園有岡城跡調査委員会

（委員長、日比野丈夫前学長）を組織してこれに当たり、平成 2年度以降は、学内に設けられた史学研究所

文化財調査室（室長、藤井直正史学科教授）の業務とし、有岡城跡・伊丹郷町調査部が担当して作業を進め

てきた。

とくに調査資料と出士遺物の整理、および報告書の作成・刊行については、平成 5年度より 6ヵ年継続事

業として、改めて伊丹市の委託を受けて以後作業を続け、すでに平成 7年3月に『有岡城跡・伊丹郷町N』、

つづいて平成 9年 3月には『有岡城跡・伊丹郷町V』を上梓した。本冊はその後を承けて本米なら本年の 3

月に刊行する予定であったが、平成10年度に上記のように B-1区での石橋家住宅を中心とする区域の発掘

調査がはじまり、市教育委員会の要請によりスタッフ全貝がこれに従事することになったため、契約変更に

よって平成11年度上半期まで繰り越すことになった。

本冊に収録した調査の詳細は下表の通りである。

次数 区域 面積

第51次調査 B-1-2 32. Om' 

第51次調査 B-1-3 603. Om' 

第63次調査 B-4 220. Om' 

第63次調査 B-6 130. Om' 

第78次調査 B-7 24. Om' 

第83次調査 B-9 73. 8m' 

第83次調査 B-10 94. 62m' 

第86次調査 B-11-1 177. Om' 

第86次調査 B-11-2 77. 3m' 

第86次調企 B-12 284. Om' 

本冊、すなわち『有岡城跡・伊丹郷町VI』の刊行をもって、 6ヵ年計画にもとずく事業が完了することに

なった。

なお、「宮ノ前地区市街地再開発事業に伴う発掘調査」の中で本学関係者が参加した現場でN・Vおよび

VIに収録されていない区域が若干残っている。これらについては、平成 7年度における文化会館の改築に伴

う調査（第155次）、平成10年度における石橋家住宅敷地とその周辺の調査（第199次）の資料整理と合わせ

て「伊丹郷町調査研究会」（代表、藤井直正）が引き継いで実施することになっている。従って本冊は、長年

にわたってこの事業を進めてきた大手前女子大学史学研究所にとっては、その名を冠した最後の記念すべぎ

報告書である。
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事業に取り組んで以来13年の間、主任調査員として現場における発掘調査と、爾後における資料・出土遺

物の整理に当たってきたのは、川口宏海（大手前栄養文化学院助教授）と前川 要（富山大学人文学部助教

授）の両名であるが、前川君の富山大学赴任後は川口君が中心的役割を果たしてぎた。

そして、その指導のもとにあって、本学史学科の卒業生を調査員とし、つねに在校生をもって調査チーム

を編成して作業を進めてきた。過去13年間における調査貝および参加学生の名簿は各冊に掲げているが、本

冊の作成に中心となって活躍しているメンバーのほかに、在学当時に本学での調査に参加し、卒業後は伊丹

市教育委員会生涯学習部に属して文化財の仕事に従事させてもらっている者をふくめて、こうした人材が育

ったことも調査の成果の一つということができるのである。

こうしたことを合わせ、長い年月の間、私たちの活動に対して暖かく見守っていただき、ご指導をいただ

ている市教育委員会の関係各位に、この機会に改めて御礼を申し述べておきたい。

「他ならぬ伊丹市のことだから、できる限り協力するように」と、調査開始当時、所信を述べられた故藤

井健造前理事長の精神を継いで、福井秀加現理事長の深いご理解と、これを帯してご指導をいただいた日比

野丈夫前学長（現在史学研究所長）のもとに微力ながらも精一杯進めてぎた事業であった。内にあっては考

古学コースを履修する学生にとって得難い実習・演習の場であり、外にあっては関西地方では数少ない近世

城館・都市遺跡の実践例として学界の評価を得ている。とくに近世の伊丹は、酒造業で知られ在郷町として

独特の歩みをつづけてきたが、伊丹市教育委員会による伊丹郷町全域の発掘調査の成果を合わせると目を見

張るものがある。

折しも、平成10年 9月30日から10月4日にかけての 5日間、兵唐県においては全国生涯学習フェスティバ

ル「まなびピア兵庫'98」が神戸市を中心に明石・芦屋・西宮・尼崎・伊丹・川西・宝塚の阪神間 8市を会

場に趣向をこらした催しが実施された。

伊丹市ではその一環として文化財に重点をおき、大手前女子大学との共催で次の三つの事業が行われた。

1. 岡田家住宅の解体修理現場見学会

2. 白雪酒造長痔蔵ミュージアムを利用しての伊丹郷町出土遺物の展示会

3. 文化財シンポジウム「酒の町いたみ」の開催

このうち、 3のシンポジウムは、平成10年10月3日（土）、アイフォニックホールを会場として開かれ、

乾 一雄伊丹市教育長、福井秀加大手前女子学園理事長の挨拶にはじまり、次の 5氏による講演があった。

近世伊丹の酒造業 種智院大学教授 吉田 元

掘り出された酒造と町人のくらし 大手前栄養文化学院助教授 Jlj 口宏海

古文書にみる町の姿 伊丹市立博物館館長 和島恭仁雄

町人の暮らしと文化 神戸深江生活文化史料館副館長 大国正美

近世都市伊丹の町政と自治 神戸女子大学教授 今井修平

このあと、藤井の司会により各講師をまじえての討論に移りさまざまの話題が提示された。ホールがはぼ

満席の参加者を迎え、好評裡に幕を閉じた。

有岡城跡・伊丹郷町の発掘調査は、昭和50年度における国鉄（現在の JR)伊丹駅前の整備に伴う調査を

第 1次として、以後足かけ24年、すでに200次を越えた。

昭和54年には、主郭の現存部分と、惣構えの北端に当たり、現在猪名野神社の境内となっている“北の
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砦”、および南端に位置する“鶉（ひよどり）塚砦”と、惣構えの外郭線が「文化財保護法」によって史跡

に指定された。線による惣構えの指定は異例のことであるが、これが有岡城の廃絶後に残存し、伊丹郷町と

して発展する基礎となったのであり、埋蔵文化財包蔵地として周知され、その後における発掘調査を義務づ

ける法的措置となっている。

今年、平成11年は指定20周年に当たり、市教育委員会では、秋にこれを記念する講演会とシンポジウムの

開催が企画されている。これに加え、伊丹郷町の一かくに位置し、店舗部分・住居部分・酒蔵をふくめて、

これも国の重要文化財に指定されている岡田家住宅の解体修理が近く竣工する。その東隣りには、再開発区

域から移築した石橋家住宅（市指定文化財）が建つことになっていて、既設の柿衛文庫と伊丹市立美術館と

地つづきに一大文化ゾーンができ上がることになっている。

過去十数年にわたって進められてきた伊丹郷町の調査資料と出土遺物は、彪大な量に上るのであり、都市

遺跡としての伊丹郷町の情報はこれまでの調査・研究によって十分に蓄積されているということができる。

今後さらに、長期的展望の上に立って進めて行くと同時に、その成果を広く公開する必要を痛感するのであ

る。近く完成する岡田家住宅と石橋家住宅は、それ自身が持っている価値に加えて、その空間の利用は上記

の目的を達成する上において好個の場所といえるのである。市教育委貝会ではすでにその整備・活用計画が

作成されているが、これまで十数年にわたって「有岡城跡・伊丹郷町の発掘調査」にかかわりを持ってきた

者としては、その計画をささえ、側面から協力することが責務であろう。

西暦2000年に当たる平成12年度から、大手前女子学園は大手前学園に、大手前女子大学は大手前大学に生

まれかわろうとしている。めまぐるしくうつり変わる現代社会にあって、いま大学教育は岐路に立っている

が、目前に迫る21世紀を新しい粧いと内容で迎えようとしている、わが学園・大学のすがたである。

その変革の一つとして伊丹キャンパスに男女共学の大手前大学社会文化学部が創設される。人間環境学科

と社会情報学科が設置される予定であるが、“地域に貢献できる人材の育成”がモットーとして掲げられて

いる。

改めて述べるまでもなく、私たちがこれまで続けてきた「有岡城跡・伊丹郷町の調査」は、すでにこれを

先取りし、この事業を通して地域に貢献し、また貢献できる人材を育ててきたのである。

西宮キャンパスの文学部は、こちらも人文科学部と改称されるが、新しく開設される社会文化学部と協調

し、できる限りの知恵と力を結集して、より広域の調査研究活動の展開を模索したいと思う昨今である。

（藤井直正）
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第 2章調査方法

第 1節調査区割と図面割

有岡城跡・伊丹郷町遺跡は、南北約1.7km、東西0.8kmを測る広大な都市遺跡である。したがって、昭和61

年に行った JR伊丹駅の第23次調査の際に、遺跡全体の調壺区割と図面割を設定した。その後の調壺はすべ

てこれに従っている。

調査区割は、国士座標の第V系のX= -134. 400m、Y=+99. 800mを北西の基点とし、 50m方眼を大区

画の上位の区割りとして、東西横列をA・B・C-X、南北縦列を 1・2・3-36とし、 Al、B2などと

呼称することにした（第 2図）。さらに、その中の最小単位を 5mグリットとし、 50m大区画の北西隅から

東西横列を a•b•c-j 、南北縦列を 1·2·3-10 とし、 a 1, b 2などと呼称することにした。した

がって、最終的に各5mグリットは、 Al-al、B2 -b 1などと呼称することにした（第 図）。

図面割については、調壺区割および伊丹市の 1/500の道路台帳との整合性を考えて、同じ上記の座標値

を基点にして設定した。詳細は、既刊の発掘調査報告書『有岡城跡・伊丹郷町II』（伊丹市教育委員会・大手

前女子大学史学研究所 1992年）、『有岡城跡・伊丹郷町N』（同前 1995年）を参照されたい。

第 2節 基準点と水準点の設罹

現地調壺にあたっては、調査区域を囲む道路に開ロトラバースポイントを設け、随時これより調査区内に

5mメッシュ杭を設置した。ポイント設置は、腕イビソク、仰写測エンジニアリング社に委託した。

水準点は、伊丹市公共基準点の旧社会経済会館（現・伊丹第一ホテル北館）前のNo.14の最新値、昭和53年

のT.P. =16. 640mを基準とし、大阪湾岸であることを考慮して、 0.P. (大阪湾中等潮位）換算 (T.P. 

+l.3m) して使用することとした。

゜ー23456789 

第 3節調査の方法

A 
abcdefgh1  J 

第 1図 5m方眼割図

現地調査にあたっては、時間的制約から最上層のまでの土層

を機械によって掘削し、以下は人力による遺構掘削を行った。l~ 5m 

50 

平面図は、狭い調査区は、 S=1/20手書き図面と S=1/40平

板測量図面を作成し、広い調査区は、航空測置会社に委託して

アドバルーンおよびクレーン・ミニチュアヘリコプターによる

m 航空測量を行って、 S=1/20、S=1/100の図面を作成した。

断面図は、 S=1/20の手書き図面を作成した。

遺構写真撮影は35mm小型、 6X 7版中型、 5X 7版大型カメ

ラにより、随時行った。全景写真には、固定ローリングタワー

5 -6段を 1-2基設置して行った。

整理作業は、コンテナ箱にして約700箱にのばる出上品を対

象としている。作業は、平成 9年 4月から、平成11年 8月まで

行った。
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第 2図 有岡城跡・伊丹郷町調査区割図
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第 3章調査成果

第 1節 有岡城跡・伊丹郷町遺跡の時期区分について

有岡城跡・伊丹郷町遺跡の遺構・遺物の様相は、基本的に中世～近世初頭の在城期 (I・II期）と近世の

伊丹郷町期 (III期）および近代 (N期）期に大別できる。伊丹郷町期 (III期）は、さらにIII-1-3を細分

できる。また、それぞれはさらに a・bの小期に区別することができる。従って時期区分は次の通りとなる。

I期 伊丹城期（～天正 2年・ 1574年）

II期 荒木村重の有岡城及び池田之助（元助）の後期伊丹城期（天正2年・ 1547-天正11年・ 1583)

III期 近世の在郷町・伊丹郷町期（天正11年・ 1583-明治時代中頃）

-1期 16世紀末-17世紀中頃

a 16世紀末-17世紀初頭

b 17世紀前半-17世紀中頃

-2期 17世紀後半-18世紀後半

a 17世紀後半-18世紀初頭

b 18世紀前半-18世紀後半

-3期 18世紀後半-19世紀後半

a 18世紀後半-19世紀初頭

b 19世紀前半-19世紀後半

N期 近代（明治時代中頃以降）

以下の調壺成果では、調査面の古い順に記述を進めるが、遺構の所属時期についてはこの時期区分を用い

て表記する。

第 2節第51次調査B-1-2区

B-1-2区は、猪名野神社参道西側、 B-6区の北側に位憧する。『天保十五年 (1844)伊丹郷町絵図』

（第159図）によると、「北少路村」にあたり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）には、

庄屋太郎左衛門と記された地点に相当する。調査面積は32m'である。

1. 基本層序

遺構面は、既存建物の解体時の攪乱のため、遺存状態が悪く、大きく見て 3面検出した。地山直上層に一

部ではあるが、 17世紀前半頃の遺物を含む包含層（第 4 図第24層• 第5図第22層、現地表面より60cm下）が

みられる。その層より20cm上方に、第 2次面の基盤となる整地層にぶい黄褐色砂質土層（第 4図第42層、現

地表面より 45cm下）、その上に、第 1次面の基盤となる整地層褐色粘質土層（第 4図第41層現地表面より 30

cm下）を検出した。

2. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面では、三和土は検出されなかった。遺構も少なく、調査区西側に数ヵ所みられただけである。
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10 

E 

37 0. P =19. 500m 

w 

E
 

1. オリープ褐色砂質土屑 2・5Y 4/6 
2. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

3. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 
4. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

5. 黄褐色枯質土層lOYR5/8 

6. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

7. 暗褐色粘質士層lOYR3/3 

(1~5cm大の石多く含む）

8. 質褐色粘質土層lOYR5/6 

9. 表土

10. 黒褐色砂質土層lOYR2/3 

11. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

12. 褐色砂質土層lOYR4/4 

13. オリープ褐色粘質土屑 2・5Y 4/4 

14. 黒褐色粘質土屑 2・5Y3/2 

（炭化物・遺物多最に含む）

15. 褐色砂質土層lOYR4/4 

（炭化物含む）

16. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 

17. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 

18. 黄褐色枯質士層 2・5Y5/4 

19. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

20. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

（炭化物・遺物含む）

21. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

22. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

23. 黄褐色粘質士層iOYR5/6 

24. 黄褐色粘質土屑lOYR5/8 

25. 褐色砂質土層lOYR4/4 

26. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

27. にぶい黄褐色砂質土屑lOYR5/4 

28. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

（炭化物含む）

29. 明褐色粘質士層 7・5Y5/6 

30. 撹乱

31. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

32. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

33. にぶい黄褐色枯質土層lOYR5/4 

0 P =19.500m .. 
w 

34. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

35. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

36. にぶい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

37. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

38. 褐色枯質土層lOYR4/4 

（炭化物多量に含む）

39. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 

（焼土含む）

40. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

41. 褐色粘質士層lOYR4/4 

42. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

43. 撹乱

44. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 

45. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

46. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

47. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/4 

48. 明黄褐色粘質士層lOYR6/8 

49. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

1 :40 2m 

第 4図 B-1-2区南壁土層図

s
 

0. P. =19. 500m 

N 

1. 表土

2. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

3. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

4. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

5. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

6. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/4 

7. 暗褐色粘質士層lOYR3/4 

8. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
9. オリープ褐色粘質士屑 2・5Y4/4

10. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

11. 撹乱

12. 撹乱

13. 暗褐色粘質士層lOYR3/2 

14. 黒色炭化物層 2・5YZ/1 

15. オリープ褐色枯質土層 2・5Y 4/3 (炭化物含む）

16. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

17. 灰オリープ色粘質土層 5Y4/2 

18. オリープ黒色粘質土層 5Y3/2 0 

19. 暗オリープ色粘質士層 5Y4/3 

20. オリープ黒色礫層 5Y3/2 

21. 明黄褐色粘質土屑lOYR6/8 

22. 黄褐色枯質土層 2・5Y5/6 

23. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

1 :40 2m 

第 5図 B 1 2区西壁土層図

SK  754 

S K754は、調査区北西隅に位置する（表6)。平面形は楕円形を呈し、長さ0.57m、幅0.37m、深さ0.31

mを測る。
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二 1 鳳9

｀ 
。

20cm 

第 6図 S K754 (1)・S VOl (2・3)・S K734 (4)出土遺物

第 6図ー 1は、土師質土器皿である。胎土の色調はlightgray orange (lOY RS/4) を呈する。小片だっ

たため観察するのは難しいが、調整は、体部内面はナデ調整、体部外面は未調整である。遺物が少量で廃棄

時期の検討は難しいが、この遺構の上面で確認した遺構 (SK726)年代が18世紀末-19世紀前半と考えら

れることから、 Ill-2b期に属すると思われる。

3. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面は、調査区中央から西側を中心に遺構を検出した。この面でも建物に結びつく遺構や三和土は確

認でぎなかった。また、この面の遺構からは、遺物は出土しなかった。

4. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面は、三和土や礎石などは検出できなかったが、調査区全体に多数の遺構を検出した。検出した遺

構の年代観は、 18世紀前半-19世紀後半のものが中心であった。なお、北東部のSEOlは、現存する石積井

戸であり、調査対象からはずした。

S V01 

S VOlは、調査区中央やや西側より検出した（表 6. 図版 3)。鼈である。残存状態が悪く底部のみだが、

1基の燃焼室を確認した。平面形は楕円形を呈し、長さ0.93m、幅0.73m、深さ0.45mを測る。

第 6図ー 2は、肥前磁器染付碗である。高台径2.7cmを測る。体部外面に描かれている文様は、草文と思

われる。また、呉須の発色は悪く黒色を帯びている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年（大橋1988

年）のN期に属する。 3は、京焼系陶器鉢である。高台径（推） 9.5cmを測る。高台脇まで残っており、筒

型タイプの器形だと思われる。体部外面に鉄釉で刷毛目文が描かれている。また、高台脇から下部は無釉で、

見込みには 2か所目跡を残す。その他には、京・伊賀・信楽焼系鉄釉士瓶や堺焼播鉢が出土している。

出土遺物から概観すると、 18世紀後半-19世紀初と考えられ、 III-3a期に属する遺構である。

SK 734 

S K734は、南壁沿いの東側より検出した（表6)。南半分は調査区外へ延びる。平面形は隅丸長方形を呈
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し、長さ1.31m、検出幅0.52m、深さ0.14mを測る。

第6図ー 4は、堺焼播鉢である。これ以外は遺物は出土しなかった。大きさは、口径（推） 32.8cm、器高

12. 7cm、底径（推） 15.4cmを測る。色調は赤橙色を呈する。口縁部外縁帯の張りがやや大きいタイプである。

外面調整は、底部際から口縁部外縁帯直下まで回転ヘラケズリを施している。内面体部の播目は11本単位で

ある。ロクロは左回転である。白神典之氏分類（白神1990年）のII類に属する。よって、 18世紀後半-19世

紀初頭と考えられる。 Ill-3a期に属する遺構である。

5. まとめ

B-1-2区は、調査面積が小さいことと、既存建物の解体時の攪乱が激しかったため全体の様相をあま

り把握でぎなかったが、 18世紀前半-19世紀後半の遺構を確認した。検出した遺構は、時代を通して廃棄土

壊が中心であった。この調査区の南側に接しているB-6区で、 IIl-3a期の三和土を検出した。この三和

土は、鼈屋のような上屋にともなうものと考えられている。しかし、 B-1-2区ではこの続きを確認でき

なかったが、この鼈屋と同時期と思われる SVOlを1次面で検出している。このSVOlは、 B-6区で検出

した三和土の北端から lmのところに位置し、この建物と関係するものかもしれない。その他の時期は、周

りの調査区でも裏庭空間だったと考えられており、 B-1-2区でも同様だったと思われる。 N期以降は、

昭和三十六年以前にB-1-2区の南側に路地が作られ、当調査区には既存建物が建てられたと思われる。

このように、調査区が狭く全体を掴むのは難しかったが、周りの調査区と同様の遺構の変遷が想定でぎた。
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第3節第51次調査B-1-3区

B-1-3区は、猪名野神社に通じる宮ノ前商店街から西側に延びる小道に面している。『天保十五年

(1844)伊丹郷町分間絵図』（第159図）によると、「井筒町」にあたることが分かる。『元禄七年 (1694)柳沢

吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では、庄屋太郎左衛門の敷地と、庄屋太郎左衛門を屋敷主とし、住人塩ウ

リ作兵衛とその東側の糸引きくの屋敷地に相当する。また、当調査区は昭和63年試掘調査でEトレンチとし

てトレンチ調査を行っており、中央よりやや南側の遺構は同報告書（藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町N』

1995年）を参照していただきたい。

1. 碁本層序

遺構面は 3面である。地山面は、 0.P. = 19. OOOmを測る。地山直上に、黄褐色系士層（第 7図第 6層・

第30層、現地表面より1.Sm下）、その上層に、享保十四年 (1729) の火災層（第 7 図第14層• 第44層、現地

表面より 1.5m下）がみられた。その上には、 18世紀代の遺物を多く含む整地層（第 7凶第42層、現地表面

より lm下）、その上層に第 1 次面の三和土（第 7 図第 8 層• 第55層、現地表面より 0.15cm下）が堆積する。

調査面積は603面である。

2. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面では、調査区西側より、 16世紀中頃-16世紀後半の伊丹城期から有岡城期にかけての溝を検出し

た。この時期の遺構は、士渡が数力所検出した。そのはかに、調査区北東部で柱穴を数ヵ所検出した。遺物

は出士しなかったが、上面の遺構年代から17世紀代と考えられ、復元は不可能であるが、この頃には掘立柱

建物などが建っていたと考えられる。また、 III-3期に属する遺構を検出しているが、本来は 1次面に属す

るものである。

S D05 

S D05は、調査区西側を南北に延びる溝である（第 9図・図版 5)。検出長7.55m、最大幅 5m、深さ0.5

mを測る。この溝は、調査区外に続いており、北側は、今回報告する第86次調査B-11-1区SDOS、南側

には前回報告した第51次調査B-3区SD06 (藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町V』1997年）につながる。

断面形は、両端が緩やかに傾斜し、自然の落ち込みのようであるが、 B-3区の調査結果から人工的なもの

と考えられている。埋士は、褐色系の土層が数層堆積する。溝底はB-11-1区SDOSは0.P. = + 18. 700 

mを測り、 SD05は0.P. = + 18. 500mであり、 B-3区SD06では0.P. = + 18. 600mである。このこと

から、 SD05で深く落ち込むが、流路方向は北→南と思われる。

出土遺物はなかったが、 B-3区SD06より、瀬戸・美濃焼の大窯編年IIb期（井上1992年）に属する天

目茶碗や大海茶入、間壁忠彦氏の編年（間壁1990年） V期に属する備前焼揺鉢か出土しており、 16世紀中頃

-16世紀後半と考えられる。 I -II期に属する。

S K242 

S K242は、調壺区の中程やや北側に位置する（表6)。平面形は円形を呈し、直径0.61m、深さ0.41mを

測る。

第10図ー 4は、中国製青花皿である。口径（推） 9.1cm、器高2cm、高台径5cmを測る。高台は、いわゆ

る「碁笥底」で、口縁部がやや内湾するタイプである。口縁部には口錆がみられ、高台畳付は露胎である。
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1. 表土

2. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

5. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

6. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

7. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

8. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

9. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

10. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

11. 黒色炭化物層lOYR2/l 

12. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

(1 cm大の礫・炭化物を含む）

13. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

14. 黒褐色炭化物層lOYR2/3 

15. 灰賀褐色粘質土層lOYR5/2 

16. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

(1 ~ 2 cm大の礫を含む）

17. 黒褐色枯質土層lOYR3/2 

18. 灰黄褐色砂質土層lOYR5/2 

19. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

20. オリープ黄色砂質土層 5Y6/4 

21. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

22. 黒褐色炭化物層lOYR2/3 

23. オリーブ褐色土層 2・5Y 4/3 

24. にぶい黄色粘質土層 2・5Y4/4

25. にぶい賀褐色粘質土層lOYR4/3 

26. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

27. 灰色粘質土屑 7・5Y 4/1 

28. 灰色粘質士層lOY4/1 

29. 撹乱

30. 黄褐色土屑 2・5Y5/6

31. オリ ープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

32. 暗灰黄色砂質土屑 2・5Y 4/2 

33. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

34. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

35. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

36. 黒褐色炭化物層 2・5Y3/2 

37. オリープ黒色炭化物層 5Y3/l 

38. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

39. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

40. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

41. オリープ灰色砂質土層10Y6/2

42. 暗灰黄色土層 2・5Y5/2 (遺物多量に含む）

43. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

44. 黒褐色炭化物層 2・5Y3/l 

45. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

46. 明黄褐色粘質士層 2・5Y6/6 

47. にぶい黄色砂質土屑 2・5Y6/4 

48. オリ ープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

49. オリ ープ黒色砂質土層 5Y3/l 

50. 黄褐色粘質土層 2・5YS/3 

51. 暗オリ ープ褐色粘質士層 2・5Y3/3 

52. オリープ灰色枯質土層10Y5/2

53. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

54. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

55. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

56. オリ ープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

57. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

58. 撹乱

59. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

60. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/3 

61. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

62. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

63. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

64. 褐色砂質土層lOYR4/4 

65. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

66. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 

67. 褐灰色粘質土層lOYR5/l 

68. 明質褐色粘質土層 2・5Y6/6 

69. 褐色砂質土層lOYR4/4 

70. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

71. オリ ープ褐色砂質土層 2・5Y5/3 

72. 暗褐色粘質土府lOYR3/4 

73. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

74. 明褐色枯質士層 7・5Y R5/8 

75. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

（炭化物 ・0.5cm大の礫を含む）

D P 019 200m . . . 

w 

76. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

(0.5cm大の礫を含む）

77. 暗灰黄色土層 2・5Y 4/2 

78. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

79. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

80. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

81. 褐灰色粘質土層lOYR4/l 

82. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y 4/2 

83. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

84. 黒褐色砂質土層 2・5Y 3/2 

85. にぶい黄色枯質士層lOYR5/4 

86. 褐色粘質土層lOYR4/4 

87. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

88. にぶい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

89. 黒褐色土層 2・5Y3/2 

（炭化物多量に含む）

90. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

91. 灰黄褐色土層lOYR4/2 

92. にふい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

93. 灰黄色粘質土層 2・5Y6/2 

94. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

95. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

96. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

97. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y5/2 

98. 灰黄褐色砂質土府lOYR4/2 

99. 灰黄褐色枯質士層lOYR5/4 

100. 灰色砂質土層 5Y5/l 

101. 撹乱

102. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

103. 褐色砂質土屑JOYR4/4 

104. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

105. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

106. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

107. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/4 

108. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

109. 灰黄色粘質土層 2・5Y6/2 

110. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

111. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/4

112. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

113. 黄灰色粘質士層 2・5Y6/8 

114. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

115. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

116. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

117. 暗褐色枯質士層lOYR3/3 

118. 明赤褐色砂質土層 2・5Y R5/8 

119. 暗褐色粘質士層lOYR3/4 

120. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

121. にぶい黄褐色粘質土層JOYR4/3 

122. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

123. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

124. 褐色粘質土層JOYR3/4 

125. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 

126. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

127. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

128. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

129. にぶい黄褐色粘質士層JOYR5/4 

130. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

131. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y 4/2 

132. 黄褐色粘質土陪 2・5Y5/4 

133. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

134. 黄色砂質土層 2・5Y7/8

135. 黒色粘質土層 2・5YZ/1 

136. 明黄褐色砂質士層 2・5Y7/6

1 :40 2m 

第 7図 B-1-3区南壁土層図
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1. 表土

2. 浅黄色粘質士層 2・5Y7/4

(l-2cmの礫を多絨に含む）

3. 明黄褐色粘質士層 2・5Y7/6

4. にぶい黄橙色粘質土府lOYR6/4 

5. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

6. 黄褐色粘質士層lOYR5/8 

7. にぶい黄橙色粘質土層10YR7/3

8. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

9. 褐色粘質土層lOYR4/6 

10. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/4

(1 -2 cmの礫を含む）
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11. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

12. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 

13. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

14. 明黄褐色粘質士層 2・5Y6/6 

(1 -5 cm大の礫を含む）

15. 明黄褐色枯質土層 2・5Y6/6 

(0.5-lcmの礫を含む）

16. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

17. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

18. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6 

(1-lOcmの礫を多拭に含む）

19. にぶい黄橙色粘質士屑lOYR7/4 

20. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

21. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

(5 -20cm大の礫を多く含む）

22. 黒褐色粘質土層lOYR2/2 

23. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

24. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

25. 褐色粘質土層 7・5YR4/4

26. にぶい黄褐色粘質土屑lOYR5/4 

27. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

28. にぷい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

29. にぶい黄褐色枯質土府lOYR6/4 

30. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/4

31. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

32. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

33. 褐色粘質士層lOYR4/4 

34. 褐色粘質土屑lOYR4/6 

35. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

36. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/4

37. 明寅褐色粘質土層 2・5Y7/6

38. にぶい黄橙色粘質士層lOYR7/4 

39. 黄色粘質土屑 2・5Y7/8

40. 明黄褐色粘質土層10YR7/6

41. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/6 

42. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

43. 褐色粘質土層lOYR4/6 

44. 黄橙色粘質土層lOYRS/6 

45. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

46. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 

1 :40 2m 

第8図 B-1-3区東壁土層図

見込みの文様は、二重圏内に雲流麒麟文が描かれている。小野正敏氏の分類（小野1982年）の染付皿C群N

類に属する。 5は、丹波焼揺鉢である。底径（推） 14.8cmを測る。内面の揺目はヘラによる一本引ぎである。

外面体部の調整は、指頭圧調整後に軽くナデ調整が施されている。底部は未調整である。岡崎正雄氏（岡崎

1989年）の分類の 3a類に属する。

出土遺物を概観すると、 16世紀中頃-16世紀後半と考えられ、 II期に属する。

S K223 

S K223は、調壺区北東隅に位罹する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ3.29m、幅1.4m、深さ0.2m 
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A-A' 

1. 撹乱

2. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

3. 褐色粘質土層lOYR4/4 

（炭化物・ 1cm大の礫含む）

4. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

（炭化物・ 10cm大の礫含む）

5. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

6 ., 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

7. 褐色粘質土層lOYR4/4 

8. 黒褐色粘質土層 2・5Y3/2 

__A_ 

ド

ド、

SD05 

ド

ー

↓
。
-~ 

南壁土層部分

B-B' 

1. 表土
2. 暗褐色砂質士層lOYR3/3 

3. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

（炭化物含む）

4. 黒褐色砂質士層 2・5Y3/2 

5. にぶい黄色粘質土層lOYR5/4 

6. 褐色粘質土層lOYR4/4 

7. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

（炭化物 ・0.5cm大の礫含む）

8. にぷい黄橙色砂質土層lOYR6/3 

9. 黒褐色土層 2・5Y3/2 

（炭化物多量に含む）

10. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

11. 灰黄褐色土層lOYR4/2 

12. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/J 

13. 灰黄色粘質土層 2・5Y6/2 

14. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

15. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

16. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

（炭化物 ・0.5cm大の礫含む）

17. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y5/2 

（炭化物 ・0.5-2cm大の礫多蘊に含む）

18. 灰黄褐色砂質士層lOYR4/2 

19. 灰黄褐色粘質土層lOYR5/4 

20. 灰色砂質土層 5Y5/l 

21. 撹乱層

22. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/4 

(l-5cm大の礫含む）

23. 褐色砂質士層lOYR4/4 

24. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

第 9図 S D05遺構図
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25. にぶい黄橙色粘質士層lOYR6/4 

26. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

27. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

28. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 

29. 灰黄色粘質土層 2・5Y6/2 

（瓦片を含む）

30. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

31. 浅黄色粘質土層 2・5Y7/4

32. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

33. 黄灰色粘質土層 2・ 5Y6/8 

34. 黒褐色粘質土屑 2・5Y3/2 

35. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

36. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 
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第10図 S K223 (1・2)・S K242 (4・5)・S K220 (3・6 -11)出土遺物

を測る。

第10図ー 1は、唐津焼碗である。高台径（推） 4.5cmを測る。腰部がやや張りのあるタイプで、口縁部は

恐らく、外側に折れるものだと思われる。また、全体的に荒い成形である。内面から外面体部にかけて灰釉

が掛けられている。大橋康二氏の編年（大橋1989年） II期に属する。 2は、士師質土器皿である。口径9.8

cm、器高2.5cmを測る。調整は、内面は不定方向にナデ調整、外面は指頭圧調整が施されている。

出土遺物を概観すると、 17世紀初頭と考えられ、 III-la期に属する遺構である。

S K220 

S K220は、調査区の北壁沿い中程に位置する（表 6)。平面形は不整形を呈し、長さ3.58m、幅1.98m、

深さ0.38mを測る。 18世紀後半-19世紀初頭の遺物が多量に出土した遺構である。

第10図ー 3・6・7は、肥前磁器である。 3は、染付蓋物蓋である。口径6.6cm、器高2.3cmを測る。外面

の文様は、扇・洲浜形の区画割文内に山水文と、「満相何度・隻脚四・火口破ロ・西岸苔」の吉祥旬がみら

れる。 6は、染付瓶である。口径2cm、残存高8.5cmを測る。口縁部はラッパ状に広がり、体部が膨む。外

面の文様は、菊唐草文が描かれている。 7は、白磁紅皿である。口径3.9cm、器高1.3cm、高台径1.4cmを測
る。型押し成形で外面底部は無釉である。 3・6・7は、大橋康二氏の編年V期に属する。 8-10は、土師

質土製品である。 8は、皿である。口径（推） 8.8cm、器高1.7cmを測る。口縁部内外面はヨコナデ調整、内
面体部はナデ調整、外面底部は指頭圧調整を施している。川口宏海氏の分類（川口1997年b) IT (伊丹郷

-17-
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1. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

(3-6cm大の石多く含む）

2. 褐色粘質土層lOYR4/4 

3. 黄褐色枯質土層lOYR5/6 

B
 

_S 

B-B' 

A' 
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19. 200m 
N 
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町期） 2型式A類に属する。 9は、焼塩壺蓋である。

ロ径7.5cm、器高1.8cmを測る。型づくり成形で、内面

に布目痕がみられる。小林謙ー氏の焼塩壺の編年（小

林1992年） VII -VIII期に属するものと思われる。 10は、

鳩形ミニチュア製品である。合わせ型による成形で合

わせ目をヘラケズリ調整している。ところどころに赤

色釉がみられ、全面に塗られていたと思われる。底部

には直径1.2cm、深さ2.8cmの穿孔がある。 11は、京・

伊賀・信楽焼土瓶である。口径9.4cm、器高9.6cmを測

る。器形は算盤玉型を呈し、外面体部には、ヘラ状工

具で斜線文様を陰刻している。内面体部から外面体部

にかけて鉄釉が施され、外面口縁部から肩部には、黒

色釉を掛けている。内面底部・外面底部は無釉である。

1. 明黄褐色粘質土層10YR6/8

2. にぶい黄褐色粘質士層10YR5/4 、

3. 褐色粘質土層lOYR4/4 
えられ、 III-3a期に属する遺構である。

2m 

第11図 S D04遺構図

出土遺物を概観すると、 18世紀末-19世紀前半と考

3. 第 2次面の遺構と遺物

第2次面では、三和土・礎石は検出されなかった。

主に、 18世紀後半-19世紀初頭の遺構を中心に検出し

f' ~o 

S D04 

S D04は、調査区北東隅で検出した（第11図・図版5) S D04は、東へ続いており、今回報告する B-7

区SD 03・B -11 -1区SD05がそれにあたる。検出長6.65m、幅0.8m、深さ0.35mを測る。埋土は 3層

で、褐色系土層が堆積していた。この溝は、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）でみ

られる住人塩ウリ作兵衛と、その東側の糸引きくの屋敷地の北端のラインに一致すると思われたが、一致し

なかった。また、 SD04からは出土遺物はなかったが、 B-7区SD03の埋土から17世紀前半-17世紀後半

頃の遺物が出士したことから、 17世紀後半には埋め戻されたと思われる。このことから、絵図でみられる敷

地境は、 17世紀後半には替えられていたと考えられる。また、このSD04から南側では多くの遺構を検出し、

調査区北東部は裏庭的空間だったと思われる。 III-lb期-m-za期に属する。

S K 192• 第 1次面SK70 

S K192は、調査区南壁沿いの東隅に位置する（表6. 図版6)。平面形は不整形を呈し、南端は調査区外

へ続く。検出長4.36m以上、幅3.31m、深さ0.89mを測る。埋士は 1層で、黒褐色の炭化物層が堆積してい

た。焼土処理土壊である。以前おこなった第43次Eトレンチ試掘調査（藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町

w』1995年）でも西側の一部（第 2次面SK40)が確認されており、その時に遺物が多量に出土した。また、

この遺構の直上の遺構SK70も検出状況から同遺構と考えられる。よって、出土遺物の説明も同時にしたい

と思う。遺物の年代観から享保十四年 (1729)の北少路村の大火災の際の処理土壊と思われる。

第12図ー 1は、土師質土器焼塩壺である。口径4.5cm、器高7.2cm、底径3.9cmを測る。両角まり氏の形態

分類（両角1992年b) にもとづくと、器形は丸底で、口縁部の先端が尖った筒状を呈し、口縁部に弱い括れ

-18 -
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第12図 S Kl92 (1)・S Kl38 (2 -8・11)・S K200 (9・10)出土遺物

のあるもの。造形痕は、粘土の接着痕がみられないタイプで、エ具痕は、口縁部にナデ調整、内面体部から

底部に布目圧痕のあるものにあたり、よって、 B-g —イ類に属する。第19図ー 3 は、肥前磁器染付碗であ

る。高台径3cmを測る。見込みと外面体部にコンニャク印判によって文様が施されている。大橋康二氏の編

年N期に属する。ほかに、土師質土器皿や火災に遭った壁土などを検出した。 III-2a期に属する遺構であ

る。

S K200 

S K200は、調査区中央のやや束側に位置する（表 6)。平面形は不整形を呈し、検出長2.08m以上、幅 1

m、深さ0.43mを測る。焼士処理土塘である。この土城の続きも第43次試掘調査の際に確認されている（第

3次面SK13)。出土遺物の年代観から17世紀末-18世紀前半と考えられ、この遺構も遺物の年代観から享

保十四年 (1729) の北少路村の大火災の際の処理土塘と思われる。

第12図ー 9は、肥前磁器染付碗である。高台径（推） 4.6cmを測る。外面に松文、見込みにも二璽菌線内

に松文が描かれている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年N期に属する。 10は、瞳甲製櫛である。

残存長9.6cm、幅2.9cmを測る。深川形を呈する。歯は密にみられ、解櫛である。歯は 2mm間隔で、 1 cm内に

3 -4歯あり、このことから総数は38歯と数えられる。 III-2a期に属する。

-19 -
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SK  138 

S Kl38は、調査区北壁沿いやや中程に

位置する（表 6)。平面形は不整形を呈し、

検出長1.12m以上、幅0.79m以上、深さ

0.3mを測る。

第12図ー 2は、京・伊賀・信楽焼土瓶蓋

である。口径7.9cm、器高2cm、底径7.7cm 

を測る。内面全体に灰釉が掛けられている

が、外面は無釉である。 3・5は、乗燭で

ある。 3は、土師質士器である。口径5.6

0. P. •19. 500m 
E 

第13図 S B01遺構図

● cm、器高3cm、底径3.3cmを測る。全体に

冒 黒色釉が掛けられ、芯立ては体部成形後、
|の ハリッケしており、中央の穿孔に灯芯痕が

残存していた。また、底部から内面の芯立

4m てに向かって、直径0.5cm、深さ 2cmの穿
」

孔がみられる。 5は、軟質施釉陶器である。

器高4.9cm、底径4cmを測る。体部外面に

は灰釉が掛けられているが、外面底部は無釉である。内面には高さ 3cm、基部径2cmの芯立てがみられる。

そのはかには、壁に掛けられるように、釘穴部が付けられている。 4は、柿釉灯明皿である。口径6cm、器

高1.3cmを測る。器形は楕円形を呈し、口縁部の一部に段がみられ、粗っぽい成形で、外面底部には右回転

糸切痕がみられる。内面には透明釉が掛けられているが、外面底部は無釉である。また、口縁部内外面に一

カ所灯芯痕がみられる。 6は、肥前磁器染付八角鉢である。口径（推） 16.4cm、器高8.3cm、高台径8.8cmを

測る。外面体部に扇形区画割文内に山水文と柳文、洲浜形区画割文内には草文が描かれているものと、円形

区画割文内四方欅文を描いたものを交互に描いている。内面口縁部には、窓絵に笹文• 海浜船文• 四方欅文

が描かれている。また、体部には焼継痕がみられ、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属する。

7は、寛永通賓である。銭径2.4cm、厚さ0.13cm、重さ3.15mを測る。裏は無文であり、『賓』の第18・19画

が「ス」となっており、古寛永と思われる。 8は、深草焼風炉である。底径（推） 13.4cmを測る。深草焼は、

山城国深草（京都市伏見区）に位置する。胎土には赤土が練り込まれており、体部外面は丁寧にミガキをか

けているが、内面は未調整である。足はハリッケ後、丁寧にミガキが施されている。高台内に「深草宗慶」

の刻印がみられる。 11は、堺焼揺鉢である。口径（推） 31. 4cm、器高12cm、底径（推） 15cmを測る。口縁部

のつくりは、外縁帯の幅が大きく、内面口縁部の端部には凸帯がみられないタイプのものである。外面調整

として、底部際から口縁部外縁帯の直下まで回転ヘラケズリ調整を施している。内面の揺目は 9本単位であ

る。白神典之氏の分類 I類（白神1990年）に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 IIl-3a期に属する。

4. 第 1次面の遺構と遺物

第1次面では、三和土は検出できなかったが、礎石を検出した。この礎石に伴うものが、試掘調査でも確

認しており、南側の小道を間口とする建物 (SB01-03) を把握できた。建物については順に説明したいと

-20 -



思う。 そのはかには、北東部を中心に19世紀代の遺構を多

く検出した。 このあたりは、昭和二十三年に撮影された航

空写真（図版 1) では裏庭的空間になっていたが、昭和三

十六年の航空写真（図版 1) では建物が建てられていた。

このことから、 19世紀代から昭和二十三年までは裏庭的空

間であったが、昭和三十六年までには建物が建てられたと

思われる。

S 801 

S B01は、調査区東側に位置する （第13図・図版6)。

南側を間口とする礎石建物である。 この建物は東側に続い

ており、東側の調査区B-6区SBOlはそれに当たる。全

体の規模は、桁行3間半（東西7.5m)、梁行3間半（南北

7. 5m) を測る。間取りについては、東側間口から1.5mま

c: ~I 
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での間で、埋甕や鼈を検出したことから、 それより東側に
第14図 S B02遺構図

居室が2室あったと思われる。西側については分からなか

った。年代については、礎石の掘形遺構 (SK217)やB

-6区で確認した三和土下の包含層の遺物の年代観から、 19世紀中頃に建てられたと考えられる。 また、 こ

の建物は、昭和二十三年の航空写真（図版 1) では確認されたが、昭和三十六年の航空写真の段階には見ら

れず、東側は路地になっていることがわかった。 おそらく、昭和三十年に起こった北側に隣接する市場の火

災によって、被害に遭ったのではないかと考えられる。

る。 III-3b-N期に属する。

S 802 

その後、 この建物の東側は路地に替わったと思われ

S B02は、 S BOlの西側に位置する （第14図）。南側を間口とする礎石建物である。先に試掘調査した際

に、礎石を検出したが、今回の調査ではその続きは確認できなかった。建物の大きさは、桁行3間（東西

5.9m)、梁行半間（南北0.9m)以上を測る。 S B02の年代であるが、礎石直下の遺構 (Eトレンチ第 3次

面SK40) の年代観が、 18世紀末-19世紀前半であるため、 これも SBOlと同様19世紀中頃に建てられたと

思われる。 III-3b-N期に属する。

S 803 

S B03は、調査区西側に位置する （第15図・図版 6)。南側を間口とする礎石建物である。 これも先に試

掘調査した際、礎石を検出しており、北側で続きを確認した。建物の大きさは桁行4間（束西8.12m)以上、

梁行3間（南北5.9m)以上を測る。礎石下の土壊 (SKl20・123) の年代観が18枇紀後半-19世紀前半で

あることから、 19世紀中頃には建てられたと考えられる。 IIl-3b期-N期に属する。

SU 01• SU 02 

SU01・02は、調査区北東部に位置する （第18図・図版 6)。便槽桶遺構である。木材の残存状態は悪く、

薄く残っていた。

0. 22mを測る。

第19図ー 1は、

S U02の掘形の平面形は円形を呈し、直径0.5m、深さ0.25m、内矩の直径0.42m、深さ

S U02の東隣には SUOlを検出し、 2基一対として使用されていたと思われる。

S U02出上の肥前系磁器赤絵鉢である。

2ヵ所の掘

形の埋土は、褐色系であった。

ロ径（推） 10.4cm、器高2.4cm、高台径（推） 6.4 
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cmを測る。口縁部が輪花形を呈し、その

先には赤色釉が施されている。見込みに

みられる葉文は印刷によるものと思われ

る。よって、これらの便槽桶遺構はN期

に属すると考えられる。

S K33 

S K33は、調査区北東部に位置する

（表6)。平面形は円形を呈し、直径0.45

m、深さ0.16mを測る。この遺構は、本

来3次面に属する遺構と思われる。

第19図ー 2は、唐津焼皿である。高台

径4.6cmを測る。高台内側の削りが浅い

ため、高台内の中心が高台より突き出て

いる。内面から外面体部にかけて灰釉が

施されている。大橋康二氏の編年II期に

属する。このことから、 III-la期に属

する遺構である。

S K217 

S K217は、調査区南壁沿いの東側に

位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ0.5m、幅0.3m、深さ0.17mを測る。第 1次面SBOlの礎

l
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第15図 S B03遺構図

石掘形遺構であるが、第 2次面でとらえた。

第17図ー 1は、京焼系陶器猪口である。口径5cm、器高3.5cm、高台径2.6cmを測る。高台内外面以外に灰

釉が掛けられている。 2は、萩焼ピラカケ碗である。口径（推） 7.6cm、器高4.8cm、高台径3.2cmを測る。

内面は藁灰釉、外面は長石釉を最初に掛け、その上に鉄釉を横方向に施している。器形は口縁部が外側へ端

反りし、腰部がやや膨らんでいるタイプである。高台内は渦巻き状高台になっているが、削りは浅い。楢崎

彰ー氏（楢崎1990年）の分類小碗VII類V期に属する。 3・4・9は、肥前染付磁器である。 3は、広東型碗

である。口径（推） 10.6cm、器高6.1cm、高台径6cmを測る。全体的に厚手の作りであるが、呉須の発色は

良い。外面には楼閣山水文が描かれ、見込みには岩文がみられる。また、高台内に朱書が施されている。高

台畳付は露胎である。 4は、色絵皿である。口径（推） 12.4cm、器高2.4cm、高台径7.8cmを測る。文様は、

ロ縁部は朱釉で「OX」文を、 見込み中央の菊文にも朱釉で描いている。蛇ノ目釉ハギ部には黒色釉で菊弁

文を描き、花びら部を緑色釉・紫色釉で施している。蛇ノ目釉ハギ部の回りに朱釉で宝文を描いている。高

台は蛇ノ目凹形高台である。 9は、瓶である。高台径8.2cm、残存高19.8cmを測る。鶴首形瓶で外面に笹文

が描かれている。この瓶と同様のものが、波佐見永尾本登窯跡から出土している（世界・歳の博覧会波佐見

町運営委員会）。 3・4・9は、大橋康二氏の編年V期に属する。 5は、丹波焼系仏花瓶である。口径（推）

12.6cm、器高14.2cm、底径8.5cmを測る。外面体部に黒色の塗土が掛けられている。首部には 2つ耳がハリ

ッケてある。 6は、柿釉灯明皿である。口径（推） 5. 4cm、器高0.8cmを測る。内面から外面口縁部まで透明

釉か掛けられている。底部に右回転糸切り痕がみられる。 7は、 三田青磁皿である。内面口縁部に雷文帯、

体部に唐人と星座（北斗七星）が印刻によって施されている。 8は、交趾写寿字文兜鉢である。口径（推）
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21. 7cmを測る。文様は型打ちによって施され、体部全面

に黄色釉が掛けられている。この兜鉢と同型のものが、

紀州藩御庭焼偕楽園焼みられる（和歌山県立博物館1995

年）。 10は、寛永通賓である。銭径2.4cm、厚さ0.15cm、

重さ3.3gを測る。裏は無文であり、『賓』の第18・19画

が「ス」となっており、古寛永である。 11は、軒丸瓦で

ある。全長（残） 15.4cm、瓦当部径13.8cm、文様区径9

cm、周縁幅2.1cm、瓦当部厚2.2cmを測る。瓦当文様は内

区に右巻き三ッ巴文、外区に連珠文を配する。連珠数は s 

16個である。調整は、瓦当部側面と瓦当部裏面部は周縁

に沿ってナデ調整を施している。丸瓦部は、凸面は縦方

向にヘラナデ調整、凹面には布目痕と叩板のタタキ痕か

みられる。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考

えられ、 III-3b期に属する遺構である。よって、第 1

次面SB01は、 19世紀中頃に建てられたと思われる。

S K91 

1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

2. 黄褐色砂質土層lOYRS/8 

第16図 S K91遺構図

0. P. ニ19.500m 
N 

50cm 

S K91は、 SB01の北側に位置する（第16図・図版 6)。平面形は円形を呈し、直径0.41m、深さ0.15m

を測る。 SB03の裏に位置する。

第17図ー12は、土師質土器鉢である。底径19.2cmを測る。成形は、体部を粘土紐輪積み成形し、その後、

全体に回転ナデ調整し、底部に型押しされた脚を 3足張り付けている。また、底部に直径4.5cmの穿孔を施

している。その他に、桟瓦などが出土し、これらの年代観から、 19世紀前半-19憔紀中頃と思われ、 III-3

b期に属する遺構である。

第 1次面包含層出土遺物

第19図ー 4は、白丹波焼徳利である。残存高13.8cm、底径7cmを測る。体部は 3カ所に窪みを施し、全体

に白化粧掛けされている。底部には、縦0.9cm、横0.6cmの長方形内に「亦」に半菊花形文の刻印がみられる。

「白丹波」は、江戸時代後半から始まったと考えられている（青木1993年）。

5. まとめ

B-1-3区は、 16世紀代～現代の遺構を確認した。時代を追ってまとめたいと思う。

16世紀中頃-16世紀後半は、南北に延びる溝と土壊か数ヵ所みられたが、建物は検出されず、建物は建て

られていなかったと思われる。建物が建てられはじめるのは、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』

（第159図）にみられたように、 17世紀末と思われるが、今回の調査では確認でぎなかった。しかし、享保十

四年 (1729) の大火災の際の処理土堀 (SK192・200)の西側ラインか、第 1次面の屋敷境とほぼ一致する

ことから、 18世紀前半以降、屋敷境に変化はなかったと考えられる。その後、 19世紀中頃に建物は建てられ

るが、一番東側の建物だけは昭和三十六年段階ではなくなっていた。これは、北側の市場が昭和三十年に火

災に遭っており、その影響を受けたためではないかと考えられる。その後ここは路地となったのであろう。

また、調査区北側は、路地が造られた後に、建物が建てられるが、遺構の検出状況からみて、それ以前はず
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第17図 S K217 (1 -11)・S K91 (12)出土遺物
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っと裏庭的空間だったと思われる。

この様に、 16世紀代の遺構を確認で

きたことや、享保年間の火災痕およ

び屋敷境を検出できたことは大きな

成果であった。 A - -

6. 第86次調査トレンチ調査

トレンチ調壺は、猪名野神社参道

から西側の万町通りに通じる東西方 A 

向の小道内で、小道がいつ出来たか

SU02 

B
 
-A.:__ 

SU01 

ーB, 

を探るために行なったものである。

（第 3図）。小道の西側にAトレンチ

(B-1 -3区南側）、東側はBトレ

ンチ (B-1-1区南側） と2ヵ所

のトレンチを設定した。 トレンチ別

に土層の説明をしたいと思う。

Aトレンチ東壁土層（第20図）

Aトレンチは、猪名野神社参道か

ら西へ22mの地点に位置する。地山

面は中央で盛り上がる。道路面は現在の

w 

1. 褐色土層10YR4/4 1. 暗褐色士層lOYR 3 / 3 

0 lm 

第18図 S UOl・02遺構図

面を除いて 3時期のものを確認した。一

番古い第 1次道路面は、第 8層上面で、

次いで第 2次道路面第12層、第 3次道路

面第11層と続く。これらの道路の整地士

は、黄褐色系の砂礫土層によって構成さ

れ、硬くしまっている。また、第13層は

この道路の南側側溝で、検出状況からみ

て、第11層の時期に使用されていたと思

われる。第14層は、南側側溝（第13層）

の裏込土である。その反対側の北側側溝

は第 2層である。第 3次道路面以降使用

されていたと思われる。このことから、第 3次道路面以降に道路幅が広がっていったと考えられる。

~ 
I ((I  

I ¥ ¥ 
¥ ¥ ¥ 
¥ ¥_") 

＼三こ
0 10cm~4 

第19図 SU02 (1)・SK33 (2)・SK70 (3)・ 第1次面包含層

(4) 出土遺物

以上の結果、この小道東側は、『元禄七年 (1697)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）に登場する。 トレ

ンチ調査では、地山直上にすでに第 1次道路面が成立しており、元禄七年以前にすでに存在していた可能性

がある。しかし、その年代を特定することはでぎなかった。

Bトレンチ東壁土層（第21図）

Bトレンチは、万町通りから東へ4.65mの地点に位罹する。土層の中央が攪乱されているため、道路面は

確認でぎなかった。地山直上に、褐色系の粘質士層が2層みられる（第 7・8層）。この 2層は、北側調査
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一
1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 (盛土）
2. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 (北側素掘溝）
3. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

（第 3次道路整地層）

4. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 

5. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y5/2 

（第 2次道路整地層）
6. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

0. P. =19. 500m 

i一
19 i s 

三7. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 (地山）

8. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 

（第1次道路整地層）
9. 暗灰黄色砂質土層 2・5Y 4/2 

10. 褐色砂質士層lOYR4/4 

11. にぶい黄褐色砂礫層lOYR4/3 

（第 3次道路整地層）

゜

12. 黄褐色砂礫層lOYR5/6 
（第2次道路整地層）
13. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 
（南側側溝）

14. 暗灰賀色砂質土層 2・5Y 4/2 (裏込）

15. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
16. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 
17. にぷい黄褐色砂質士層lOYR4/3 

18. にぶい黄橙色砂層lOYR6/4 

19. 撹乱

1:40 2m 

第20図 第86次トレンチ調査Aトレンチ東壁土層図

N 

（伊丹城期溝 [B-1-3区SD05]) 

0. P. =19. 500m 

s 

8. 黄褐色粘質土層 2・5Y 5/3 (8 cm程度の礫含む）
（伊丹城期溝 [B-1-3区SD05]) 

9. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 (地山）
10. 黒褐色砂質土層lOYR3/l (盛土）

11. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 

12. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

13. 撹乱

1 :40 

第21図 第86次トレンチ調査Bトレンチ東壁土層図

14. 黒褐色粘質土層lOYR3/l 

15. 撹乱

16. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

（溝埋土 ・漆喰多く含む）

2m 

区の第51次調査B-1-3区SD05の続きで、南側の調査区の第51次調査B-3区SD06へと続く。伊丹城

期の溝と考えられている。伊丹城時代の溝の埋土層（第 7・8層）の上層に、オリーブ褐色砂質士層（第 3

層）がみられる。この第 3層は北側および南側の素掘側溝の埋土層である。この側溝士層の直上にみられる

石積溝（第16第層・第 2層）の一時期前の溝と思われる。

以上の結果、小道西側は、伊丹城期にはなく、その後に造られたことがわかったが、 トレンチ調査では、

その時期を特定することができなかった。前述のように『元禄七年 (1697)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』では

小道は描かれておらず、享保二十年 (1735)-明和元年 (1769)の『北少路村絵図』（第160図）に登場する。

今のところ、その成立は、この絵図の年代を手掛かりにする他ない。
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52 83 

1. 表土
2. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 

3. オリープ褐色砂質土屑 2・5Y 4/3 
4. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

5. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

6. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

7. 褐色砂質土附lOYR4/4 

8. 褐色砂質土層lOYR4/6 

9. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
10. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

(S E02の掘形）

11. S E02 

12. 褐色粘質土層lOYR4/6 

(S E02の掘形）

13. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

14. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

15. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
(1-lOcmの礫含む、 SB01の西側基礎礫掘形）

16. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

17. 褐色砂質土層lOYR4/4 

18. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

19. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

20. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

21. にぶい黄褐色粘質土屑lOYR5/3 

22. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
23. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

（炭化物多量に含む）

24. 黄褐色粘質土層lOYR5/4 

25. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 

26. 黒色炭化物層lOYRl・7/1

27. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

28. 褐色粘質土層lOYR4/4 

29. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

30. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

31. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

32. 褐色砂質士層lOYR4/6 

33. 明褐色粘質土層 7・5YR5/6

34. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

35. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

36. 黒褐色焼土層 7・5Y RZ/2 
37. 褐色砂質土層 7・5Y R4/4 

38. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

39. 褐色土層 7・5Y R4/3 

40. 褐色砂質土府lOYR4/6 

41. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 
42. にぷい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

43. 褐色砂質土層lOYR4/4 

44. にぷい黄褐色粘質土屑lOYR5/4 

45. 褐色砂質土層lOYR4/6 

46. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

47. にぶい褐色粘質土層 7・5Y5/4 
48. にぷい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

49. 明赤褐色枯質土層 5Y R5/8 

50. 褐色砂質土層 7・5YR4/4
(S BOlの東側基礎礫の掘形）

51. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
52. 褐色焼土屑 7・5Y R4/3 

53. 明黄褐色砂質士層lOYR6/8 

54. 褐色砂質土層lOYR4/6 

55. 暗褐色砂質士層lOYR3/4 

56. 暗褐色焼土層 7・5Y R3/4 

57. 灰黄褐色粘質土層 2・5Y6/2 
58. 褐灰色粘質土層lOYR5/l 

59. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

60. 黒褐色土層lOYR2/3 

61. 灰黄褐色枯質土層 2・5Y6/2 
62. 黄橙色粘質士層10YR7/8

63. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 
64. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
65. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/4 

66. 暗褐色粘質士屑lOYR3/4 

67. 褐版色粘質土層lOYR4/l 

0. P =19. 500m 

E 

68. 浅黄色枯質土層 5Y7/3 

69. 明黄褐色粘質土層 2・5Y6/8 

70. 明買褐色粘質土層lOYR6/6 

71. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

72. 明黄褐色枯質士層lOYR6/6 
73. 褐色砂質士層lOYR4/6 

74. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/2 
75. 明黄褐色粘質土層lOYR6/6 

76. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y 5/2 
77. 暗褐色焼士層 7・5Y R3/4 
（瓦多最に含む）

78. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

79. にぷい黄褐色砂質土層lOYR7/4 
80. 灰褐色粘質士層 7・5Y R4/2 

81. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
82. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

83. 褐色枯質土府 7・5Y R4/4 

84. 褐灰色士層lOYR4/l 

85. にぶい黄褐色枯質上屑lOYR4/3 
86. 暗褐色粘質士層 7・5YR3/4

87. 褐色枯質土屑lOYR4/4 

88. 褐灰色粘質土層 5Y R5/l 

89. 灰褐色粘質士層 5Y R4/2 

90. 黒褐色灰層lOYR2/2 

91. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

92. 灰褐色粘質土層 7・5Y R4/2 
93. にぶい黄褐粘質土層lOYR5/3 
94. 褐色粘質土層lOYR4/4 

95. 褐色粘質土層 7・5Y R4/3 

96. 明褐色枯質士層 7・5Y R5/6 
97. 暗赤灰色粘質土層 5R4/l 

98. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
99. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 

100. 極暗赤褐色焼土層 5Y R2/3 

101. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

102. 明褐色粘質土屑 7・5Y R5/6 
103. 褐色砂質土層lOYR4/6 

104. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 
105. 褐灰色枯質土層lOYR6/l 

106. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 
107. 明褐色粘質土層 7・5YR5/6

108. 黄褐色枯質土層lOYR5/6 

109. にぶい黄褐色枯質土層10R4/3
110. オリープ褐色枯質土層 2・5Y4/4

111. オリープ褐色枯質土層 2・5Y 4/6 
112. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

113. オリープ褐色粘質土屑 2・5Y 4/3 
114. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

115. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3

116. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6

(1 -3cm大の礫多く含む）

117. 暗褐色枯質土層lOYR3/3 

118. にぶい賀褐色粘質土層lOYR5/4 

119. 明黄褐色枯質土層lOYR6/8 

120. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 

121. 褐色粘質土層lOYR4/6 

122. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

123. オリープ褐色枯質土層 2・5Y 4/4 
124. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/4 

125. にぶい黄褐色枯質土層lOYR5/4 
126. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

127. 黄褐色三和土層 2・5Y5/4 

128. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

129. 明褐色粘質土屑 7・5Y R5/6 

0. P. =19. 500m 

E 

0. P. =19 500m 

E 

130. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6 

131. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 
132. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

133. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

134. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

(1 cm大の礫含む）

135. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 
136. にぷい黄褐色粘質土屑lOYR5/4 

137. 黄褐色砂質土屑 2・5Y5/6 

138. 暗オリープ褐色枯質土層 2・5Y3/3 

139. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y5/2 
140. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

141. 黒褐色焼士層lOYR2/3 

142. 暗褐色焼土層 lOYR3/3 

143. にぷい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

144. 褐色粘質土層lOYR4/6 

145. 黄褐色焼士層 2・5Y5/4 

146. オリープ褐色枯質土層 2・5Y 4/3 
147. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

148. 黒褐色粘質土層lOYR2/3 

149. オリープ褐色砂質土府 2・5Y 4/6 

150. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
151. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 
（炭化物多蘇に含む）

152. 暗灰黄色粘質士層 2・5Y 4/2 
153. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

154. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

155. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 
156. 暗オリープ褐色粘質土層 2・5Y3/3 

157. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

158. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 
159. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 
160. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

161. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
162. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

163. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
164. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

165. 褐色土屑 7・5Y4/4

166. 褐色士層lOYR4/6 

1 :40 2m 

第22図 B-4区北壁土層図



第 4節第63次調査B-4区

B-4区は、猪名野神社参道沿いの西側に位置し、第86次調査B-12区の南側にあたる。『天保十五

(1844)伊丹郷町分間絵図』（第159図）によると、旧「北少路村」にあたることが分かる。『元禄七年

(1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では、庄右衛門の屋敷地に相当する。調査面積は220m'である。

1. 基本層序

調査面は 4面である。地山面は東端で0.P. = 18. 900m、西端で0.P. = 18. 950m、北端ではO.P.=

19. lOOm前後を測り、東西から中央に向かって浅い谷状地形が認められる。この谷状地形より西側では、 7 

世紀代の遺物を含む包含層（第22図北壁第 9層 ・49層、現地表面より 0.9m下）が堆積していた。北壁土層

断面図を下層から観察すると、地山直上に、 7世紀代の遺物を含む包含層が堆積し、それを除去した地山面

を第 4次遺構面とし捉えた。その上に、第 3次遺構面（第22図北壁第 8層 ・48層、現地表面より 0.8m下）、

その上層には、第 2次遺構面（第22図北壁第 7・45・145層、現地表面現地表面より約0.6m下）がみられた。

その上に、第 1次面三和土直下の整地層（第22図北壁第138層現地表面より0.55m下）、その上層には、第 1

次面三和土層（第22図北壁第121・127層、現地表面より 0.5m下）を検出した。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、三和土・礎石は検出でぎなかった。しかし、東側間口から 7m付近で柱穴を数ヵ所検出し、

1棟の掘立柱建物 (SB 04)が復元できた。その西側でも16世紀前半-16世紀中頃の柱穴痕 (SP223表6

・図版19-9・10) を検出しており、この時期には掘立柱建物が建っていたことかわかった。その他の柱穴

には出土遺物はなかったが、上面の遺構の年代が元禄年間 (1699年・ 1702年）の火災面であることから、第

4次面の下限は17世紀代と考えられ、この頃の掘立柱建物も含まれていたと思われる。その他は、全体的に

上面の掘り残し遺構が目立った。また、基本層序でも述べたが、調壺区西壁から東へ6.2m付近で7世紀代

の遺物を含む包含層を検出した。この包含層下の地山面で、 7-8世紀代の掘立柱建物が、猪名野神社参道

沿い（第51次調壺B-1-1区SB13・ 第199次調査B-17-2区SB02)で確認されている。今回は、遺

構は検出できなかったが、この時代の包含層の広かりを知る上で大きな成果を得られた。

S 804 

S B04は、調査区東側に位置する掘立柱建物である（第24図・図版11)。柱穴の掘形の平面形は楕円形を

呈する。柱穴には、花尚岩製組合せ五輪塔の蓮華座や火輪部を根石に転用していた。柱間距離は 4-5mで、

東西の桁行約 4m以上、梁行約 5m以上である。後でも述べるが、柱穴 (SP214・222) より出土した遺物

の年代観から、 16世紀前半-16世紀中頃と考えられ、この頃に建物が建てられたと思われる。 1期に属する。

S P214 

S P214は、調査区東側間口より西へ 3mの付近に位置する（第24図）。平面形は楕円形を呈し、長径0.73 

m、短径0.6m、深さ0.77mを測る。 SB04に伴う柱穴である。

第25図ー 1は、花岡岩製組合せ五輪塔の蓮華座である。一辺27.6cm、高さ10.7cmを測る。上部に薄い座を

造り、そのまわりに、簡略化した反花を刻んでいる。上面の一部から底部にかけて火を受けた跡がみられる。

この他には、須恵器片や瓦質土器羽釜片• 岡崎正雄氏の分類（岡崎1989年） 3 a類に属する丹波焼播鉢が出

土しており （図版19-6・7)、これらの年代観から16世紀前半-16世紀中頃と考えられる。 1期（伊丹城
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1. 表土

2. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

4. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/4 

5. 赤褐色粘質土層 5Y R4/6 

6. 明黄褐色粘質士層 2・5Y6/6 

7. 暗赤褐色粘質土層 5Y R3/6 

8. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

9. にぶい黄橙色粘質土層lOYR7/3 

10. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

11. 褐色粘質土層 7・5YR4/4

12. 褐灰色枯質土層 7・5Y R4/l 

13. 黄色砂質土層 2・5Y6/6 

14. にぶい黄橙色砂質士層lOYR7/4 

譴物・ 1-5 cm大の礫多く含む）

15. 明黄褐色粘質土層lOYR6/8 

16. 黒褐色粘質土層lOYR3/l 

17. にぶい黄橙色粘質土層lOYR7/4 

18. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

19. 赤灰色粘質土層 2・5Y R5/l 

20. 褐灰色粘質士層 7・5Y5/l 

21. 黄色砂質土層 2・5Y6/6 

22. 浅黄色砂質土層lOYRS/3 

23. 暗褐色枯質士層lOYR3/3 

24. にぶい褐色粘質土層 7・5Y5/4 

25. 褐色粘質土層 7・5YR4/6

26. 極暗褐色粘質土層 7・5Y R2/3 

O 1 :40 

O.P.=19500m 

s 

2m 

第23図 B-4区束壁土層図
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期）に属する。

S P222 

S P222は、 S P214の東側に位置する （第24

図）。平面形は不整形を呈し、長径0.Sm、短径
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0. 76m、深さ0.71mを測る。

である。

S B04に伴う柱穴

SP 222 
SP 214 

第25図ー 2は、花岡岩製組合せ五輪塔火輪部

である。上部長8.6cm、下部長20.1cm、高さ

13.5cmを測る。上部には直径5cm、深さ 1cmの

くり込みが施されている。底部には、火を受け

た跡がみられた。 そのはかに、小片ではあった
w 

|の
0. P•19. 500m 
E 

が、両崎正雄氏の分類3a類に属する丹波焼播

鉢が出土した。 よって、 16世紀前半-16世紀中
I. にぶい黄橙色砂質土層JOYR6/4 
z. 褐色砂質土層JOYR4/6 
3. 黄褐色枯質土層JOYR5/6 
4. にぶい黄褐色砂質士層JOYR4/3 
5. 褐色砂質土層IOYR4/4
6. にぶい黄褐色粘質土層JOYR5/4 

7. 明褐色砂質土層7・SYRS/6
8. 黄褐色士層JOYRS/6 
9. 明褐色粘質土層7・5Y RS/8 

4m 

頃の年代観と考えられる。

属する遺構である。

S K236 

I期（伊丹城期）に

第24図 S B04遺構図
S K236は、調査区中程に位置する （表6)。

平面形は不整形を呈し、長さ0.85m以上、幅0.6m以上、深さ0.52mを測る。埋土は、褐色粘質土層が 1層

堆積する。

第26図ー1は、萩焼輪花鉢である。 ロ径（推） 11. 9cm、器高6.4cm、高台径4.9cmを測る。成形は、 ロクロ

成形後、型打ち成形を施し、内面から外面体部に掛けて、 たっぷりと藁灰釉が掛けられている。高台は無釉

である。楢崎彰ー氏の分類（楢崎1990年）小鉢v類に属する。 2は、丹波焼徳利である。残存高13.5cm、底

部径4.3cmを測る。体部全体に塗土を施し、外面底部には窯道具痕がみられる。 3は、軒平瓦である。全長

（残） 27cm、瓦当部高 4cm、瓦当部厚1.85cm、文様区幅2.21cm、文様区厚1.9cmを測る。文様は、退化した均

整唐草文である。文様構成は、中心飾が花冠と蒋でY字状若葉か端文様にみられるものである。調整は、平
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第25図 SP214 (l)・SP222 (2)出土遺物

瓦部凹面は横方向にナデ調整後、両側縁を縦方向にナデを施している。凸面は、瓦当部との接着部にはナデ

調整かみられるが、それ以外は不定方向にナデが部分的にみられる。その他にも、 19世紀代の遺物が多量に

出土している。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられる。 III-3 b期に属する。

S K260 

S K260は、南壁沿い西端に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ4.59m以上、幅1.6m以上、

深さ0.75mを測る。 19世紀代の遺物が多量に出土した。上面でこれと重複して検出した SK46・107・186は、

遺物の年代観から同遺構と思われる。

第26図ー 4は、軒丸瓦である。全長（残） 12.4cm、瓦当部径13.4cm、文様区径10.1cm、内区径8.4cm、周

縁幅 2cm、瓦当部厚1.9cmを測る。瓦当文様は内区に右巻き三ツ巴文、外区に連珠文を配する。連珠数は13

個である。調整は、瓦当部側面と瓦当部裏面は周縁に沿ってナデ調整を施している。丸瓦部は、凸面は縦方

向にヘラナデ調整、凹面は叩板調整かみられる。

第27図ー 1・2・4は、肥前磁器である。 1は、赤絵小杯である。口径（推） 6.5cm、器高3.6cm、高台径
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第26図 S K236 (1 -3)・S K260 (4)出土遺物

3.3cmを測る。口縁部と高台底部が外側に反るタイプのものである。外面体部には、人物文が描かれている。

高台畳付は露胎である。 2は、染付碗である。口径（推） 11. 3cm、器高 6cm、高台径4.5cmを測る。外面に

宝文、見込みに松竹梅文、内面口縁部に四方欅文が描かれている。高台畳付は露胎である。 4は、染付蓋で

ある。口径（推） 9. 1cm、器高2.6cm、つまみ径3.9cmを測る。外面体部に牡丹文が描かれている。 1・2・

4は、大橋康二氏の編年（大橋1988年） V期に属する。 3は、中国製青花皿である。口径（推） 16.8cm、器

高2.9cm、高台径4.4cmを測る。全体的に呉須の発色が悪く、内面全体に飛龍文が描かれている。高台にはハ

ナレ砂が付着している。 i章州窯の製品と思われる。 5・6は、京焼系蓋物である。 6の身部は、口径（推）

4.6cm、器高4.6cm、底径3.6cmを測る。体部内面から外面体部にかけて灰釉を掛け、外面体部に白泥による

イッチン掛けによって「大坂」の名が記されている。底部には左回転糸切り痕がみられる。 5の蓋は、口径

4 cm、器高0.7cmを測る。外面全体に灰釉を施しているが、内面は無釉である。また、これらと同じものが

第 3次面SKl86でも出土した（図版19-11・12)。こちらの方が残存状態がよく、体部に 「大坂心斎橋通」

の文字がみられた。 7は、白磁徳利である。器高（残） 16. 7cm、底径7.8cmを測る。体部下部に扇形窓内に

「京都末廣社」の刻印がみられる。 8は、銅製杓である。残存長13.2cm、厚さ0.2cmを測る。一枚の銅板から

造られており、握手の部分には木の皮のようなものを巻き付けている。 9・10は、 ミニチュア土製品である。
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第27図 S K260出土遺物
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0. P. =19. 500m 
w 

1. 褐色砂質土層lOYR4/4 
2. オリープ黒色砂質土層 5Y2/2 
3. にぶい黄褐色粘質土層lOYR4/3 

4. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

5. 暗オリープ褐色粘質士層 2・5Y3/3 

6. 暗褐色土層lOYR3/3 

7. 褐色土層lOYR4/6 

8. 浅黄色砂質土層 5Y7/4 

9. 淡黄色砂質土層 5Y8/4 

10. 浅黄色砂質士層 5Y7/3 

11. 浅黄色砂質土層 5Y8/4 

12. 浅黄色砂質士層 5Y7/4 

13. オリープ黄色砂質土府 5Y6/4 

0 2m 

第28図 S E04遺構図

9は、箱庭道具で蔵形である。高さ4.8cm、幅3.7cmを測る。胎

土は白茶色 (9YR9/2) を呈する。型合わせ成形で、合わせ目

にはヘラケズリ後、ナデ調整を施している。また、屋根の部分

には黒色の彩色がみられる。底部には「新」の墨書があった。

10は、狛犬形人形である。高さ5.4cm、最大幅2.7cmを測る。胎

土は卵色 (9YRS/9) を呈する。これも型合わせ成形で、合わ

せ目にはヘラケズリ調整を施している。底部に直径0.9cm、深

さ3cmの穿孔がみられる。 11・12は、堺焼播鉢である。 11は、

ロ径（推） 31cmを測る。口縁部外縁帯の張りが強いタイプであ

る。外面調整として、口縁部外縁帯直下まで回転ヘラケズリが

みられる。播目は右回りで7本単位で施している。内面口縁部

に「極」の刻印がみられる。白神典之氏（白神1990年）の分類

II類に属する。 12は、口径36.5cm、器高15.7cm、高台径19.5cm

を測る。高台を持つタイプのもので、外面調整は、底部際から

ロ縁部外縁帯やや下まで回転ヘラケズリを丁寧に施している。

内面の播目は右回りで10本単位である。白神典之氏の分類 I-

2類に属する。 12は、木製櫛である。復元長13.1cm、幅4.1cm 

を測る。深川形を呈し、水櫛（水をつけて髪をなで整える椋

櫛）と思われる。歯は密にみられ、 1 mm間隔で74歯あると想定

される。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考えられ

る。 III-3b期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

3次面では、三和土・礎石は検出されなかった。調査区東側

間口付近と、北壁沿い中央で大型の焼土処理土壊を検出した。

検出した焼土処理土猥は、本来は第 2次面の遺構に属するもの

である。

S E04 

S E04は、調壺区中央よりやや西側に位置する（第28図・図版11)。平面形は不整形を呈し、長さ1.34m、

幅1.15m、深さ 5m以上を測る。素掘りの井戸である。筒型に掘られ、下方はラッパ状に広がっている。湧

水層は確認できなかった。第 2次面で上面を確認していたが、この面でとらえた。 19世紀代の遺物が多量に

出土した。

第29図ー 1・2・5・6は、肥前磁器である。 1は、染付小杯である。口径（推） 6 cm、器高3.1cm、高

台径3.1cmを測る。体部は非常に薄造りで、呉須の発色も良好である。文様は、花唐草文である。高台部に

焼き継ぎ痕がみられ、高台内には朱書が施されている。 2は、染付皿である。口径（推） 9 cm、器高2.9cm、

高台径5.4cmを測る。口縁部は、輪花形を呈する。文様は内面に山水文を描き、内面口縁部には墨弾きによ

って文様を施している。見込みに目痕がみられ、高台畳付は露胎である。 5は、赤絵蓋である。口径（推）
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第30図 S E04出土遺物(2)

8.1cm、器高2.3cm、つまみ径3.2 

cmを測る。口縁部内外面に墨弾き

による唐草文を描き、外面体部に

は花舟文がみられる。 6は、染付

輪花鉢である。口径（推） 14. 6cm、

器高4.6cm、高台径8.8cmを測る。

内面に楼閣山水文が描かれている。

高台は蛇ノ目凹型高台で、高台内

には墨書がみられる。 1・2・5 

• 6は、大橋康二氏の編年V期に

属する。 3は、萩焼ピラカケ碗で

ある。口径6.9cm、器高5.1cm、高

台径3.3cmを測る。口縁部が外側

に強く反るタイプのものである。

高台削りは深い。楢崎彰ー氏の編

年小碗VI期に属する。 4は、瀬戸

・美濃磁器染付端反碗である。ロ

径（推） 9.3cm、器高4.9cm、高台

径3.7cmを測る。口縁部の外反度

は弱く、器厚は全体的に厚いタイ

プである。文様は、外面体部を 3

つに分け松竹梅をそれぞれ描いて

いる。体部には焼継ぎ痕があり、

高台畳付は露胎である。藤澤良祐

氏（藤澤1998年）のN期第10小期

I g類に属する。 7は、関西系染

付磁器急須である。口径（推）

6. 5cm、器高7.3cm、底径6.6cmを

測る。外面体部に花唐草文が描か

れている。外面底部と内面口縁部は無釉である。 8は、京焼涼炉である。底径8cmを測る。胎土はpaleyellow 

(5. 5Y9/l. 5) を呈し、精良な白色土を用いる。外面は右回転ナデ調整。外面底部の 3足の脚はヘラナデに

よる。また、底部縁をヘラケズリよって面取りを施している。体部には「あわた」の刻印がみられる。 9は、

堺焼播鉢である。口径（推） 34.6cmを測る。口縁部外縁帯の張りが強いタイプである。外面調整は、口縁部

外縁帯直下まで回転ヘラケズリ調整を施している。内面の播目は右回りで9本単位である。白神典之氏の分

類II類に属する。 10は、銅属製蓋である。直径8.2cm、器高2cmを測る。大阪府文化財研究センターの協力

によるX線写真調査の結果（図版16-16) で、つまみ内に体部と飾りを繋ぐ芯があることが分かった。 11は、

土師質土器土鈴である。高さ3.3cm、幅3.8cm、厚さ2.5cmを測る。手づくね成形で、最初に粘土を袋状に作

り、その中に土製玉を入れ、釣鐘状に作っている。その後、底部にヘラで口を開けている。 12は、硯である。
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残存長さ9.2cm、幅4.4cm、高さ1.4cmを測る。材質は粘板岩である。色調はdeeporange (5Y R5/10) を呈

し、赤間石ではないかと思われる。 13は、瀬戸・美濃焼水甕である。口径36.6cm、器高16.8cm、高台径19.9

cmを測る。口縁部上端面が平坦で、外端部が水平方向に張り出すタイプのものである。外面体部には流水文

が彫られ、高台以外に灰釉を掛け、外面の文様部の上に、鉄釉と緑釉を流し掛けしている。藤澤良祐氏の本

業焼編年（藤澤1987)の第9小期に属する。

第30図ー 1は、軒平瓦である。全長（残） 13. 5cm、上弧幅（推） 27. 2cm、瓦当部高4.5cm、文様区幅13.6

cm、文様区厚2.5cmを測る。文様は、退化した均整唐草文で、中心飾が花冠、端文様にY字状若葉がみられ

る。瓦当部と平瓦部の凹面はヘラナデ調整、平瓦部凸面はナデ調整を施している。瓦当部に長さ3.1cm、幅

1 cmの「金岡瓦宗」の刻印がみられる。 2は、丸瓦である。全長（残） 17.2cm、丸瓦部幅13.9cm、玉縁部長

3.8cm、玉縁部幅12.5cmを測る。丸瓦部凸面は縦方向にヘラナデ調整、後端縁部には面取りを施している。

丸瓦部凹面はコビキB痕かみられ、玉縁部凹面は布目が残る。玉縁部凸面にはヨコナデ調整を施している。

3は、平瓦である。全長33.8cm、後端部幅29.7cm、前端部幅31.9cmを測る。凹面は丁寧にヘラミガキ調整、

凸面は横方向にナデ調整している。ここから出土した遺物は計測分析されており、その結果、産地別をみる

と、京焼系が肥前系よりやや多く、在地製品が全体的に少なかった。用途別では、京焼系の調度具が目立ち、

食膳具は肥前系が主流であるという結果がでた。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半と考えられる。 III-3 b期に属する遺構である。

SW07 

SW07は、調査区西壁沿いに位置する（第31図・図版11)。便槽桶遺構である。掘形の平面形は楕円形を

呈し、長径0.58m、短径0.52m、深さ0.35mを測

る。外面口縁部から体部にかけて、火に遭った痕

があった。

第32図ー 1は、丹波焼甕である。口径（推） 47 

cm、器高64.5cm、底径20cmを測る。口縁部上面に

3条の沈線を巡らせ、肩部に不遊環を張り付けて

いる。内面には輪積み痕かみられ、外面には塗土

を施している。このはかには、大橋康二氏の編年

V期に属する肥前磁器染付碗などか出土しており、

18世紀末-19世紀前半と考えられる。よって、 III

-3a期に属する。

SK  156 

S Kl56は、調査区北壁沿い中程に位置する

（表 6)。平面形は不整形を呈し、長さ 3m、幅

1. 54m、深さ0.5mを測る。 北側が調査区外に延

びており、北側の調査区B-12区SK107につな

がる。埋土は、暗褐色焼土層が堆積する、焼土処

理士塘である。出土遺物から享保十四年 (1729)

の大火災の際の処理土壊と思われる。

第32図ー 2・3は、肥前磁器である。 2は、白

E
 

0. P. =19. 500m 
w 

1. にぶい黄褐色砂賀土層lOYRS/4 

2. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/6

3. 黄褐色砂質土層lOYRS/6 

lm 

第31図 SW07遺構図
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磁皿である。口径（推） 9.1cm、器高2.5cm、高台径3.5cmを測る。見込みに蛇ノ目釉ハギがみられる。高台

は無釉である。 3は、染付仏飯具である。口径（推） 7.4cm、器高5.7cm、底径3.8cmを測る。外面の文様は

コンニャク印判によって、蓮と楓が描かれている。底部は無釉である。 2・3ともに、大橋康二氏の編年N

期に属する。 4は、平瓦である。全長27.8cm、幅（最大幅） 18.2cm、厚さ 2cmを測る。凹面はヨコナデ調整、

凸面は未調整で周縁部のみナデ調整を施している。 5は、丸瓦である。全長23.4cm、丸瓦部幅14cm、高さ

6.2cm、玉縁部長3.2cm、玉縁部幅11.2cmを測る。調整は、丸瓦部凸面は縦方向にヘラミガキ調整、丸瓦部凹

面は叩板調整が行われ布目痕もみられる。玉縁部凸面はヨコナデ調整、玉縁部凹面には布目痕があった。出

土した瓦類は、火災痕がみられ、火災の激しさが感じられる。

出土遺物を概観すると、 18世紀初頭と考えられる。 Ill-2a期に属する遺構である。

SK  196 

S Kl96は、調査区東側間口に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ3.19m以上、幅1.73m、深

さ0.51mを測る。北側に接している第 2次面SK70は、遺構の切合いが複雑で別に検出したが、これと同遺

構と考えられる。埋土は 1層で、暗オリーブ褐色土層内に炭化物が多量に含んでいた。出上遺物から元禄年

間 (1699年・ 1702年）の大火災の際の処理土壊と思われる。この大火災痕は、これまでにも猪名野神社参道

を挟んで両側で検出されている。

第32図ー 6は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 10.4cm、器高5.8cm、高台径3.9cmを測る。外面体部に、

草花文が描かれているが、呉須の発色は悪い。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年のN期に属する。

7は、土師質土器皿である。口径（推） llcm、器高1.6cmを測る。手づくね成形で、口縁部内外面にヨコナ

デ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は指頭圧調整を施している。内面には煤が付着している。 8は、丸

瓦である。全長（残） 17. 2cm、丸瓦部幅13cm、高さ6.3cm、玉縁部長3cm、玉縁部幅8.2cmを測る。調整は、

丸瓦部凸面は縦方向にヘラミガキ調整、丸瓦部凹面は叩板調整があり、布目痕もみられる。玉縁部凸面はヨ

コナデ調整、玉縁部凹面には布目痕がみられる。

出土遺物を概観すると、 17世紀末-18世紀初頭と考えられ、 Ill-2a期に属する。

SK 135 

S K135は、北壁沿いの中程、 SKl56の東側に位渭する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ2.27m、

幅1.94m、深さ0.21mを測る。 18世紀前半-18世紀中頃までの遺物が多呈に出土した。

第33図ー 1・2は、肥前磁器である。 1は、染付碗である。口径（推） 11. 2cm、器高5.5cm、高台径4.3cm 

を測る。外面に呉須と鉄釉で松文を描いている。見込みに蛇ノ目釉ハギがみられ、高台畳付は露胎である。

2は、染付皿である。口径（推） 12.8cm、器高3.3cm、高台径7.4cmを測る。全体的に呉須の発色が悪い。内

面体部に雪輪草花文、見込みにはコンニャク印判によって五弁花が描かれている。外面体部は連続虐草文が

描かれ、高台内には省略化した「太明年製」の銘がみられる。 1・2ともに大橋康二氏の編年W期に属する。

3は、丹波焼壺である。口径（推） 14.8cm、器高14.5cm、底径14.8cmを測る。外面全体に塗土が施されてい

る。 4は、士師質土器皿である。口径（推） 7. 7cm、器高1.3cmを測る。手づくね成形で、内面はナデ調整、

外面は指頭圧調整を施している。口縁部には 2カ所灯芯痕がみられる。川口宏海氏の分類 (1997年b) IT 

（伊丹郷町期） 1型式A類に属する。 5は、唐津系陶器刷毛目鉢である。口径（推） 32.4cm、器高9.3cm、高

台径9.6cmを測る。高台つくりは、内外面ともに直立に立ち上がるタイプのものである。内面の文様は、刷

毛目文による。外面口縁部から体部中程まで鉄釉が掛けられている。見込みには砂目痕がみられる。大橋康

二氏の編年W期に属する。そのはかの肥前陶磁器の様相をみても、 V期に属するものは出士していなかった。
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ペ＼
三

4. 第 2次面の遺構と

遺物

第2次面では、礎石もみら

れたが、これらは第 1次面の

建物 (SBOl)に伴うもので

ある。また、北壁沿いに検出

した三和土も、この三和土の

直下の遺構の年代観から、第

1次面の三和土を張り替える

前のものと思われる。中央よ

りやや東側で17世紀末-18世

紀後半の便槽桶 (SUOl) と

便槽甕 (SW06) を検出した。

これらは、遺物の年代観が17

世紀末-18世紀初頭と考えら

れ、 SBOlよりは古く、 1時

期前の建物に伴うものと思わ

れる。この建物に関しては、

三和士・礎石を検出できなか

った。しかし、元禄年間の大

火災の焼土処理土塙を東側間

口より 7m付近で検出した。

このような大型の焼土処理土

壊は、建物の床下で検出され

る例が多くあり、床下の湿気

取りのような意味があると考えられている。このことから、少なくとも、東側間口から西へ 7mのところま

では、建物が建っていたと考えられる。また、調査区中央から西側では廃棄士横が多くみられることから、

裏庭だったと思われる。調壺区西端より検出したSB05は、上蔵建物の基礎の一部である。この続ぎは、第

2
 

文 一
4 

よって、 18世紀前半-18世紀

中頃に属する遺構と思われる。

Ill-2 b期に属する。

。
20cm 

第33図 S Kl35出土遺物

51次調査B-2-2区・第63次調奔B-5区でも検出している。

S 805 

S B05は、調査区西端に位置する（第34図・図版11)。土蔵建物の基礎である。この続きは前回報告した

第51次調査B-2-2区と第63次調査B-5区で検出している（藤井直正他 『有岡城跡・伊丹郷町V』 1997

年）。大きさは、東西4.33mX南北4m以上を測る。北側の調査区第86次調査B-12区では確認できなかっ

た。この建物の年代は、 19世紀後半-20世紀初頭と考えられている。 W期に属する。
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S Y02 

S Y02は、調査区中央に位置する（第35図・図版11)。水琴窟である。掘形の平面形は楕円形を呈し、長

径0.55m、短径0.52m、深さ0.25mを測る。丹波焼植木鉢を逆さまに使用した簡単なものである。

第38図ー 1は、丹波焼植木鉢である。口径（推） 28.4cmを測る。口縁は稜花状で、頸部に一条の帯を貼り

つけしている。体部にはカンナケズリによって、蔓花文と沈線を施している。そのほかに遺物は出土しなか

ったが、このタイプの丹波焼植木鉢が伊丹郷町遺跡においてみられ始めるのは、 19世紀前半-19世紀中頃で

ある。よって、 III-3b期に属する。

S U01 

S UOlは、調査区北壁沿いやや東側に位置する（第36図・図版11)。埋桶遺構である。掘形の平面形は楕

円形を呈し、長径0.77m、短径6m、深さ0.32mを測る。掘形から出土した遺物より、 17世紀後半-18世紀

初頭と考えられる。

J>
， 

cm、高台径3.3cmを測る。内面は青緑釉、外面体部は透明釉、 f-
岳

高台は無釉である。見込みには蛇ノ目釉ハギがみられる。 2は、 ¥ 

第39図ー 1は、嬉野焼皿である。口径（推） 9.1cm、器高2.5 

肥前磁器染付皿である。口径9.8cm、器高2.1cm、高台径5.6cm 

を測る。全体的に薄作りである。内面に梅樹文、外面体部に雲

流文が描かれている。高台畳付は露胎である。 1・2ともに、

大橋康二氏の編年N期に属する。 3は、煙管吸口部である。吸

口長5.3cm、吸口部に直径0.6cmの穿孔を有する。肩部は無く、

体部にくぼみがあるタイプである。古泉弘氏の編年（古泉1983

8-2-2区~12区
I 

8-5!-L  8-2-2区ーエ↓区
゜

4m 

第34図 S B05遺構図

r
 

8 

E
 

0. P. ニ19.500m
w 

s
 

0. P. =19. 500m 
N 

1. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
0 50cm 

1. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

lm 

第35図 S Y02遺構図 第36図 S UOl遺構図
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年） N期に属する。 4は、土師質士器焙烙である。口径（推） 36cmを測る。口縁部と底部か直立するタイプ

である。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は未調整である。内面に焙

痕、外面に煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） E類に属する。

出土遺物の年代は、 17世紀末-18世紀初頭と考えられる。 Ill-2a期に属する。

SW06 

SW06は、調査区中央やや東側に位置する（第37図・図版12)。掘形の平面形は円形を呈し、唐径0.65m、

深さ0.41mを測る。掘形から出士した遺物の年代観から18世紀前半-18世紀後半と考えられる。よって、北

側で検出した埋桶SUOlより新しく、 SUOl廃棄後、陶器製便槽甕に造り替えられたと思われる。

第38図ー 2は、丹波焼甕である。底径19.7cmを測る。全体に塗土が施されている。内面底部には白色の付

着物と煤がみられる。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられ、 Ill-2b期に属する遣構である。

S K69 

S K69は、東側間口北側に位置する（表6・図版12)。平面形は不整形を呈し、検出長1.90m、幅1.78m、

深さ0.53mを測る。埋土は 4層で、褐色系の士層に焼土が多量に含まれていた。焼土処理土墟である。

第39図ー 5・7は、肥前磁器である。 5は、白磁皿である。口径（推） 13.6cm、器高3.2cm、高台径

（推） 4. 7cmを測る。見込みに蛇ノ目釉ハギを施しており、高台は無釉である。 7は、染付皿である。口径

（推） 14.2cm、器高2.4cm、高台径9.6cmを測る。全体的に薄手で、呉須の発色も良好である。見込みに花束

文、内面体部に松竹梅文、外面体部に唐草文が描かれている。 6は、肥前京焼風陶器碗である。口径（推）

9. 2cm、器高5.7cm、高台径5.1cmを測る。高台の削りはやや浅いタイプである。外面体部に山水文の鉄絵が

描かれ、高台内には「森」刻印がみられる。 5-7は、大橋康二氏の編年N期に属する。 8・9は、丹波焼

である。 8は、揺鉢である。口径（推） 36cm、器高24.6cm、底径14cmを測る。口縁部が外へ張り、その断面

形が正三角形を呈する。内面体部の揺目は左回りで6本単位施されている。外面体部にはユビオサエ痕がみ

られる。大平茂氏の編年（大平1992年） V期に属する。 9は、甕である。口径（推） 36. 6cmを測る。口縁部

yし

E
 

0. P. =19. 500m 
w 

E
 

0. P. =19. 500m 
w 

1. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

2. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y4/6

3. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

4. 褐色枯質土層lOYR4/4 

lm 

第37図 SW06遺構図
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は直線的に伸び、外面にヨコナデによ

る沈線が2本みられる。外面には塗土

を施し、火災に遭ったためか黒色炭化

物が付着している。

第40図ー 1は、丹波焼甕である。ロ

径（推） 24.6cm、器高27.7cm、底径15

cmを測る。体部は大きく膨らみ、口縁

部端が外へ張るが、上部に沈線をもた

ないタイプである。外面体部には塗土

が施されているが、内面・底部は無釉

である。火災に遭ったためか黒色炭化

物が付着している。

ここから出土した遺物は計測分析さ

れている。その結果、丹波系の製品が

目立った。用途別でも丹波系の甕類が

27. 29%と肥前系の食膳具50.87%に次

ぐ量であった。

これらの出土遺物の年代観から、 17

世紀後半-18世紀初頭と考えられ、こ

の遺構も元禄年間 (1699年・ 1702年）

の大火災の際の処理土壊と思われる。III-2a期に属する。

。
20cm 

。
30cm 

第38図 S Y 02 (1)・S W06 (2)出上遺物

S K70 

S K70は、 SK69の南側に位置する（表6)・。平面形は不整形を呈し、検出長4.8m、幅2.85m、深さ0.65

mを測る。焼土処理土壊である。先にも述べたが、第 3次面のSKl96と同遺構である。

第41図ー 1は、唐津焼碗である。高台径3.9cmを測る。高台の削り出しはやや浅く、内面から外面体部に

かけて灰釉が掛けられている。大橋康二氏の編年のII-1期に属する。2・3は、肥前磁器である。2は、

染付碗である。高台径4.4cmを測る。全体的に厚みがあるもので、「くらわんか手」タイプである。全体的に

火を受けたのか白く変色している。 3は、青磁皿である。口径（推） 13.4cm、器高3.5cm、高台径4.6cmを測

る。見込みは蛇ノ目釉ハギを施し、高台は無釉である。 2・3は、大橋康二氏の編年のN期に属する。 4は、

土師質土器皿である。口径10.8cm、器高1.5cmを測る。器高は低く、口縁部はやや内湾する。口縁部内外面

はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は指頭圧調整を施す。川口宏海氏の分類 IT(伊丹郷町

期） 1型式B類に属する。 5は、丹波焼徳利である。底径11.2cmを測る。外面に光沢のあるいわゆる栗皮釉

を施している。この遺物は、新しい時期のもので、混入品と思われる。 7は、丹波焼揺鉢である。口径

（推） 34.8cm、器高14.8cm、底径15.8cmを測る。体部は直線的に外傾し、先端で水平に開き口縁部が直立す

る。外面体部には、ロクロナデによる凸凹はみられるが、ユビオサエ痕はない。内面体部の播目は左回りで

7本単位で施している。大平茂氏の編年のVI1期に属する。8は、寛永通賓である。直径2.45cm、厚さ0.15cm、

重さ3gを測る。裏は無文であり、『賓』の形から古寛永と思われる。 9は、土壁片である。残存長14cm、

残存幅11.75cm、厚さ 4cmを測る。直径0.5-1 cm位の竹材を芯にして木舞として入れ、両側に厚さ約1.5cm 
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第39図 S UOl (1 -4)・S K69 (5 -9)出土遺物

位の壁土を塗っている。全体的に橙色や赤色に変色しており、

版19-13にみられる中国製青花碗なども出土している。

火災の大きさがうかがえる。 その他には、図

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。III-2a期に属する。

SK  71 

SK71は、 S K70の西隣に位置する （表6)。平面形は不整形を呈し、検出長2.28m、幅1.23m、深さ
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0.61mを測る。埋土は 2層で、

炭化物層が堆積していた。焼

土処理土塘である。

第41図ー 6は、丹波焼鉢で

ある。 ロ径（推） 12.6cm、器

高6.1cm、底径9.2cmを測る。

火入れと考えられる。全体的

に釉が白っぽく変色していた。

10は、軒平瓦である。全長

（残） 11. 2cm、瓦当部高4.7cm 

を測る。文様は、均整唐草文。

文様の出はあまりよくない。

中心飾は花冠で、下向きに反

転する唐草を配する。調整は、

平瓦部凹面は、ヘラナデ調整、

凸面は未調整である。上外区

上端は 5mm程度面取りしてい

る。

。
20cm 

第40図 S K69出土遺物

出土状況を概観すると、 こ

の焼土処理土壊も元禄年間

(1699年・ 1702年）

S K93 

の大火災の処理土壊と思われる。

S K93は、北壁沿いの西北隅に位置する

よって、 Ill-2a期に属する遺構である。

（表6)。浅い土壊である。第 1次面SB03の床下にあたる。平

面形は不整形を呈し、検出長1.65m、検出幅0.76m、深さ0.19mを測る。

第42図ー 1・2・4は、肥前磁器である。 1は、染付筒型碗である。 ロ径（推） 7.2cm、器高5.3cm、高台

径3.7cm を測る。内面口縁部に四方欅文、外面体部には海岩文• 海松文が描かれている。高台畳付は露胎で

ある。 2は、染付皿である。 ロ径13.8cm、器高3.8cm、高台径8cmを測る。内面体部に雪輪草花文、外面体

部には連続唐草文が描かれている。 また、見込みにはコンニャク印判によって五弁花を施し、高台内には渦

福の銘がみられる。 4は、 白磁皿である。器高2.7cm、高台径4.5cmを測る。型作り成形で、内面に布目痕が

みられる。 ロ縁部には口錆が施されている。 2は、大橋康二氏の編年のN期、 1・4はV期に属する。 5は、

見込みに放射状の播目を施す、 明石焼揺鉢である。 ロ径（推） 38.6cm、器高13.8cm、底径16.6cmを測る。 ロ
縁部のつくりは外縁帯の張りが大きい。外面の調整は、 回転ヘラケズリが底部際から口縁部外縁帯の直下ま

でみられる。内面の播目は、右まわりで7本単位で施している。 白神典之氏の分類II類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。

B03は、 19世紀前半以降に建てられたと思われる。

Ill-3期に属する。 よって、後述する S

5. 第 1次面の遺構と遺物

第1次面では、東側間口から西へ10mで三和土・礎石を検出した。昭和二十三・三十六年の航空写真（図
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第41図 S K70 (1 -5・7 -9)・S K71 (6・10)出土遺物

版 1)に、猪名野神社参道沿いを間口とする平入りの瓦葺建物 (SBOl)が写っており、検出した三和士は、

その建物に伴うものと思われる。主屋建物の裏側には、北西側に土蔵があり、真南西裏には離れがみられる

が、これらの建物も確認できた。

S B01 

S BOlは、調査区東側に位罹する（第43図・図版12)。この建物の北端の礎石は、北隣のB-12区で検出

した。この建物の規模は、桁行3間半（南北7.5m)、梁行6間（東西12m) を測る。礎石建物である。建物

の解体時に上面が攪乱され、第 2次面で礎石を検出したところもあったが、建物のだいたいの範囲を掴むこ

とができた。建物の構造は、礎石の検出状況や建物の裏側の井戸や便甕の位置から、北側に居室が3室あり、

南側が通り庭だったと想定される。後で述べる土蔵 (SB03) もこの建物に伴うものと思われ、広い敷地だ

ったことが分かる。また、 SBOlとSB03との間には、航空写真から中庭であったことが分かっており、そ

れを裏付けるように、庭石か多数検出し、水琴窟も 2ヵ所検出した。
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第42図 S K93 (1・2・4・5)・S VOl (3)出土遺物

S BOlの年代観であるか、三和上直下から出土した便甕 (SW06)や廃棄土塘の年代観から、 19世紀前半

頃には建てられていたと思われる。そして、再開発による解体まで現存していたものである。 III-3b期～

N期に属する。

S B02 

S B02は、 SB01の南西側裏手に位置する（第44図・図版12)。桁行4間（東西8.5m)、梁行 1間半（南

北3m) を測る。井戸や 4基連続の便槽甕 (SWOl-04)に伴う上屋建物である。昭和三十六年の航空写真

（図版 1) でも瓦葺建物が確認された。建物の年代観は、下面の遺構の年代観から、 III-3 b -N期に属す

る。このことから、 SBOlが建てられた後、拡張されたと思われる。

S B03 

S B03は、調査区北西隅に位置する（第44図・図版13)。土蔵である。北側は調査区外に伸びており、北

側の調査区B-12区で北端を確認している。建物の規模は、桁行4間半（東西 9m)、梁行2間半（南北4.5 

m) を測る。床下の遺構 (SVOl・SW05・SK37など）の年代観や基礎の出土状況から、始めは東側半分

の土蔵が19世紀後半に建てられ、その後、 19世紀後半以降に西側半分を建て増し拡張したと考えられる。昭

和二十三・三十六年の航空写真でも東西に長い続き棟の瓦葺士蔵がみられ、再開発による解体時まで建って

いたと思われる。 III-3 b -N期に属する。

S V01 

S VOlは、北壁沿い西側に位置する（表6. 図版13)。鼈である。平面形は不整形を呈し、長さ0.41m、

幅0.37m、深さ0.06mを測る。竃の底部のみで、上部は検出できなかった。
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北壁土層部分

A
 

下面

1. 表土

2. 褐色砂質土層IOYR4/6 

3. 暗灰黄色士層 2・5Y 4/2 

4. 褐色土層 7・5Y 4/4 

5. にぶい黄褐色粘質土層IOYR4/3 

6. 明褐色粘質士層 7・5YR5/6

7. 褐色士層IOYR4/6 

lm 

S YOl遺構図

第42図ー 3は、 ミニチュア土製品の芥

子面子である。長さ3.8cm、幅2.2cm、厚

さ1cmを測る。型押し成形で、器形は太

鼓か？出士遺物がこの 1点だけだったが、

下面の遺構の年代観から19世紀中頃以前

と考えられる。

する。

S Y01 

よって、 III-3 b期に属

S YOlは、北壁沿い中程に位置する

（第45図・ 図版13)。水琴窟である。掘形

の平面形は半円形を呈し、直径0.65m、

深さ0.2mを測る。調査範囲の関係上、

全体を確認できなかった。水琴窟の構造

は、甕を逆位に埋め、水が上部の窟口以

外に流れないようにそのまわりを漆喰で

ミ：こ―-----
｀ヽ•一、— - --------
'・,,'; 

' ' ， 

。
20cm 

かためていた。 また、甕のまわりには長 第46図 SYOl出土遺物

さllcm程度の小石を敷いていた。

第46図ー 1は、丹波焼甕である。 ロ径23.4cm、器高24.2cm、底径16.3cmを測る。 口緑部上面は水平で2条

の沈線を有する。胴部は直線的に伸び桶型タイプである。内面に灰釉、外面には鉄釉の上から灰釉を流しか

けしている。底部は、水琴窟に利用される際に直径5cmの穿孔を施されている。掘形からは、小片であった

が、京・伊賀・信楽焼土瓶などが出土し、 これらの年代観から19世紀前半-19世紀中頃と考えられる。 III-
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3 b期に属する。

SW05 

SW05は、北壁沿いの中央より西側に位置する（第47

図・図版13)。便槽甕である。掘形の平面形は不整形を

呈し、長さ0.67m、幅0.6m、深さ0.45mを測る。

第49図ー 1は、信楽焼甕である。口径40cm、器高44cm、

底径20cmを測る。口縁部は肥厚で内傾している。内外面

に丁寧に鉄釉が施され、随所に灰釉が掛けられている。

外面底部は無釉で、陶片の目跡が7ツみられる。出士遺

物の年代は、 19世紀中頃-19世紀後半と考えられる。 III

-3b期に属する遺構である。

SW03 

SW03は、調査区中央よりやや西側に位置する（第48

図・図版13)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.7m、

深さ0.4mを測る。 4基一列に設置されているうちの、

東から 3基目の便槽甕である。検出状態をみると、 SW

01とSW02の間と SW02とSW03の問には仕切り石があ

り、使用目的別に分けられていたと思われる。また、 S

W03は、その他の甕の掘形埋士を切っており、遺物の年

代観も新しく、造り替えられていると思われる。さらに、

SW03の下からは便槽桶の底部が残存しており（第48図

第14層）、 2回造り替えられていたことが分かった。

第49図ー 2は、大谷焼碗である。口径59.5cm、器高

38.8cm、底径27.5cmを測る。鉢型で大型タイプのもので

ある。内面全体に鉄釉を横方向にハケ塗りしている。外

面は無釉で、底部にはハナレ砂がみられる。また、口縁部上面に「尖」の刻印があり（図版19-2)、内面

底部には白色の付着物が付着していた。川口宏海氏の分類（川口1990年） 2型式に属する。

出上遺物を概観すると、 19世紀末-20世紀初頭と考えられ、 W期に属する。

第47図 SW05遺構図

SW04 

SW04は、 SW03の西隣で4基一列に設置されている一番西側に位置する（第48図・図版13)。掘形の平

面形は円形を呈し、直径0.6m、深さ0.5mを測る。

第49図ー 3は、丹波焼甕である。口径51.5cm、器高61cm、底径22.6cmを測る。口縁部上面が水平で3条の

沈線を呈する。肩部はやや張りがあり、不遊環を貼り付けている。外面底部以外に塗土を施している。内面

体部には白色の付着物が付着している。

出土遺物の生産年代は、 18世紀前半-18世紀後半で、便槽として利用したのは、 SW02の年代観から19世

紀前半で、 SBOlの建物と共に設罹されたと考えられる。従って遺構の構築時期はIII-3b期-N期に属す

る。
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I. にぶい黄色砂質士層 2・5Y6/4 

(2 cm大の礫含む）

2. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 

3. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4

5. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 

(0.5cm大の礫含む）

6. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

（炭化物含む）

7. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

8. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

9. 暗灰黄色枯質土層 2・5Y5/2 

10. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

11. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

12. 黄褐色枯質土層 2・5Y5/4 

13. にぷい黄褐色粘質士層lOYR5/2 
14. 暗褐色土層lOYR3/3 

15. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/6 

（炭化物 ・0.5-lcm大の礫含む）

16. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

17. 黄褐色粘質土屑 2・5Y5/6 

18. にぶい黄褐色粘質士層lOYR4/3 

19. にぷい黄褐色砂質土層 2・5Y6/4 

20. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 
(0.5cm大の礫含む）

lm 

第48図 S WOl・02・03・04遺構図

SW02 

SW02は、 SW03の東隣に位置する（第48図・図版13)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.52m、深さ

0. 51mを測る。 SW02は、 4基一列に設置されている束側から 2番目に位置する。

第49図ー 4は、丹波焼甕である。口径35.8cm、器高51.6cm、底径19.1cmを測る。肥厚した口縁部が内傾す

るタイプのものである。体部内外面に鉄釉が丁寧に掛けられ、口縁部には灰釉を施している。内面体部には

白色の付済物がみられる。

出土遺物の年代は、 19世紀前半-19世紀中頃と考えられる。 III-3b期-N期に属する。

6. まとめ

B-4区では、 18世紀後半-19世紀中頃の遺構を中心に、飛烏・奈良時代-20世紀までの遺構を検出した。

年代を追ってまとめると、第 4次面では 7-8世紀頃の包含層を西側半分で確認できた。それ以後は、 16世

紀前半まで遺構はなく、 16世紀前半-16冊紀中頃と考えられる掘立柱建物が猪名野神社参道沿いに建てられ

はじめることがわかった。宮ノ前地区では、 16世紀代の遺物は検出されているが、建物が確認された例は少

なく、この時期の様相を知る上で好資料を得られた。 17世紀末の『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵

図』では、「庄右衛門」の屋敷地となっている。今回の調査で「庄右衛門」の建物は確認されなかったが、
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絵図にみられた東側間口の大きさは、現代まで続いていることが分かった。その後、元禄年間 (1699年・

1702年）と享保十四年 (1729) の2度の大火災に遭う。火災後は、東側間口から西へ 7mの範囲で建物が建

てられる。 19世紀前半-19世紀中頃には、桁行3間半、梁行6間の礎石建物に建て替えられ、裏庭には、土

蔵と中庭が造られる。その後、昭和三十六年以降に、建物はなくなり駐車場に替わってしまう。このように、

古い時期からの建物の変遷を確認できたことは大きな成果であった。また、元禄年間 (1699年・ 1702年）と

享保十四年 (1729)の北少路村の大火災痕を確認できたことで、郷町内の火災の広がりを知ることがでぎた。
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第 5節第63次調査B-6区

B-6区は、猪名野神社に通じる宮ノ前参道から西側に延びる小道に面している。近年では、当調査区は、

小道から直交して北側に通じる路地となっていた。ここは『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』（第159

図）によると、「北少路村」にあたることが分かる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159

図）によれば、庄屋太郎左衛門の屋敷地東端に相当する。調査面積は130面である。

1. 基本層序

調査面は 4面である。地山面は、平均して0.P. = 18. SO Orn前後である。その直上には、 7-8世紀代の

遺物を含む包含層（第50図東壁第 8層、現地表面より 105cm下）が、調査区全体に10-20cm堆積する。その

上に、暗灰黄色粘質士層（第50図東壁第16層、現地表面より 80cm下）、その上層には、第 3次遺構面（第50

図東壁第 7・45層、現地表面より 70cm下）がみられた。その上に、享保十四年 (1729) の火災層（第50図東

壁第21層、現地表面より 50cm下）、さらにその上層には、第 1次面三和士層（第50図東壁第20・22層現地表

面より20cm下）が堆積する。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、 7-8世紀の掘立柱建物と16世紀後半-17世紀代の遺構を検出した。建物は、 7-8世紀

の掘立柱建物以外は検出されず、 16世紀後半-17世紀中頃は建物が建っていなかったと思われる。また、調

資区北側では、遺構の重複が激しかったので、上面の遺構を最終面でとらえたものもあった。

S 805 

S B05は、調査区中程やや北東側に位置する（第51図）。掘立柱建物である。この建物の北東方向の続き

が、東隣のB-1-1区SB13である。柱穴の掘形の平面形は方形を呈し、一辺O.Sm、深さ0.35mを測る。

柱痕は判明したもので直径0.2m、深さ0.6mを測る。柱間は1.5m-1. 7mで4間X 3間の建物である。梁行

の方位は、真北に対してN9°lOEである。 7世紀後半-8世紀前半の遺物を含む包含層直下で検出してい

る。これと同様な建物が第199次調査（未報告）で検出している。第199次調壺では、 B-17-2区SB02・ 

B-17-3区SB09など数棟検出しており、この建物の柱穴痕から、 7世紀後半-8世紀前半頃の遺物が出

士している。 SB05も出士遺物はなかったが、おそらくその建物と同時期のものと考えられる。

S E02 

S E02は、調査区南側の間口近くに位置する（第52図・図版22)。平面形は不整形を呈し、長径lm、短

径0.64m、深さ1.78m以上を測る。素堀りの井戸である。筒型に真っすぐに掘られている。第 3層が湧水層

である。出土遺物は豊富であった。

第54図ー 1-5は、中国製品である。 1は、白磁輪花皿である。高台径（推） 4.6cmを測る。器壁は原く、

高台の削りも浅い。高台畳付は露胎で、砂が付着している。森田勉氏の分類（森田1982年） E-4類に属す

る。 2は、白磁皿である。高台径（推） 5.6cmを測る。高台は低く断面は三角形を呈する。外側下端はヨコ

方向に面取されている。高台畳付は露胎である。森田勉氏の分類のE-1類に属する。 3は、白磁端反皿で

ある。口径（推） 11. 4cmを測る。器壁は薄く、体部を緩やかに内湾させながら立上がり、口縁端部を小さく

外反させている。森田勉氏の分類E-2類に属する。 4は、青花皿である。高台径（推） 5. 6cmを測る。見

込み部分はかなり厚みがある。高台は低く、ヘラケズリにより斜めに緩く面取りされ、細かい砂が付着して
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1. 表士
2. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

（炭化物・焼土を多く含む）

3. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 
4. 黒褐色砂質土層lOYR3/l 
5. 褐色砂質土層lOYR4/4 

6. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6 
7. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
8. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 
9. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/4 

10. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 
11. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
12. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 
13. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

。
1 :40 2m 

0. P. =19. 500m 
s 

14. 黄褐色砂質土屑 2・5Y5/6 
15. 褐灰色砂質土層lOYR4/l 

16. 暗灰黄色粘質土層2・5Y 4/2 
17. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 
(5 -10cm位の礫・瓦を多く含む）

18. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
19. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6

20. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

21. 褐色焼土屑 7・5Y R4/4 
22. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
23. にぶい黄褐色砂質士層lOYR5/4 

(2.0cm位の礫を少漏含む）

24. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/3
25. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 
(0 .5cm位の礫を少漏含む）

26. 黄褐色枯質士層 2・5Y5/6 
27. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 
28. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 
29. にぶい黄褐色砂骰土屑lOYR4/3 

30. 黒褐色炭化物層lOYR2/l 
31. 褐灰色砂質土層lOYR4/l 
32. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
33. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 

第50図 B-6区東壁土層図

34. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 
35. 黄灰色枯質士層 2・5Y 4/1 
36. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

37. 褐色砂質士層JOYR4/4 
38. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6
39. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

40. 褐色砂質土層JOYR4/4 
41. オリープ褐色粘質土層 2・5Y4/4

42. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 
43. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/4

44. 黄褐色砂礫層 2・5Y5/6 
45. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

46. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
47. 黒褐色炭化物層JOYR3/l 
48. 褐色焼土層lOYR4/4 

49. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 
50. 賀灰色粘質土層 2・5Y 4/1 
51. 褐色粘質士層lOYR4/4 

52. 黄褐色粘質土層JOYR5/8 
53. 黄褐色粘質上府 2・5Y5/4 
54. 暗灰黄色粘質土屑 2・5Y 4/2 
55. 灰オリープ色粘質土屑 5Y5/2 
56. にぶい黄褐色枯質土層JOYR4/3 
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第51図

e 

_S 

1. 明褐色粘土層 7・5Y R5/8 

2. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/4 

3. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 (湧水層）

4. 褐色粘土層lOYR4/4 
(4 cm大の角礫多籠に含む）

5. にぶい黄褐色粘土層lOYR4/3 

（遣物多蓋に含む）

4m 

S B05遺構図

- 口了口
口
_S 

0. P=l 9 500m 
N 

2m 

第52図 S E02遺構図

鬱

1. 明褐色粘土層 7・5Y R5/6 
2. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

(4 cm大の円礫多最に含む）

3. にぷい黄色粘土層 2・5Y 4/6 (i勇水層）
4. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

(4 cm大の角礫多量に含む）

5. 黄褐色粘土屑 2・5Y5/6 (湧水層）

6. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

7. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
(6 cm大の円礫・遣物多量に含む）

0 2m 

第53図 S EOl遺構図
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第54図 S E02 (1 -11・18)・S Kll5 (12)・S EOl (13-17)出土遺物

いる。また、高台内には、「長」・「貴」の文字がみられ、「長命富貴」の吉祥句が描かれていたと思われる。

高台畳付は露胎で離れ砂が付着している。小野正敏氏の分類（小野1982年）染付皿B2群1X類に属する。 5 

は、青花皿である。高台径（推） 4. 4cmを測る。外面の文様は草花文である。器形は、体部に丸みをもち、

ロ縁部は端反になる。底部は碁笥底である。小野正敏氏の分類の染付皿C群 I類に属する。 6は、備前焼播

鉢である。立ち上がった口縁上面を内傾ぎみに水平に切った形で、体部の内外にロクロ成形を思わせる凸凹

を巡らしている。胎土に0.05-0. 1cmの白色礫を含む。内面は10本 1単位の播目を施している。間壁忠彦氏

の編年（間壁1991年） V期に属する。 7は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。口縁部は垂直に立上がり口縁端

近くでS字状に少しくびれる。小片で分類するのは難しいが、藤澤良裕氏の大窯編年（藤澤1986年）第 4段

階第 8小期に属する。 8-10は、土師質土器皿である。 8は、口径7.6cm、器高1.4cmを測る。胎土は浅黄橙
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色 (lOYRS/4) を呈

する。調整は、外面は

指頭圧調整、内面はナ

デ調整を施す。 9は、

ロ径7.6cm、器高1.35 

cmを測る。胎土は浅黄

橙色 (lOYRS/3) を

呈する。調整は、内面

はナデ調整、外面は指

頭圧調整の後、軽くナ

デを施している。 10は、

ロ径7cm、器高1.3cm 

を測る。胎士はにぶい

黄橙色 (lOYR 7 /3) 

を呈する。内面はナデ

調整、外面には指頭圧

調整がみられる。口縁

部から外面にかけて灯

芯痕がみられることか

ら、灯明皿として使用

していたと思われる。

8 -10は、川口宏海氏

の分類（川口1997年

b)のAR (有岡城

期） 2型式B類へそ皿タイプに分類される。 11は、瓦質士器火鉢である。口径（推） 9.4cmを測る。口縁部

s
 

0. P. =19. 500m 
N 

1. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 

2. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/4 

lm 

第55図 S U02遺構図

と体部は分割成形で、内面体部はヘラナデ調整、外面体部はヘラミガキ調整を施している。 18は、一石五輪

塔である。残存高29.7cm、最大幅16cmを測る。水火風空輪部が残存する。「空」は宝珠上部が欠損している。

材質は花尚岩である。

ここから出土した遺物は、計測分析されている。その結果、産地別では、在地産のものが大半で、次に中

国産磁器と続く。用途別では、食膳具がほとんどで、中心は士師質士器皿で中国製品少量含むという結果が

でた。 くわしくは、第 5章で述べる。

出土遺物を概観すると、 16世紀後半と考えられる。 I-II期に属する。

S EOl 

S EOlは、西壁沿い中程に位置する（第53図・図版22)。平面形は半円を呈し、西側に伸びる。長さ0.9m、

深さ2.8m以上を測る。素掘りの井戸である。断面形は、下方にいくはど広がっている。第 3・5層が湧水

層である。

第54図ー13・14は、肥前磁器染付碗である。 13は、口径（推） 6.8cm、器高5.1cm、高台径3.9cmを測る。

全体的に器厚は薄く、筒型の小碗である。外面体部の文様は、コンニャク印判によって菊花文が施されてい
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1. 表土

2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

（炭化物・焼土を多く含む）

3. 暗オリープ褐色砂質士層 2・5Y3/3 

4. 黒褐色砂質土層lOYR3/l 

5. 褐色砂質土層lOYR4/4 

6. 黄褐色粘質士層 2・5Y5/6 

7. オリーブ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

8. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

9. にぶい黄色砂礫層 2・5Y6/4 

10. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

11. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

12. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/8 

13. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 

14. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

15. 褐灰色砂質土層lOYR4/l 

16. 暗灰黄色粘質士層 2・5Y 4/2 

17. 灰黄褐色粘質土層lOYR4/2 

(5-lOcm大の礫多鎚に含む）

18. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

(5 -10cm大の礫・瓦多屈に含む）

19. 灰オリープ色粘質土層 5Y5/2 

20. にぷい黄褐色砂質土層lOYR4/3 

21. オリープ褐色砂質上層 2・5Y 4/6 

22. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 

゜
2m 

第56図 S Xl09遺構図

る。高台畳付は露胎である。 14は、口径（推） 9.5cmを測る。これも体部は薄く、呉須の発色も良好である。

文様は、窓内に松竹文が描かれ、その間を蛸唐草文でうめている。 13・14は大橋康二氏の編年（大橋1989

年） N期に属する。 15は、京焼風陶器碗である。高台径4.8cmを測る。裔台内の削りは浅く、高台脇に張り

がある。高台内には「清水」の刻印がみられる。 16は、唐津系陶器皿である。口径20.1cm、器高6.7cm、高

台径6.1cmを測る。高台の削りは浅く、断面形は台形を呈する。内面から外面体部にかけて灰釉が掛けられ

ている。また、見込みは蛇ノ目釉ハギが施され、その部分に鉄釉を塗付している。 15・16も大橋康二氏の編

年のN期に属する。 17は、軒丸瓦である。瓦当部径15.3cm、文様区径11.2cm、内区径10.6cm、周縁幅2.1cm、

周縁高0.75cm、瓦当厚 2cmを測る。内区に左巻き三ツ巴文を、外区は15個の連珠が配されている。調整は、

円周に沿ってナデ調整、瓦当部は未調整である。瓦当部裏面は不定方向にナデ調整、瓦当部裏面周縁部は周

縁に沿ってナデ調整を施している。

ここから出土した遺物は計測分析している。その結果、産地別では、肥前磁器が半数を占め、次に暦津系

陶器が続く。用途別では、食膳具が74%と大半を占め、その中心は肥前磁器であった。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。 Ill-2a期に属する。
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第57図 S AOl遺構図

S UD2 

S U02は、西壁沿いで、 S EOlの北側に位置する

22)。埋桶である。掘形の平面形は楕円形を呈し、長径1.12m、短

径0.91m、深さ0.4m、内矩は直径0.85m、深さ0.37mを測る。樽の

底部を切り取って利用している。掘形からは、 18世紀後半頃の肥前

青磁染付蓋が出土し、埋土からは大橋康二氏の編年のV期に属する

肥前磁器染付碗が出土した。 また、第 3次面で検出した SUOl (表

8) は、出土遺物からみても SUOlの方が若千古く、位置的にも

少々離れているので、同時に使用されていたとは考えにくい。

ようなことから、短期間の間に造り替えられたと思われる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半頃に造られ、 19世紀初頭には

埋め戻されたと思われる。

SK  115 

IIl-3a期に属する。

S Kll5は、調査区北西隅に位置する

呈し、検出長1.54m、幅1.3m以上、深さ0.27mを測る。

第54図ー12は、唐津焼碗である。

大橋康二氏の編年のII期に属する。

ロ径（推） 9.8cm、器高6.8cm、

高台径4.9cmを測る。内面から高台脇まで灰釉が掛けられている。

よって、 17世紀前半と考えられ

る。 III-lb期に属する遺構である。

S X 109 

S Xl09は、調査区北東隅に位罹する

（第55図・図版

この

（表 6)。平面形は不整形を

（第56図・図版22)。池状遺

構である。平面形は不整形を呈し、検出長6.5m、幅 3m以上、深

さ0.60mを測る。上面は攪乱されていたが、 スロープ状に落ち込んでおり、底部には細い木杭痕がみられた。

このような池状遺構は、他の宮ノ前地区の調査でも確認され分類されている （川口1997年a)。それによる

と、検出される位置は、 だいだい裏庭部分にみられることが多い。用途については、畑か裏庭の用水か、大

火災防止のための貯水ではないかと考えられている。形状も長方形で石積みのタイプや、素掘りタイプのも

のなどがあるようである。時期的にみても、 18世紀代で廃絶したものが大半である。 ここの遺物に関しても、

図化はしなかったが、大橋康二氏の編年N期に属する肥前磁器染付碗．皿や、難波洋三氏の分類（難波1992

年） E類に属する土師質士器焙烙などが出士し、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。 このようなことか

ら、川口宏海氏の分類2型式に属するのではないかと思われる。 III-2 b期に属する。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面では、三和土 ・礎石は検出されず、廃棄土壊が調査区中程を中心に多く検出された。その中で、

屋敷境の柵列 (SAOl)や16世紀末-17世紀初頭の廃棄土墟 (SK60) 

S AOl 

S AOlは、調査区南側に位置する （第57図・図版22)。柱穴は根石をもっており、柱間は1.5-1.Smであ

る。柱穴の平面形は円形を呈し、平均直径0.2m、深さ0.3m位である。

など興味深い遺構を検出した。

この柵列は、第 1次面で検出したS

B01の東側ラインとほぼ一致することが分かった。従って、屋敷境の背割線の柵列と考えられる。遺物は出
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1m 

第58図 S V05・06遺構図

土しなかったが、第 2次面の三和土の直下に位置することから、 17世紀後半-18世紀中頃と考えられる。 III

-2b期に属する。

SV05•06 

S V05・06は、調査区南側間口に位置する（第58図・図版22)。鼈であ

る。燃焼室の大きさは、 SV05は直径0.5m、深さO.lm、SV06は直径

0.6m、深さO.lmを測る。 2基 1組の鼈である。燃焼室内には、薄くでは

あるが、粘土を張っていた。焚口は南側と思われる。出士遺物はなかった

が、検出状況から第 2次面の三和士に伴うものと思われる。 III-2b期に

属する鼈である。また、南側間口に接しており、商業的な意味があったか

も知れない。

S D06 

S D06は、東壁沿い中程に位置する（第59図・図版23)。長さ1.5m以上、

幅1.lm、深さ0.14mを測る。屋敷境石積溝である。 40cm位の花尚岩が 1

-2段積み上げられていた。東隣の第51次B-1-1区SD05の続ぎであ

る。 SD05は、 19世紀前半には埋められたと考えられており、 SD06も出

土遺物の年代観からみて、 SD05と同時期に埋められたと思われる。 III-

8 

1. 灰オリープ色粘質土層 5Y5/2 

z. にぶい黄褐色粘質土屑lOYR4/3 
3. オリープ褐色砂質土層2・5Y 4/6 

o 2m 

第59図 S D06遺構図
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第60図 S K60 (1・2)・S K63 (3 -5・12)・S KSl (6 -9)・S D06埋土 (10・11)出土遺物

3 a期に属する。

第60図ー10は、肥前磁器染付蓋である。口径9.7cm、器高2.7cm、つまみ径4.2cmを測る。外面の文様は草

花壽字文か描かれている。大橋康二氏の編年のN期に属する。 11は、京焼系端反碗である。口径（推） 9.1 

cm、器高3.4cm、高台径（推） 3.4cmを測る。高台を除く内外面に灰釉が掛けられている。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 Ill-3a期に属する。

S K60 

S K60は、調査区中程やや南側に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長2.63m、幅1.72m、

深さ0.36mを測る。遺物の年代観から、 16世紀末-17世紀初頭と思われる。

第60図ー 1は、瀬戸・美濃焼折緑皿である。口径（推） 10.8cm、器高2.5cm、高台径（推） 5.5cmを測る。

器壁は厚く、体部は扁平気味で、内側に口縁部を折り反す。高台はケズリダシである。全体に灰釉が掛けら
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第61図 S K71出士遺物
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れている。 2は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。 ロ径（推） llcm、器高6cm、

高台径4.1cmを測る。体部は全体的に丸味があり、

高台はケズリダシである。

第 4段階第 7小期に属する。

碗がみられた。 2は、上層から検出し、丹波焼播鉢小片・唐津焼皿（大橋康

二氏の編年 I期）

1・2とも藤澤良祐氏の大窯編年（藤澤1986年）

1は下層から出土し、

などが共伴していた。

S K63は、東壁沿いの中程に位置する

大橋康二氏の編年のN期に属する。

口唇部のくびれは大きい。

その他には、中国製青花

このことから、一気に埋められたと

いうよりは、徐々に埋没していったと思われる。 III-la期に属する遺構で

ある。

S K63 

（表6)。平面形は不整形を呈し、

検出長0.54m、幅0.48m、深さ0.42mを測る。出土した遺物には、火に遭っ

たものが多くみられた。遺物の年代観から、上面で検出したSK47の掘り残

し遺構と思われる。

第60図ー 3は、唐津焼刷毛目文碗である。 ロ径（推） 11. 6cm、器高4.4cm、

高台径4cmを測る。内外面全体に白土によって刷毛目文様を施している。見

込みには蛇ノ目釉ハギがみられる。高台畳付は露胎で、砂が付着している。

4は、丹波焼播鉢である。 ロ径（推）

30. 4cm、器高12.7cm、底径14.7cmを測る。内面口縁部に鈍い稜をもたせ、 ロ

4m 

第62図 S B04遺構図

縁部内外面はナデ調整、外面体部はヘラケズリ調整を施している。内面の播

目は左回りで8本単位である。大平茂氏の編年（大平1991年）

5は、 土師質土器焙烙である。 ロ径（推） 30.1cmを測る。

VI期に属する。

ロ縁部から底部に

かけて丸みをおび屈曲するタイプである。 ロ縁部内面はヘラケズリ調整、内面底部はナデ調整を施し、外面

底部は未調整である。外面には煤が付着している。難波洋三氏の分類E類に属する。 12は、硯である。残存

長13.7cm、幅6.3cm、厚さ1.5cmを測る。粘板岩製の近江の高島硯である。体部に刃物傷のようなものがみら

れ、砥石として転用されたと思われる。 また、裏面には「口石」の字が釘書きされている。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられ、 Ill-2a期に属する。

S K81 

S K81は、東壁沿いのやや北側に位置する

深さ0.41mを測る。

（表 6)。平面形は不整形を呈し、検出長3.42m、幅1.37m、

第60図ー 6・7は、肥前磁器である。 6は、 白磁紅皿である。 ロ径（推） 6.1cm、器高1.7cm、
古ム／又
回口 f土

（推） 1.8cmを測る。型押し成形で、外面の文様は蛸唐草文である。外面体部から底部は、無釉である。7'よ、
染付碗である。 ロ径9.9cm、器高5.2cm、高台径3.7cmを測る。外面体部に二重網目文が描かれ、高台内には

簡略化された「太明年製」の銘がみられる。 6は大橋康二氏の編年のV期で、 7はW期に属する。 8は、瀬

戸・美濃焼碗である。高台径（推） 5.2cmを測る。外面体部にはトビカンナによって文様が施されている。

また、内面には黒釉、外面には灰釉が掛けられている。 9は、軒桟瓦である。軒丸瓦部は瓦当径8.1cm、文

様区径6.1cm、周縁幅 1cm、瓦当部厚1.5cmを測る。右巻ぎ三ッ巴文で、瓦当周縁部にはナデ調整がみられる。

軒平瓦部は文様区厚3.2cm、上周縁幅0.5cm、顎下部厚2.3cm、瓦当厚4.4cmを測る。均等唐草文で、軒丸瓦部

と軒平瓦の接合部にヨコナデ調整がみられる。 また、両瓦当部には雲母が付着していた。
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出土遺物を概観すると、 18世紀前半-19世紀初頭と考えられ、 III-2b-III-3a期に属する遺構である。

S K71 

S K71は、調査区中央にに位置する（表 6)。平面形は不整形を呈し、検出長2.37m、幅0.59m、深さ

0. 66mを測る。 19世紀末-20世紀初頭の遺物が多量に出士した遺構である。

第61図ー 1は、肥前磁器色絵碗である。口径（推） 9 cm、器高4.1cm、高台径2.8cmを測る。器壁は薄く、

半球形のような丸碗である。文様は赤絵が主体で、烏文と草花文が描かれ、見込みと高台内には銘がみられ

る。高台畳付は露胎である。また、体部には焼継ぎ痕がみられる。 2・3は、瀬戸・美濃焼染付碗である。

2は、器高（残） 3 cm、高台径4cmを測る。外面の文様は銅版摺りによって施されている。文様は、外面体

部に菊弁形区画割文に青海波文・松文・欅文がそれぞれ描かれ、見込みには麒麟文がみられる。また、高台

内に「唯寅園製」の銘かみられる。 3は、口径（推） 15.2cm、器高6.5cm、高台径5.4cmを測る。 2と同じ文

様で、セットで使用されていたと思われる。 4は、肥前磁器赤絵角皿である。口径（推） 25.2cm、器高5.3 

cm、高台径14cmを測る。胎土は焼成が悪く全体的にgreenishwhite (5G9/0. 5) を呈する。内面の文様は牡

丹文で、花弁部が赤絵で葉部には呉須を使用している。また、体部には焼継ぎ痕がみられる。大橋康二氏の

編年のV期に属する。 5は、京・伊賀・信楽焼灯明皿である。口径6.3cm、器高1.6cmを測る。見込みに 3ヵ

所の目痕があり、底部には左回転糸切り痕がみられる。灯明皿に使用していたためか内面全体が白色に変色

している。 6は、土師質土器乗燭である。口径5.3cm、器高3.7cm、底径3.1cmを測る。中央の芯立ては欠損

していた。体部全体に黒色釉が掛けられている。また、底部には行灯や灯籠の底板に打ち付けてある釘に差

し込むための穴がみられる。 7は、硯である。全長18.6cm、幅7.4cm、高さ2.9cmを測る。茶縞入りの荒い粒

度の花尚岩質で象牙色 (2.5Y9/2) を呈する。裏面には「穴」や「田」・「神」などの文字が線刻される。愛

媛県伊予市の虎間石か?8は、京都深草焼五徳である。直径（推） 12.4cm、器高（残） 8.2cmを測る。胎土

はやや粗く 0.05-0. 1cm位の礫を多く含む白色の土である。手づくね成形で、三足の先端か内方向に曲がる。

足の付け根部分に策書及び楷書による「深草」の刻印がみられる。 9は、軒棧瓦である。全長（残） 11. 9cm、

瓦当区厚4.6cm、周縁上幅0.9cm、周縁高0.5cm、顎上部厚2.5cmを測る。中心飾は花冠十専で太いY字状若葉

が端文様に加わるものである。調整は、瓦当周縁部及び周縁部上面はナデ調整、顎下部から瓦当裏面、平瓦

部との接合部までヘラナデ調整、平瓦部凹面はナデ調整、凸面は未調整である。

出土遺物を概観すると、 19世紀後半-20世紀初頭と考えられる。 W期に属する。

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面では、南側間口から北へ9.5m付近で三和土状のものを検出した。第 1次面で検出した三和士の

範囲とはは同範囲だったので、同じ規模の建物が建っていたと思われる。この建物の時期であるが、この三

和土を切って掘られた廃棄土壊 (SK34)の年代観が、 19世紀前半の遺構が中心であった。また、下面の遺

構 (SK60など）も18世紀前半までのものがみられ、このことから、 18世紀中頃-18世紀後半と考えられる。

北西部でも三和土を検出し、それについては後で述べたい。その他に、東壁付近では、 SB04と享保十四年

(1729) の北少路村の大火災の処理土猥 (SK47) を検出した。 SB04の礎石列と SK47の西側端はほぼ一

致することが分かる。また、 17世紀後半-18世紀初頭につくられた第 3次面SD04もこれらと一致し、 17恨

紀後半以降、屋敷境は変わっていないことがわかった。さらに、このラインから第51次調査B-1-3区S

B02の東端ラインまでは9.4mを測り、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）にみられる

庄屋太郎左衛門の屋敷地の南側の東西方向の距離は、 4間4尺 8寸 (9.44m) とも一致する。このことから、
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第63図 S VOl・02・03遺構図

この屋敷境は、すくなくとも17世紀末以降から続くことが分かった。

S 804 

S B04は、東壁沿い南側から中程に位置する（第62図・図版23)。柱穴が南北に並んで検出し、第 3次面

で検出した SAOlと平行しいることと、これら柱穴と切り合っている焼土処理土堀の出土状況から建物遺構

と思われる。柱間は1.2-2mで、桁行（南北4m)以上である。柱穴から出土した遺物をみると、 18世紀末

-19世紀前半と考えられる。 SB04に伴うと思われた第51次調査B-1-1区SB15は、 20世紀初頭に建て

られた士蔵と考えられており、 SB15より一時期古い建物跡であることが分かった。 III-3b期に属する。
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SV01~03 

S VOl-03は、調査区北西部に位置する（第63図

・図版23) 3連の半地下式竃である。 SVOlは、平

面形は不整形を呈し、長径1.35m、短径0.9m、深

さ0.2mを測る。 SV02は、平面形は楕円形を呈し、

長径1.45m、短径1.25m、深さ0.2mを測る。 sv

03は、平面形は円形を呈し、直径1.09m、深さ0.45

mを測る。東側のSX08は、焚口と思われ、炭化物

が堆積していた。また、この竃は、北西部で検出し

た三和土に伴うと思われる。検出した三和土は検出

状況が悪かったがだいたいの範囲を掴めた。三和土

の範囲は非常に狭く、これに伴う礎石は検出されな

かったが、まわりの検出状況から、鼈屋のような上

屋が建っていたのではないかと思われる。

第71図ー 1は、軒丸瓦である。周緑幅2.3cm、瓦

当部径（推） 14cm、瓦当部厚 2cmを測る。内区に左

巻き三ツ巴文がみられ、外区には連珠文が10個配さ

れている。瓦当部裏面には不定方向にナデ調整か施

されている。そのはかには出上遺物はなかったが、

直上の第 1次面の遺構 (SK23) の年代観から、 18

世紀後半-19世紀初頭頃と考えられる。 III-3a期

に属する。

SW05 

SW05は、南側間口西端に位置する（第64図・図

版23)便槽甕である。掘形の平面形は円形を呈し、

直径0.4m、深さ0.2mを測る。内面に白色の付着物

がみられる。

第66図ー 1は、丹波焼甕である。底径8.2cmを測

る。外面体部は塗土が施され、外面口縁部外縁帯の

直下より灰釉を流し掛けしている。外面底部は無釉

である。底部には胎土目跡が5ヵ所みられる。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-19世紀後半

と考えられ、 III-3 b期に属する遺構である。

SW06 

SW06は、西壁沿い中程に位置する（第65図・図版23)埋甕である。掘形の平面形は不整形を呈し、検出

R@  
E 

O. P~ 饂 Om
w 

I 4 
I 6-l s 

一1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 2. 褐色砂質土層lOYR4/6 

3. オリープ褐色砂質土層lOYR4/3 

4. 赤褐色砂質土層 5Y R4/8 

5. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

(5 cm大の礫多鍼に含む）

O 1m 

第64図 SW05遺構図

8 
予

s
 

0. P. 01立 Om
N 

1. 灰賀褐色砂礫土層lOYR4/2 

(0.5~lcm大の礫多旦に含む）
lm 

第65図 SW06遺構図

長0.55m、幅0.5m、深さO.lmを測る。第 1次面の床下に埋められており 、胞衣壺の可能性がある。

第66図ー 2は、丹波焼甕である。口径4cm、器高25cm、底径15.2cmを測る。内外面に塗土か施されている。

外面底部は無釉である。外面口縁部下から体部中央にかけて細かい沈線がみられる。
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第66図 S W05 (1)・S W06 (2) 出土遺物
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出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初と考えられ、 IIl-3a期に属する遺構である。

S K47 

S K47は、東壁沿いに位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長2.94m、幅0.98m以上、深さ0.2 

mを測る。焼土処理土壊である。出土遺物の年代観から、享保十四年 (1729)の北少路村の大火災の際の処

理士壊と思われる。この遺構は、東側に延びていると思われるが、第51次調査B-1-1区では確認できな

かった。

第71図ー 2・4は、肥前磁器染付碗である。 2は、口径（推） 8 cm、器高5.1cm、高台径（推） 3.3cmを測

る。呉須の発色は悪い。外面体部の文様は笹文である。高台畳付は露胎で砂が付着している。大橋康二氏の

編年N期に属する。 4は、口径（推） 9. 9cmを測る。これも呉須の発色が悪い。外面体部には一重網目文が

描かれている。大橋康二氏の編年III期に属する。 3は、京焼風陶器碗である。高台径4.6cmを測る。全面に

灰釉が掛けられている。高台畳付は露胎である。その他には、図版28-9にみられる肥前磁器色絵水滴など

も出土している。この水滴は、器高（残） 3. 1cmを測る。器壁は薄く、文様も丁寧に描かれている。文様は

小片で分かりにくいが、唐子と麒麟と思われる。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。 III-2a期に属する遺構である。

S K49 

S K49は、調査区北側に位置する（表6)。平面形は円形を呈し、直径0.5m、深さ0.19mを測る。

第71図ー 5は、肥前磁器染付猪口である。口径6.6cm、器高3.8cm、高台径2.4cmを測る。器壁は薄く、呉

須の発色は良好で、笹文と筍文が描かれている。高台畳付は露胎で砂が付着している。大橋康二氏の編年N

期に属する。 6は、銅製誉である。全長（残） 13cm、厚さ0.2cmを測る。喜多川守貞の『近世風俗志』によ

ると、「京坂ノ銀替、古製六寸余、今世同レ之、或ハ五寸余。天保中ヨリ、銀叙ノ表ヲ減金二製シ、コレニ

珊瑚其他ノ珠玉ヲ付ケ、或ハ、銀紋、或ハ玉モ紋モ無レ之物ヲ用フ。」とある。また、「京坂、耳カキ長ク、

江戸ハ短カシ。」と書かれており、今回の替は耳部分は欠損しているか、恐らくなかったと思われる。 出

土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3a期に属する。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、 19世紀代以降の遺構面である。三和土を検出した。残存状態が悪かったが南側間口から北

ヘ9mの範囲で三和士を確認した。これに伴う礎石から SBOlが復元できた。また、東側で検出した礎石列

(S B02・S B04)は、東隣B-1-1区に続く建物である。調査区中程より北側では、廃棄土城を多く検

出しており、裏庭的空間だったと思われる。

S 801 

S BOlは、調査区南側に位置する（第13図・図版23)。三和上の検出状況から、この建物は西側へ続いて

いることがわかった。西隣のB-1-3区では、上面の攪乱により 三和土は検出されなかったが、礎石を確

認することができた。建物の大きさは、桁行3間半（東西7.5m)、梁行3間半（南北7.5m) を測る。この

建物の西側奥に、便槽桶や廃棄土壊か多くみられることや、三和士や礎石の出土状況から、西側が通り庭だ

ったと思われる。 三和土直下の遺構の年代観か、 18世紀末-19世紀前半であり、 SBOlは、それ以降に建て

られたと思われる。また、 SBOlの東端礎石ラインは、第 3次面で検出した SAOlのラインと一致し、 17世

紀後半以降、屋敷境が替わっていないことが分かった。III-3b-N期に属する。
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I. 褐灰色砂質土屑lOYR5/l 

2. 褐灰色砂礫土屑lOYR4/l 

(2-4cm大の礫多量に含む）

3. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 (整地層）

(0.5-lcm大の礫多鍵に含む）

4. 灰黄褐色砂質土層lOYR4/2 (第 3包含層）

S B02 

S B02は、東壁沿いの南側に位置する（第67図

・図版23)。礎石の検出状況から、土蔵建物と思

われる。基礎は、外側に10-40cm位の花岡岩を置

き、内側には10-ZOcm位の花尚岩を 2列配置して

いる。東側調査区第51次調査B-1-1区に延び

ると思われるが、近年の攪乱により確認できなか

った。基礎の下に、 18世紀後半-19世紀初頭の柱

穴痕（第 2次面SPl8)かあり、これ以降に建て

られたものである。また、昭和二十三年の航空写

真（図版 1) では、ここには建物はみられず、 20

・0. P. =19. 500m 
w 世紀前半にはなくなっていることが分かった。III

-3b-N期に属する。

S B03 

S B03は、東壁沿い北側に位置する（第68図．

図版24)。第51次調査B-1-1区SB09の西面

の礎石列である。今回の調査で建物の規模が確定

できた。桁行3間（東西5.9m)、梁行3間（南北

5. 9m)の正方形の建物である。この建物は、 19

世紀前半以降に建てられ、 20世紀中頃には取り壊

されていたと考えられている。 N期に属する建物

である。

50cm 

第69図 S I 07遺構図

S I 07 

S I 07は、調査区北西部に位置する（第69図．

図版24)胞衣壺である。掘形の平面形は楕円形を
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4. 黒色炭化物層 2・5YZ/1 
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11. 黄褐色砂質士層lOYR5/4 

12. 黒褐色砂質土層lOYRZ/2 

（炭化物を多量に含む）

13. 明黄褐色砂質土層 2・5Y 6/8 

14. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

15. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/3 

16. 暗褐色土層 7・5YR3/4

17. 黒褐色士層 7・5YR3/l

18. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 
19. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

0 1m 

第70図 S WOl・02・03・04遺構図

呈し、長径0.37m以上、短径0.27m、深さ0.19mを測る。まわりに廃棄土壊が多くみられることから、裏庭

に埋められたと思われる。

第71図ー10は、土師質土器火消壺である。口径（推） 12.4cm、器高17.6cm、底径14.4cmを測る。算盤玉形

を呈する。ロクロ成形で、外面は回転台を利用し丁寧にヨコナデ調整を施している。また、接合部と外面口

緑部をヘラケズリ調整している。 9は、蓋である。口径（推） 19. 4cm、器高2.9cm、つまみ径2.3cmを測る。

粘土円盤に粘士紐輪積み成形し、天井部内面と口縁部にヨコナデ調整を施している。その後、つまみ部をハ

リッケし、その周辺をナデ調整している。川口宏海氏の編年（川口1996年b)II-2期に属する。よって、

19世紀前半-20世紀初頭と考えられ、 III-3b-N期に属する遺構である。

SW01 

SWOlは、調壺区北東部に位置する（第70図・図版24)。掘形の平面形は不整形を呈し、長さO.Sm、幅

6. 5m、深き0.5mを測る。 4基一連の便甕である (SWOl -04)。東側に接している SB03に関係するもの

と考えられる。 4基の甕内の埋士から、 20世紀中頃には埋めもどされたと考えられ、 SB03が取り壊される

際、いっしょに埋めもどされたと思われる。

第72図ー 1は、堺焼揺鉢である。口径（推） 40.8cm、器高14.8cm、底径18cmを測る。外面調整は、底部際

から口縁部外縁帯直下まで回転ヘラケズリ調整を施している。内面体部の播目は15本単位で、見込みにも三

角形に、 10本単位で播目を施している。底部に直径5cmの穿孔があり、植木鉢として再利用されたものと考

えられる。白神典之氏の分類III類に属する。 2は、丹波焼甕である。器高（残） 49cm、底径16cmを測る。外

面は塗土が施されているが、内面は無釉である。また、内面体部には白色の付着物が付着している。先に述

べた堺焼播鉢は、甕内から出士しており、 19世紀前半-19世紀後半の年代が与えられるが、そのほかに土師

質土器植木鉢やガラスなどが共伴している。従って、下限は20世紀中頃に下る。 N期に属する。
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第73図 S W02 (1・2)・S W03 (3・4)出土遺物

SW02 

SW02は、 SWOlの北隣に位置する（第70図・図版24)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.7m、深さ

0.5mを測る。

第73図ー 1は、上師質土器甕である。口径60cm、器高60.7cm、底径19cmを測る。口縁部の断面がT字状に

呈するタイプである。外面には塗土か施されているが、それ以外は無釉である。 2は、肥前磁器色絵瓶であ

る。器高（残） 11. 7cm、底径11.2cmを測る。外面体部に山水文が描かれている。高台畳付は露胎である。 2

の他には、丸瓦やガラスが甕内から出士しており、これも SWOl同様、 20世紀中頃には廃棄されたと思われ

る。 N期に属する。
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SW03 

SW03は、 SW02の北隣に位置する（第70図・図版24)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.65m、深さ

0.3mを測る。

第73図ー 3は、大谷焼鉢である。口径60.1cm、器高36.4cm、底径27.9cmを測る。大型タイプのものである。

内面から外面にかけて黒色釉を横方向にハケ塗りしている。内面には白色の付着物か付着している。川口宏

海氏の型式分類（川口1992年） 2型式に属する。 4は、埋上出土の肥前磁器染付皿である。 口径（推） 8.8 

cm、器高2.3cm、高台径5.2cmを測る。口縁部は稜花とし、内面には芙蓉手文様としている。外面には連続唐

草文が描かれている。高台内には「成」の銘がみられる。大橋康二氏の編年V期に屈する。また体部には焼

継ぎ痕があった。これも SWOl・02と同じ出士状況であるため、 20世紀中頃には廃棄されたと思われる。 N

期に属する。

SW04 

SW04は、 SW03の北隣に位置する（第70図・図版24)。掘形の平面形は円形を呈し、直径0.73m、深さ

0.3mを測る。

第71図ー 7は、埋土出土の銅製煙管吸口部である。吸口長5.6cm、吸口部の直径0.8cmを測る。肩部は無い

タイプで、体部には接合痕がみられる。古泉弘氏の編年（古泉1983年） VI期に属する。 8は、クロム青磁皿

である。口径（推） 10.8cm、器高2.1cm、高台径6cmを測る。内面に緑釉と白土によって草花文が描かれて

いる。高台畳付は露胎である。 10は、便槽に使用した丹波焼甕である。器高（残） 29. 7cm、底径17cmを測る。

体部に鉄釉がに施され、さらに灰釉を流し掛けしている。 7・8の年代観から19世紀後半-20世紀中頃のう

ちに廃棄されたと思われる。 W期に属する。

SK  14 

S K14は、調査区中程やや北側に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ1.9m、幅1.17m、深さ

0.85mを測る。 18世紀代の遺物が多量に出士した。

第74図ー 1は、肥前磁器染付深皿である。口径（推） 13.6cm、器高3.5cm、高台径7.4cmを測る。内面体部

の文様は草花文で、見込みには三方割銀杏文が描かれている。器形は蛇ノ目凹型高台で、口縁部が玉縁状を

呈する。大橋康二氏の編年W期に属する。 2・3は、瀬戸・美濃焼陶器碗である。 2は、口径（推） 9.4cm、

器高4.7cm、高台径3.8cmを測る。体部中程から真直ぐに立上かり、鋭い陵をもつ。真中から半分づつ灰釉と

鉄釉とを掛け分けている。高台畳付は露胎である。 3は、口径（推） 11cm、器高6.2cm、高台径4.8cmを測る。

高台断面は台形状で、体部は半球型を呈する。全体に灰釉が掛けられ、高台は無釉である。見込みに 3ヵ所

の目跡を残す。 4は、丹波焼片口壺である。内面口縁部から外面体部にかけて塗上が施されている。 5は、

土師質土器焙烙である。口径（推） 28cmを測る。内面底部はナデ調整、口縁部内外面はヨコナデ調整、外面

底部は未調整である。難波洋三氏の分類のE類に属する。 6は、京・伊賀・信楽焼行平である。口径（推）

8 cmを測る。把手は合わせ型成形後、体部にハリッケ、口縁部の注口もハリッケしている。外面体部には、

トビカンナによって文様を施し、それ以外のところには鉄釉が掛けられている。 7は、堺焼揺鉢である。ロ

径（推） 37cm、器高16cm、高台径18.6cmを測る。高台をもち、口縁部先は真直ぐに立上がるが外縁帯は外へ

張り出すタイプである。外面調整は、底部際から口縁部外縁帯よりやや下側まで回転ヘラケズリ調整を施し

ている。内面体部の播目は右回りで9本単位みられ、見込みには左回りで8本単位の播目を施している。白

神典之氏の分類 I類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。III-2b期に属する遺構である。
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採集遺物

第74図ー 8は、船形光背型石仏である。全長31.5cmを測る。右手に宝寿、左手には錫杖をもつ僧形を浮き

彫りにしている。材質は花尚岩である。

S K18 

S K18は、北壁沿いに位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ3.35m、幅0.83m、深さ0.59mを

測る。

図版28-10は、中国製青花散り蓮華である。第 1次面SK18から出士したものである。器壁は薄く、呉須

の発色も良好である。これと同じものが以前報告した第97次調査D-6区SK300で出土している（藤井直

正他『有岡城跡・伊丹郷町V』1997年）。伊丹郷町遺跡において、散り蓮華の出土量は少なく大手前女子大

学の調査では総数で5点位である。はとんどが18世紀後半以降の遺構から出土している。

S K15 

S K15は、西壁沿いのやや北側に位渾する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ1.43m、幅0.6m以上、

深さ0.25mを測る。

図版28-11は、肥前系磁器染付急須である。口径7.6cm、器高5.8cm、底径7.5cmを測る。体部には、折り

枝草文と「都無口去・一鮎・ロ達雪□来罷」の漢詩が記されていた。

6. まとめ

B-6区では、奈良時代から現代までの遺構を検出した。時代を追ってまとめたいと思う。

7 -8世紀頃ここに建物が建てられたが、それ以後、 16世紀後半まで遺構はない。 16世紀後半-17世紀初

頭では、建物はみられず、井戸や廃棄土壊が中心であった。これは、まわりの調査区でも同じ傾向で、猪名

野神社参道沿い以外は、建物が建っていなかったようである。この傾向は、 17世紀末までつづく。 17世紀末

以降、遺構は急激に増加する。建物が建てられ始めるのは、 18世紀前半以降である。南側を間口とするもの

で、この調査区の南側に、猪名野神社参道から西側に抜ける小道が造られたことが大きく影響したと思われ

る。この小道は、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では、西側には抜けていないが、

享保十二年 (1735) -明和元年 (1759)頃に作成された『北少路村絵図』（第160図）には、西側に通じる小

道がみられ、この小道が18世紀前半には造られていることが分かる。 19世紀前半に建物は建て替えられるが、

昭和三十六年の航空写真（図版 1) には写っておらず、この頃までに建物は取り壊される。おそらく、昭和

三十年に起こった北側に隣接する市場の火災によって、被害に遭ったのではないかと考えられる。その後、

この調査区全体が小道から北側奥に通じる路地に替わる。このように、狭い調査区ではあるが、古い時期か

らの土地利用の変遷を確認できたことは大きな成果であった。さらに、南側で確認した 2ヵ所の屋敷境は、

屋敷地を復元するにあたって大ぎな手掛かりになった。
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第 6節第78次調査B-7区

B-7区は、猪名野神社参道の西側で、今回報告する B-11-1区と B-1-3区に挟まれた調査区であ

る。ここは、『天保十五年 (1844)伊丹郷町絵図』（第159図）によると、「北少路村」にあたり、『元禄七年

(1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では、庄屋太郎左衛門の屋敷地内に比定できる。調壺面積は24

面である。

1. 基本層序

調査面は 4面である。地山面は、 0.P. =18. 900m前後を測る。西壁を観察すると、地山直上に第 3次遺

構面（第75図第 7層明黄褐色砂質土層 (2.5Y5/6)、現地表面より40cm下）がみられ、その上に、第 2次遺

構面を構成する黄褐色砂質士層 (lOYR5/6) (第75図第 5層、現地表面より 25cm下）、その上に、第 1次遺構

面を構成するオリ ーブ褐色砂質土層 (2.5Y 4/6) (第75図第 4層現地表面より 10cm下）か堆積していた。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面は、建物はみられず、東西に延びる溝と廃棄士塘を数ヵ所検出した。

S D04 

S D04は、調査区北側に位置する（第77図・図版29)。検出長3.llm、幅 lm、深さ0.28mを測る。断面

形は、溝端が緩やかに傾斜する。埋土は 1層で、オリーブ褐色粘質土層が堆積する。上面で検出した SD03 

は、同位置あり、士層断面を観察すると SD04の後身であることが分かった。 SD04の埋士から出土した遺

物の年代観から、 16世紀末-17世紀初頭の溝と考えられる。

第80図ー 1は、中国製青花碗である。残存高1.9cmを測る。呉須の発色は良好で、器壁も薄い。文様は小

片であるが、見込みに連弁文がみられ、高台内と脇に 1重の円圏が描かれている。小野正敏氏の分類（小野

1982年）の染付碗E群に属する。 2は、唐津焼碗である。高台径4.8cmを測る。外面高台部以外に、灰釉か‘

掛けられている。大橋康二氏の編年（大橋1989年） 1期に属する。

出土遺物は前述のように、 16世紀末-17世紀初頭と考えられる。 III-la期に属する。

3. 第3次面の遺構と遺物

第3次面でも建物の存在は確認されず、東西に延びる溝と大型の廃棄士渡を検出した。

S D03 

S D03は、調査区北側に位置する（第78図・図版29)。検出長3.llm、幅2.llm、深さ0.30mを測る。埋

上は 1層で、黄褐色砂質士層2.5Y5/6である。この溝は、東西に延びており、東隣B-1-3区SD04、西

隣B-11-1区SD05で続ぎが確認されている。先にも述べたが、第 4次面で検出したSD04の後身である。

また、 SD04が幅を狭めつつ引き続き利用され、SD03となったと考えられる。この溝は、『元禄七年

(1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）でみられる庄屋太郎左衛門と太郎左衛門の借家（住人塩ウリ作

兵衛と糸引さくの屋敷地）との北側屋敷地境が、この溝に当たると考えられたか、一致しなかった。出土遺

物を検討すると、 元禄七年 (1694)以前には、この溝は埋め戻されたと思われる。

第80図ー 4は、肥前磁器染付碗である。高台径（推） 4.2cmを測る。全体的に発色が悪い。外面に文様が

みられる。高台畳付は露胎である。 5は、開津焼碗である。高台径は4.4cmを測る。高台内の削りは丁寧で、
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1. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

2. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4

(3 ~10cm大の礫含む）

3. 撹乱
4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
(1~7cm大の礫・炭化物含む）

5. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 

6. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

7. 明黄褐色砂質土層 2・5Y6/6 

8. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
(1 ~ 3 cm大の礫含む）

9. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
(l-5cm大の礫多く含む）

10. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

11. 黒褐色砂質土層lOYR3/2 

12. 明褐色砂質士層 7・5Y R5/6 

13. 黄褐色粘質土屑lOYR5/6 
(4 cm大の礫・炭化物含む）

14. 明黄褐色砂質土層lOYR6/6 

15. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

(0.5-3cm大の礫・炭化物含む）

16. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 
(l-5cm大の礫含む）

17. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

18. 賀褐色砂質土層 2・5Y5/6 

(4 cm大の礫含む）

19. 褐色砂質土層lOYR4/4 

20. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

21. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

22. 暗オリープ色砂質士層 5Y4/4 

23. 暗オリープ色砂質土層 5Y4/3 

24. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

(1 -4 cm大の礫・遺物含む）

25. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 
(2 cm大の礫・炭化物含む）

1 :40 2m 

第75図 B-7区西壁土層図

E I 

1. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

（遺物多紘に含む）

2. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

3. オリープ褐色砂質士層 2・5Y4/4

(3 -10cm大の礫含む）

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 

(1 -2 cm大の礫・遺物含む）

5. にぶい賀色砂質土層 2・5Y6/4 

6. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 

(2-3cm大の礫・炭化物含む）

7. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 

(2 cm大の礫・炭化物含む）

8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

(4-Scm大の礫・遺物多量に含む）

9. 明褐色粘質士層 7・5Y R5/8 

10. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
(4-8cm大の礫含む）

11. 黄褐色砂質土屑 2・5Y5/4 

（遺物含む）

12. 暗灰黄色粘質士層 2・5Y 4/2 

゜

0. P =19. 500m 
22 w 

13. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
14. オリープ褐色粘質士層 2・5Y4/4

15. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

16. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4

17. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 

18. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
(8 cm大の礫含む）

19. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
20. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

21. にぶい赤褐色粘質土層 5Y R4/4 

22. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/6 

(1 ~ 7 cm大の礫・炭化物含む）

1 :40 2m 

第76図 B- 7区南壁土層図
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1. 暗オリープ褐色砂質土層 5Y4/3 
2. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
（炭化物・ 10cm大の礫含む）

3. 明黄褐色礫層 2・5Y6/8 
4. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 
5. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 
6. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 
7. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4

8. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/6 
9. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/3 
10. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
11. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/3 
12. 明褐色砂質土層 7・5Y R5/6 
（炭化物を多量に含む）

lm 

第77図 S D04遺構図

高台脇にケズリ痕がみられる。内面

と外面体部に灰釉が掛けられている。

4は、大橋康二氏の編年II-1期、

5は、 1期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀前

半-17世紀後半と考えられる。 III-

1 b期-m-za期に属する。

SK  10 

S KIOは、西壁沿い中程に位置す

る（表 6)。平面形は不整形を呈し、

検出長1.58m、幅0.72m、深さ0.17

mを測る。北側に接している SD03 

は、この遺構より古い時期のものと

思われるが、出土遺物がこちらの方

が古いものが出土している。おそら

く、下の遺構 (SD04)から遺物が

混入したと思われる。

第80図ー 6は、瀬戸・美濃焼天目

茶碗である。口径（推） 11. 2cmを測

る。口唇部はほぼ直立し、口縁部が

やや外反するタイプである。内面か

ら外面にかけて鉄釉が掛けられている。藤澤良祐氏の大窯編年（藤澤1993年） N期第 4段階第 7小期に属す

る。 7は、肥前磁器初期伊万里皿である。口径（推） 14cmを測る。全体的に発色が悪い。内面に草花文様が

施されている。大橋康二氏の編年II-1期に属する。混入品の 6を省くと、 17世紀前半-17世紀中頃と考え

られ、 III-lb期に属する遺構である。

S K12 

S Kl2は、調査区南東隅に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長3.lm、幅2.34m、深さ0.34 

mを測る。 18世紀代の遺物が多量に出土した。

第80図ー 3は、花岡岩製下石臼である。直径33.3cm、高さ14.3cmを測る。上面の目は、 4条 1単位とし 8

単位彫られていたと思われる。 8・9は、肥前磁器である。 8は、染付碗である。口径（推） 10cm、器高

5.5cm、高台径4.1cmを測る。外面体部に二重網目文が描かれている。高台畳付は露胎である。 9は、染付瓶

である。口径（推） 7.4cm、残存高13.7cmを測る。ラッパ状の口をもち、型押しされた耳が2ツハリッケさ

られている。外面体部には文様がみられる。 8・9ともに、大橋康二氏の編年N期に属する。 10は、京・伊

賀・信楽焼土鍋である。口径（推） 19. 2cm、器高9.1cm、底径7.6cmを測る。内面から外面体部にかけて鉄釉

が掛けられている。外面底部は無釉で、煤が付着している。 12は、土師質土器十能である。全長（残） 16.2 

cm、幅14.2cmを測る。身部外型成形で、上面にはナデ調整かみられる。把手部は身部成形後ハリッケされ、

ナデ調整を施している。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。よって、 III-2 b期に属する。
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下 了 了 ー、
SD03 

— 

1. 暗オリープ褐色砂質土層 5Y4/3 17. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
2. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/6 (1cm大の礫含む）
（炭化物・ 10cm大の礫含む） 18, 黄褐色砂質土層 2・5YS/6 
3. 明黄褐色礫層 2・5Y 6/8 (1 cm大の礫含む）
4. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 19. 黄褐色砂質土層JOYRS/8 
5. 黄褐色砂質土層 2・5YS/6 20. 黄褐色砂質士層lOYRS/6 
(I~ 7cm大の礫含む）
6. にぷい黄褐色砂質土層!OYRS/4
7. オリープ褐色砂質土屑 2・5Y4/4
8. 黄褐色砂質土層 2・5Y 5/6 
9. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 
10. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6
11. 黄褐色粘質土層 2・5YS/3 
12. 明褐色砂質土層 7・5YR5/6
（炭化物を多置に含む）

13. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 
14. オリープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
15, 黄褐色砂質土層JOYRS/8 
(1 cm大の礫多最に含む）
16. 明灰黄色砂質土層 2・5YS/2 

゜
第78図 S D03遺構図
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A-A' 

1. オリープ褐色土層 2・5Y 4/3 

1. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

2. 黒褐色砂質土層 2・5Y3/2 

゜
3. オリープ褐色土層 2・5Y 4/4 

lm 

第79図 S UOl・02遺構図
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第80図 SD04(1・2)・SD03 (4・5)・SKlO (6・7)・SK12 (3・8-10・12)・ 

S U02 (11)出土遺物

4. 第 2次面の遺構と遺物

第 2次面では、 18世紀後半-19世紀代の遺構を中心に検出した。

S U02 

S U02は、南壁沿い中程に位置する（第79図・図版29)。便槽桶遺構である。掘形の平面形は楕円形を呈

し、長径0.67m、短径0.6m、深さ0.32mを測る。この便槽桶遺構の西側で、 SUOlを検出した（第79図．

図版29)。位置的にみて、 2基 1組で使用されていたと思われる。南隣のB-1-3区SB02 (第14図）の

裏庭に位置し、この便槽桶の年代観が19世紀後半-20世紀初頭と考えられることから、 SB02に伴うものと
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思われる。

第80図ー11は、ガラス製瓶である。口径1.4cm、器高5.5cmを測る。色調はdeep purplish blue (6PB 

2. 4/8) を呈す。合わせ型で、体部には「本舗 山田安民」と「ロート目薬」の銘がみられる。そのほかに

は、桟瓦が出土している。

出土遺物を概観すると、 19世紀末-20世紀初頭と考えられる。 W期に属する。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面では、士渡を調査区全体にわたって確認したため、裏庭空間だったと思われる。 1次面の年代は、

第 1次精査時出土遺物から、 19世紀末-20世紀初頭と思われる。

6. まとめ

B-7区では、建物遺構は検出されず、溝や土壊が中心であった。 B-7区は、表道や路地から奥まった

ところに位置し、長い間、裏地空間であったと思われる。昭和二十三年の航空写真（図版 1) をみても裏地

空間になっており、この頃まで建物が建っていなかったようである。昭和三十六年の撮影時（図版 1) には

建物が建っていたので、その時期までには建てられたと思われる。このように、調査区が狭く全体を掴むの

は難しかったが、 16世紀末-17世紀初頭までの溝 (SD04) を検出できたことは大ぎな成果であった。
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第7節第83次調査B-9区

B-9区は、猪名野神社参道から西側に延びる小道に面している。東・西・南側は、前回の『有岡城跡・

伊丹郷町V』（藤井直正他1997年）で報告した第51次調査B-1-4琶 ・B-3区・第63次調査B-5区とそ

れぞれ接している。この地区は、『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』（第159図）によると、「北少路

村」にあたり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159医）では、「屋敷主善兵衛」、住人は「町

代佐兵衛」の屋敷地の東側にあたると考えられる。調査面積は73.8面である。

1. 基本層序

遺構面は 4面検出した。地山面は、 0.P. = + 19. 000-+19. lOOmを測り、全体的に平坦である。堆積層

は0.6m前後で、 B-3区 ・B-1-4区とほぼ同じである。地山直上に第 4次遺構面（現地表面より約55

cm下）を検出した。北壁中央では、炭化物・焼土を多く含んだ褐色砂質土層（第81図第 9層、現地表面より

約50cm下）が見られた。これは、元禄年間の火災（元禄十二年 (1699)か十五年 (1702))の処理士壊と考

えられる、 SK98・100の埋土である。北壁東側では、第 4次遺構面の上に黄褐色砂質土層（第81図第21層、

現地表面より約45cm下）が堆積しており、この上面を第 3次遺構面として捉えた。その上層の褐色枯質土層

（第81図第13層、現地表面より約35cm下）を第 2次遺構面とした。その上層に、整地層と考えられるにぶい

黄褐色砂質上層（第81図第11層、現地表面より約25cm下）が堆積、この上面を第 1次遺構面とした。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、三和土や柱穴などは検出でぎなかった。しかし、調査区西部に地割溝と思われる SDl7、

北壁沿いに元禄十二年 (1699) あるいは元禄十五年 (1702)の火災の処理士塘と考えられる SK98を検出し

t? ~o 

5D17 

S Dl7 (第82図・図版33) は、調査区西部を南北に延び、南端は調査区外へ達する溝である。検出長6.3

m、幅0.3m、深さ0.18mを測る。埋土は 1層で、にぶい黄褐色粘質土であった。この溝からはあまり遺物

は出士しなかった。

第83図ー 1は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 10.8cm、器高（残） 4. 7cmを測る。外面には草花文が

描かれている。大橋康二氏の編年（大橋1989年）によると、 N期に属する。他にも肥前磁器二重網目文碗

（大橋氏の編年W期）が出上している。

出上遺物の年代観から、 18世紀前半～後半と考えられる。 IIl-2b期に属する遺構である。このSD17は、

後述する第 3次面のSD03 (表6) とほは同じ位置で検出されている。 SD03で出上した遺物の年代観も同

じであることから、このSDl7はSD03の下層であると考えられる。またこの溝は、『元禄七年 (1694)柳

沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では町代佐兵衛の屋敷地東端のラインと一致し、地割溝であることが判

明した。

また、この溝は南側の第63次調査B-5区SD05に続くと考えられる。しかし、このSD05の埋土から元

禄年間の火災の焼土が検出され、 SD17の年代観と差が出ている。構築年代は同時期である可能性もあるが、

廃絶年代には時期差があると考えられる。
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S K97 

1. 撹乱
2. 表士
3. 褐色砂質土層lOYR4/4 
4. 褐色砂質土層lOYR4/6 
5. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
6. 明黄褐色砂質土層lOYR6/8 
7. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/4 
(5 cm以下の礫を多く含む）

8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 
(10cm以下の礫を多く含む）
9. 褐色砂質土層 7・5Y R4/6 
（炭化物・焼土を多く含む）

10. 褐灰色粘質土層lOYR4/l 
(10cm以下の礫・ 平瓦片を多量に含む）
11. にぶい黄橙色砂質士層lOYR7/2 
12. 褐色砂質土層lOYR4/4 
(5 cm大の礫を含む）

第81図 B-9区北壁土層図

0. P. =19. 500m 
E 

13. 褐色粘質土層lOYR4/6 
14. 褐色砂質土層lOYR4/6 
(2 cm大の礫を含む）
15. 褐色粘質士層 7・5Y R4/6 
16. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 
17. 褐色砂質士層 7・5Y R4/6 
18. 赤褐色粘質土層 5Y R4/6 
19. 褐色砂質士層 7・5Y R4/4 
20. 灰褐色砂質土層 7・5Y R6/2 
(5 cm以下の礫を多〈含む）
21. 黄褐色砂質土層lOYR5/8 

1 :40 
2m 

S K97 (表6) は、調査区北東部北壁沿いに位置する。平面形は不整形を呈し、長さ2.lm以上、幅1.55 

m、深さ0.29mを測る。出土遺物は少なかったが、この遺構の直上にあたる第 2次面SKl6 (表6)から肥

前磁器一重網目文碗（大橋氏編年Ill期）や嬉野焼灰釉皿などが出土しており、 17世紀後半～末頃 (Ill-2a

期）と考えられる。そうすると、この遺構は、それ以前と考えられる。 SK97と西側に接する SK98・100 

の北壁土層を観察すると、同遺構と思われ、 SK98・100の年代観が17世紀後半-18世紀初頭であることか

ら、 SK97も同時期の遺構と考えられる。また、 SKl6の出土遺物は、 SK97からの混入したものと思われ

る。 III-2a期に属する遺構である。

第83図ー 2は、軒丸瓦である。全長（残） 13.6cm、瓦当部径13.4cm、文様区径10cm、内区径6.9cm、周縁

幅2.1cm、瓦当部厚2.3cmを測る。瓦当文様は、内区は右巻き三ツ巴文、外区は連珠を16個配する。瓦当周縁

部はナデ調整、周縁側面及び瓦当部裏面周縁は周縁に沿ってナデ調整が施されており、周縁側端部は面取り

が施されている。瓦当部裏面には丸瓦部との接合の際のクシ目が見られ、接合部分は横方向にナデ調整が施

されている。丸瓦部凸面は縦方向にヘラナデ調整、凹面には布目痕が見られる。凹面両側端は、縦方向にヘ

ラケズリ調整が施されている。

S K98 

S K98 (表6. 図版33) は、調査区中央部北壁沿いに位置する。平面形は不整形を呈す。長さ1.4m以上、

幅1.4m、深さ0.54mを測る。埋土に炭化物や焼土が多くみられ、焼けた瓦片も出土している。出土遺物の

年代観から、元禄十二年 (1699) あるいは元禄十五年 (1702)の火災の処理土堀ではないかと考えられる。
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攣
I. にぶい黄褐色枯質土層!OYR4/3 5は、 器高 （残） 1. 2cm、高台径 （推） 3.4cmを測る。 やや

薄手のものである。外面には文様が描かれているが、小片

だったため解らなかった。大橋氏の編年W期に属する。 4

は、現川焼刷毛目文碗である。口径（推） 9. 7cm、器高4.9 

cm、高台径（推） 3.8cmを測る。胎土は小豆色 (10R3/5) 

に近く、内面は刷毛目文を施し、外面には円文を施した

「蛍手」と呼ばれるものである。高台部は薄く、高台畳付

は無釉で平坦に削られている。 6は、京焼風陶器碗である。

ロ径（推） 12.8cm、器高4.9cm、高台径4.7cmを測る。高台

部断面は、台形を呈し、高台内の削りが深いタイプである。

内面には鉄絵の山水文が描かれ、高台は無釉、高台内には

刻印がみられた。「清」の文字を崩したものと思われる。

大橋氏の編年III期に属する。 7は、開津系陶器刷毛目文皿

である。口径（推） 18. 3cm、器高 4cm、高台径（推） 9. 4cmを測る。高台部断面は厚く、台形を呈し、高台

内の削りが深い。内面には刷毛目文が施され、見込みは蛇ノ目釉ハギがなされ、その上に砂が付着している。

大橋氏の編年W期に属する。

B' 

_ 0 P =19壁 m
W E 

にぶい賀褐色粘質土層lOYR4/3 

2m 

第82図 S Dl7遺構図

北側の北壁土層を観察すると、 SK98とSKlOOは、同遺

構の可能性がある。

第83図ー 3・5は、肥前磁器染付碗である。 3は、口径

（推） 10. 4cm、器高5.6cm、高台径3.7cmを測る。外面に草

花文が描かれている。呉須の発色は悪い。高台畳付には砂

が付着している。見込みには、焼成時に窯壁が溶けて落ち

たと思われる痕跡がみられる。大橋氏の絹年N期に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。III-2a期に属する遺構である。この遺

構は出土遺物が多く、計測を行った。計測結果は第 5章で詳しく述べる。

SK  100 

S KlOO (表 6. 図版33)は、調査区中央部北壁沿いに位置する。不整形を呈し、長さ1.4m以上、幅1.1 

m以上、深さ0.55mを測る。これは前述のように、 SK97・98と同時期で、元禄年間の大火災の焼土処理土

壊と考えられる。

第83図ー 8は、産地不明陶胎染付碗である。口径12.5cm、器高5.1cm、高台径5.1cmを測る。全体的に器壁

は厚いが、高台部はやや小ぶりである。見込みには、呉須で帆をあげた船が描かれている。 9は、肥前磁器

染付碗である。口径10cm、器高5.2cm、高台径4.1cmを測る。器壁は藩く、器型はやや丸みを帯びている。高

台部のつくりも薄い。外面には、松竹梅文をコンニャク印判で施している。また、高台内に「太明年製」の

銘が見られる。大橋氏の編年N期に属する。 10は、土師質土器皿である。口径（推） 9,6cm、器高1.5cmを測

る。胎土はにぶい橙色を呈し、手づくね成形で、外面は指頭圧調整、内面はヨコナデ調整、内面底部にはナ

デ調整が施されている。口縁部に煤が付着していることから灯明皿として使用されていたと考えられる。

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭と考えられる。 III-2a期に属する遺構である。
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S K93 

S K93 (表6) は、調査区東部西壁沿いに検出した。平面形は不整形を呈し、長さ1.3m、幅0.9m、深さ

0. 36mを測る。

第83図ー11は、上層で出土した丹波焼水注である。器高（残） 4. 4cm、高台径5.9cmを測る。高台内の削り

は浅い。内外面には鉄釉が施されているか、高台部は無釉で、高台内に「申上」（進上の意味か）「ふの」の墨

書がある。体部には把手の痕跡か残る。その他には、肥前磁器コンニャク印判文碗・ 草花文碗（大橋氏編年

N期）や京焼系陶器碗、難波洋三氏の分類（難波1992年） G類の土師質土器焙烙など幅広い年代の遺物が出

士した。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-19世紀初頭と考えられる。 III-2b期-III-3a期に属する遺構で

ある。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第 3次面は、前述したように調査区西部に南北に走る地割溝SD03 (表6. 図版33) を検出した。出土遺

物の年代観から、 18世紀後半頃まで使用されていたと考えられる。また、調査区北東部から SVOl-03を並

んで検出した。
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第84図 S VOl・02・03遺構図

SV01•02•03 

S VOl-03 (第84図・ 図版33) は、調査区北東部に位置する鼈である。燃焼室が3基並ぶ。燃焼室の大き

さは、 S VOlは直径（推） 0.5m、深さ0.15m、半分は北側調査区外へ広がる。 S V02は直径0.5m、深さ

0.16m、S V03は直径0.5m、深さ0.15mを測る。焚き口の痕跡は見られなかったが、 おそらく西側にあっ

たと考えられる。骨材はなく、粘土によって壁面を構築している。燃焼室内には、炭化物が薄くたまり、周

辺は若千赤く変色していた。

第85図ー 1は、 S V03の埋土から出土した丸瓦である。全長（残） 15. 2cm、丸瓦部幅（残） 8. 2cm、高さ

8 cm、厚さ1.8cmを測る。玉縁部は欠損していた。全体に白く変色していた。丸瓦部凸面は縦方向のヘラナ

デ調整で、一部煤が付着している。 凹面にはわずかに布目痕が見られ、側縁部はヘラケズリ調整が施されて

いる。

出土遺物は少なく、年代を決めるのが難しいが、 18世紀中頃と考えられ、 III-2 b期に属する遺構と思わ

れる。 この遺構に伴う建物などは、確認できなかった。隣接する第51次調査B-1-4区でも半地下式の 3

基 l組の寵 (SVOl・02・03)が検出されている。年代は18世紀前半代とされており、燃焼室の大きさもほ

ぼ同じであることから、当時の鼈の一形態としてとらえられる。

S K45 

S K45 (表 6) は、調査区南西部に位置する。不整形を呈し、長さ2.05m、幅0.85m、深さ0.81mを測る。

第85図ー 2は、軒丸瓦である。小型であり、飾瓦であろう。 8弁の菊花文が施されている。丸瓦部は欠損

している。瓦当部径7.9cm、文様区径5.4cm、周縁部幅1.2cm、瓦当部厚 2cmを測る。瓦当部上部から丸瓦部

凸面にかけて縦方向のナデ調整の後、瓦当部周縁側面にナデ調整を施している。瓦当部周縁は周縁にそって

ナデ調整、瓦当部裏面もナデ調整が見られる。 3・4は、肥前磁器染付碗である。 3は、 ロ径（推） 10.8cm、

器高 5cm、高台径4.2cmを測る。高台部は薄づくりである。外面に草花文を描き、見込みは蛇ノ目釉ハギが
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施され、アルミナ砂が付着している。高台畳付は無釉で砂が付着している。 4は、口径10.2cm、器高5.3cm、

高台径4.2cmを測る。外面に二重網目文を描く。 3・4とも大橋氏の編年のN期に属する。 5は、京・伊賀

・信楽焼土瓶蓋である。直径9.4cm、器高2.5cm、底径3.5cm、つまみ部幅2cmを測る。上面に灰釉が施され

ているが、下面は無釉である。 7は、丹波焼瓶である。器高（残） 17. 1cm、底径8.4cmを測る。外面には塗

土か施され、内面は無釉である。外面肩部と内面底部に、焼成時についたと思われる自然釉が見られる。 8

は、瓦質士器器台である。口径35.4cm、器高11.3cmを測る。燒炉の付属品として使用されたものと思われる。

上部は端部が台形をなし、半月状の切り込みが6カ所見られる。内面から外面にかけて丁寧なヨコナデ調整

が施されている。体部上方には穿孔が6カ所施されている。外面下方には一条の沈線が見られる。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀前半と考えられる。 III-3期に属する遺構である。

S K24 

S K24 (表6) は、調査区西部西壁沿いに検出した。平面形は不整形を呈する。長さ1.5m以上、幅0.8m

以上、深さ0.08mを測る。

第85図ー 6は、瀬戸・美濃焼磁器色絵碗である。口径（推） 9.4cm、器高 4cm、高台径3.3cmを測る。腰部

より口縁部にかけて緩やかに反っている。器壁は薄いが、底部は厚く作られている。外面に花文を朱色 (10

Y R5. 5/14)で描いている。高台畳付は無釉である。 9は、土師質土器規炉である。口径17.2cm、器高17.9 

cmを測る。外面には透明釉が施され、内面は無釉である。脚は 2足のみ残っていたが、 3足であると考えら

れる。脚は、胴部とは別に作りハリッケて、ヘラケズリ調整されている。そのうちの 1脚外面に縦2.2cm、

横2.2cmの「禰」の刻印が押されている。「弥七燒炉」と呼ばれる煎茶規炉である。「弥七規炉」は、姫路東

山焼に従事し．ていた池田弥七が安政三年 (1856)に考案したものと言われている（姫路市史編集専門委貝会

1995年）。小林謙ー氏の分類（小林1991年）では IIe 1類に属すと考えられる。同様のものが脚部（刻印

有）だけであるが、第51次調壺B-1-3区SK138 (図版7-19)でも出士している。 10は、丹波焼甕で

ある。口径（推） 44.4cm、器高（残） 40. 7cmを測る。胎土は、 grayish yellow (5. 5Y8/3) を呈し、 0.1cm 

程度の小石を含む。内外面は塗土が刷毛で施されている。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半～後半と考えられる。 III-3 b期に属する遺構である。

4. 第 2次面の遺構と遺物

この面も建物を復元することはできなかった。しかし、調査区南東部に砂利敷面を検出し、これが第51次

調査B-1-4区及び第63次調査B-5区に続く路地遺構と思われる。この路地は、裏地の宅地化に伴い設

けられたと思われ（川口1997年）、『文化 (1804-17)改正伊丹之図』（第160図）に記されている路地Bに当

たると考えられる。

S K17 

S Kl7 (表6)は、調査区中央北壁沿いに検出した。平面形は不整形を呈し、長さ2.7m以上、幅2.5m、

深さ0.31mを測る。

第86図ー 1は唐津系陶器刷毛目文碗である。口径（推） 10.5cm、器高 5cm、高台径4cmを測る。内面見込

みを中心に、体部全体に白化粧土による刷毛目文を施している。高台内は深く、高台断面は三角形を呈す。

見込みは蛇ノ目釉ハギで砂が付着している。大橋氏の編年N期に属する。 2は、肥前磁器染付碗である。ロ

径（推） 10. 2cm、器高5.6cm、高台径4.1cmを測る。外面には草花文が描かれている。呉須の発色はあまりよ

くない。高台内に「太明年製」を崩した銘が見られる。高台畳付は無釉で砂か付渚している。大橋氏の編年
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N期に属する。 3は、丹

波焼鉢である。口径

（推） 11. 4cm、器高5.7cm、

底径（推） 8 cmを測る。

ロ縁部から外面体部にか

けて塗土が施されている。

4は、丹波焼徳利か。底

部のみ残存している。底

径8.6cmを測る。外面に

は灰釉を掛け、さらにそ

の上から透明釉が掛けら

れている。内面は無釉で

ある。底部には、目跡か‘

見られる。底部側面には
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第87図 S BOl遺構図

刻印が見られ、丹波窯の銘印のひとつである「吉左（衛）門」と思われる（河原1977年）。

出上遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀前半と考えられる。 III-2期に属する遺構である。

5. 第 1次面の遺構と遺物

第1次面は、調査区北部で一部三和土を検出した。 19世紀前半～後半の遺構 (SK03)に切られており、

既存建物 (SB 01)以前の建物のものである可能性が高い。また、検出した礎石の多くは、既存建物 (SB

01)のものである。この建物は、第51次調査B-1-4区SBOlの続きである。礎石痕と考えられる SK04 

からは、 19世紀前半～後半の遺物が見られ、 19世紀後半以降に建てられたと考えられる。南壁沿いに検出し

た礎石も既存建物 (SB02)に伴うものである。この礎石は第63次調査B-5区SBOlの続きにあたる。ま

た、西部で検出した SDOlは、前述した地割溝SD03・17を石積溝に作り替え、屋敷境として利用したもの
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と考えられる。

S 801 

S B01 (第87図・図版33)は、桁行2間半（東

西4.923m)、梁行3間（南北5.907m) を測る。

既存建物である。前回報告した第51次調査B-1

-4区SB01に続く。合わせると、桁行5間

(9. 845m)、梁行3間（南北5.907m) を測り、北

側を間口とした 2軒の長屋と考えられる。 B-1

-4区SB01と同じく、下面の遺構から、 19世紀

前半までの遺物が出土しており、 19世紀後半以降

に建てられたと考えられる。 Ill-3b-N期に属

する。

S 802 

S B02 (図版33)は、南壁沿いに検出した礎石

列である。この礎石列は、第63次調査B-5区s

B01の続きである。 19世紀前半以降に建てられた

と考えられており、桁行5間半（東西10.8295

m)以上、梁行2間（南北3.938m) を測る。 Ill

-3b-N期に属する。

S UOl 

S UOl (第88図・図版33)は、調査区南西部に

位置する便槽桶である。平面形は円形を呈し、木

桶の直径0.52m、深さ0.45m、掘形の直径0.61m、

深さ0.53mを測る。

第86図ー 5・6は、掘形出士の遺物である。 5

は、瀬戸・美濃焼染付端反皿である。口径（推）

13.8cm、器高 4cm、高台径（推） 6. 7cmを測る。

外面には草文が描かれ、内面には山水文を描いて

いる。高台内には銘が見られる。 6は、 ミニチュ

ア士製品蓋物蓋である。口径（推） 5.4cm、器高

1. 5cm、つまみ径0.8cmを測る。型押し成形で、外

面全体には透明釉、花がかたどられている部分に

は白色釉が、その上から緑釉が掛けられている。

2m 内面は無釉で指頭圧調整されている。 7は、産地

第89図 S D01遺構図

不明湯呑茶碗である。完形で出土した。口径6.5

cm、器高7.5cm、高台径4.1cmを測る。内面には

pale greenish yellow (10Y9/l. 5)、外面には暗

赤褐色 (5YR3/6)の釉が掛けられている。 古ム向 口
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第90図 S DOI埋土出土遺物

畳付は無釉である。

出土遺物を概観すると、 19世紀前半-20世紀に入ると考えられる。 IIl-3b-N期に属する遺構である。

第2次面で検出したSU02は、 SUOlの北隣りに位置する。年代観が19世紀前半～後半であることから同時

期に使用されていたと考えられる。しかし、このSU02の年代観から、 SU02の方が先に廃棄され、その後

単独で使用されていたと思われる。

S D01 

S DOI (第89図・固版33) は、調査区西部に位置する。花岡岩を用い西側に面を揃える。石積溝と思われ

る。検出長は5.5mを測る。

第90図ー 1-4は、埋上より出土した遺物である。 1は、瀬戸・美濃系陶器蓋物蓋である。口径10.4cm、

器高3cm、つまみ径4.2cmを測る。器壁はやや厚いが、全体に透明釉が掛けられ、一部鉄釉で文様が描かれ

ている。全体に貰入が見られる。 2は、瀬戸・美濃焼染付端反碗である。口径（推） 8.2cm、器高4.5cm、高

台径3.2cmを測る。口縁部の反り方は弱く、高台部の断面は逆三角形を呈す。外面に立涌草花文が描かれ、

見込みにも草花文が見られる。高台内には変形字を方形枠内に書き込んでいる。藤澤良祐氏の分類（藤澤

1998年） IE類に属し、近世瀬戸磁器編年表（藤澤1998年）によると、 II期に属する。 3は、軟質施釉陶器

であるが、器種は不明である。円形に近い型になると考えられ、直径18.4cm、器高（残） 2. 7cmを測る。側

面から内面にかけて透明釉が掛けられている。把手がハ リッケられ、底部は 1カ所5cmX4cmの楕円形にく

りぬかれている。焼継ぎも見られる。外面底部を見ると、下に何かを張り付けていたような痕跡が見られた。
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4は、明石焼播鉢である。口縁部は欠損している。器高（残） 8.8cm、底径14.1cmを測る。外面体部はロク

ロ右回転ヘラケズリ調整、外面底部は未調整で離れ砂が付着している。播目は内面に 8本単位で、見込みに

は放射状に 7本単位で施されている。

第3次面SD03の年代観から、溝構築年代は18世紀後半以降と考えられる。溝埋士から19世紀前半～後半

の遺物が出土しており、この埋土上に漆喰やコンクリートがみられる。このことから、 19世紀後半以降に一

度造り替えられたと考えられる。現代まで屋敷境として利用されていた。 III-3期-N期に属する遺構であ

る。

6. まとめ

B-9区は、周りを前回報告した地区に囲まれた調査区であった。そのため、前回の報告をさらに確実な

ものにする遺構を多く検出した。

まず、 III-1期以前の遺構は確認できなかった。 IIl-2a期になると、調査区北部に遺構が集中する。大

きな遺構が多く、中には焼土や炭化物を含んだ土塘も見られた。 III-2 b期では、調査区西部を南北に走る

溝SD17・03を検出した。この溝は元禄七年 (1694)の絵図では、「町代佐兵衛」の屋敷地の東端と一致す

る。この溝の東側では、元禄年間の焼上処理土壊SK98・100があり、この大火災に遭った建物が建ってい

た可能性がある。とすれば、元禄七年以降元禄十二年 (1699) あるいは元禄十五年 (1702) までの間に建っ

た建物ということになる。しかし、その後の廃棄土壊も多く見られ、空き地か裏庭的空間だった時期もある

と思われる。その後、 18世紀前半～後半には、竃SVOl-03が築かれており、再び小規模な建物が建ったと

考えられる。 18世紀後半には、 SD17・03は北側部分が、石積溝SDOIにかわる。またSDOIより東側では、

この時期の建物の復元はできなかったが、 19世紀前半～後半の遺構に切られた三和土を一部検出し、既存建

物以前の建物の存在か伺われる。 III-3a期に入ると、『文化 (1804-17)改正伊丹之図』（第160図）に見ら

れるように調査区の南側に「J_」字形の東西方向に延びる路地（第160図路地B)が作られる。 SK18・45 

などは、路地に掘られた廃棄土塘であろう。 IIl-3b期になると、調壺区北側は、 SDOlを屋敷境とする、

既存建物SBOl・02が建てられる。
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第 8節第83次調査B-10区

B-10区は、猪名野神社参道から西側に延びた小道に面し、その南側に位置している。西側は、前回の

『有岡城跡・伊丹郷町V』（藤井直正他1997年）で報告した第51次調査B-1-4区、南側は今回報告する第8

6次調査B-12区と接している。この地区は、『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵図』（第159図）によると、

「北少路村」にあたり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）では、猪名野神社参道に二

間の間口を持つ「五郎兵衛」の屋敷地内の西側にあたると考えられる。調査面積は94.62面である。

1. 基本層序

遺構面は、 4面検出した。地山面は、全体的に0.P. = +19. OOOm前後を測り、平坦であった。堆積層は

0. 7m前後を測り、西隣りのB-1-4区とほぼ同じである。地山直上に第 4次遺構面（現地表面より約60

cm下）を検出した。その上に第 3次遺構面褐色砂質士層（第92図第11層、現地表面より約45cm下）、第 2次

遺構面を形成する褐色砂質士層（第92図第 9層、現地表面より約30cm下）．にぶい黄褐色砂質士層（第92図

第10層、現地表面より約30cm下）が堆積する。その上層には、オリーブ褐色砂質土層（第92図第 8層、現地

表面より約25cm下）、第 1次遺構面のベースとなる黄褐色砂質土層（第92図第 7層、現地表面より約15cm

下）を検出した。

2. 第 4次面の遺構と遺物

第4次面では、建物は確認できなかったが、地割溝と思われる SDl3・14を検出した。

S D13 

S Dl3 (第93図）は、調査区西部に位置する南北方向に延びる溝である。検出長5.95m、幅 lm、深さ

0. 2mを測る。両端は調査区外に延びると考えられ、南側は第86次調査B-12区SD03に続くと思われる。

埋土は、 1層である。

第97図ー 1-3は、唐津焼である。 1は、皿である。器高（残） 2.1cm、高台径4.4cmを測る。内面から高

台脇にかけて灰釉が掛けられ、見込みには砂目が見られる。 2は碗である。器高（残） 3. 1cm、高台径（推）

5. 8cmを測る。内面から外面高台内にかけて灰釉が掛けられているが、発色が悪く、全体的に白っぽく変色

している。見込みと高台畳付に砂目が付着している。 3は、溝縁皿である。器高（残） 2.1cm、高台径（推）

4.6cmを測る。内面から外面にかけて透明釉が掛けられている。見込みに砂目が付着している。 1-3とも

大橋康二氏の編年（大橋1989年） II-1期に属する。 4は、唐津系陶器呉器手碗である。器高（残） 3 cm、

高台径4.6cmを測る。高台畳付に砂が付着している。大橋氏の編年III期に属する。

出士遺物を概観すると、 17世紀前半～後半と考えられる。 III-1 b-2 a期に属する遺構である。後述す

るSDl4と同じ地割溝と思われる。

S D14 

S Dl4 (第94図）は、 SDl3の東隣りに検出した。北側は南北方向に延び、南側で「コ」字形に分流する

溝である。両端は調査区外に延びると考えられるが、第86次調査B-12区では検出されなかった。南側の東

西に延びる区間は、第 3次面SD07とほぼ同じ位謹にあり、屋敷境を表している可能性がある。検出長（南

北） 6.3m、（東西） 5. 5m、最大幅1.55m、深さ0.15mを測る。埋上は、黄褐色砂質土層の 1層であった。

第97図ー 5は、唐津系陶器呉器手碗である。器高（残） 3. 5cm、高台径4.7cmを測る。高台畳付に砂が付着

-95-



w 

1. 表土

2. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 
(2 -10cm大の礫・遺物・焼土含む）

3. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

4. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 

5. 褐色砂質土層lOYR4/4 

(2 -10cm大の礫・遺物・焼土・炭化物含む）

6. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 (砂利多く含む）

7. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/3 

8. 明黄褐色粘質士層 2・5Y6/8 

9. 褐色砂質土層lOYR4/6 

10. 黄褐色砂質士層lOYR5/6 

11. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/6 
12. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/3 

(2-8cm大の礫含む）

13. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 
(3 -10cm大の礫・遺物含む）

14 

26 

14. 暗オリープ褐色砂質土層 2・5Y3/3 

15. 黄褐色砂質士層 2・5Y5/4 
(l-5cm大の礫・炭化物含む）

16. オリープ褐色砂質士層 2・5Y 4/3 

(5 cm大の礫含む）

17. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
(l-6cm大の礫・遺物含む）

18. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 (砂利多く含む）

19. 褐色粘質土層lOYR4/6 

20. 褐色砂質士層lOYR4/4 
(6-14cm大の礫含む）

21. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/4 

（炭化物含む）

22. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

23. 褐色砂質土層lOYR4/6 
(4-6cm大の礫多く含む）

゜
第91図 B-10区北壁土層図

0. P. =19. 300m 
E 

0. P. =19. 300m 
E 

24. にぶい黄褐色砂質土層lOYR5/3 

25. にぶい黄色砂質土層 2・5Y6/4 

26. にぶい賀褐色砂質土層lOYR5/4 

27. 暗褐色粘質士層 7・5Y R3/4 (砂利多く含む）

28. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
(1 cm大の礫含む）

29. 褐色粘質土層 7・5Y R4/6 

30. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 (炭化物含む）

31. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 

32. にふい黄褐色砂質土層lOYR5/3 
(4-6cm大の礫含む）

33. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 

34. 黒褐色灰層lOYR2/3 

35. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 

1 :40 2m 

している。大橘氏の編年III期に属する。 6は、唐津焼皿である。口径（推） 12cm、器高3.4cm、高台径（推）

4.2cmを測る。内面から外面口縁部にかけて灰釉か施されている。見込みに砂目か見られる。大橋氏の編年

II-1期に属する。 7は、士師質土器皿である。口径（推） 10. 9cm、器高（推） 1. 3cmを測る。胎土は、灰

黄色 (2.5Y7 /2) を呈す。手づくね成形で、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面は指

頭圧調整を施している。

出土遺物を概観すると、前述した SDl3と同じく 17世紀前半～後半であった。 III-1 b -2 a期に属する

遺構である。
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口
0. P. •19. 300m 

11 S 

1. 表土
2. 暗褐色粘質士層lOYR3/4 
3. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 
4. 暗褐色砂質土層lOYR3/4 
5. にふい賀褐色砂質土層lOYR4/3 
6. 暗褐色砂質土層lOYR3/3 
7. 黄褐色砂質土層 2・5Y5/4 
8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/4
9. 褐色砂質土層lOYR4/4 
(5 cm以下の礫を多く含む）

10. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
11. 褐色砂質土層lOYR4/6 
12. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
(5 cm以下の礫を多く含む）
13. 黄褐色砂質土層lOYR5/6 
(10cm大の礫を含む）
14. 褐色砂質土層lOYR4/4 
15. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
(10cm以下の礫を多く含む）

゜

16. にぶい黄褐色砂質土層lOYR4/3 
(3 cm以下の礫を含む）

17. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 
18. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 
19. 黄褐色粘質士層lOYR5/6 
(1 cm以下の礫を若干含む）

1 :40 2m 

第92図 B-10区東壁土層図

S K87 

S K87 (第95図・ 図版38) は、調査区東部南壁沿いに位

置する。平面形は不整円形を呈す。長径1.lm、短径0.95

m以上、深さ0.38mを測る。焙烙が多く出土した。

第97図ー 8は、肥前磁器染付碗である。器高（残） 5. 7 

cm、高台径（推） 4. 4cmを測る。高台畳付は無釉である。

大橋氏の編年II期に属する。 9-11は、土師質士器焙烙で

ある。 9は、はぼ完形で出士した。胎士は、 dullorange 

(7. 5Y R6/4) を呈す。口径23.3cm、器高 6cmを測る。内

面から外面口縁部にかけて炭化物が付着している。口縁部

から底部にかけて丸みを帯び、屈曲するタイプである。調

整は、内面底部はナデ調整、内面口縁部から外面体部はヨ

コナデ調整、外面体部から底部にかけては未調整である。

難波洋三氏の分類（難波1992年）のE類に属する。 10は、

胎土は橙色 (7.5YR7/6) を呈す。口径（推）34. 7cm、器

高（残） 4. 5cmを測る。これも口縁部から底部にかけて丸

みを帯び、屈曲するタイプである。また口縁部は 9よりも

丸みを帯びている。内面口縁部から外面体部にかけてナデ

調整、内面体部はヨコナデ調整が施されている。難波氏の

分類のE類に属する。 11は、胎土に0.1cm程の礫を含み、

橙色 (7.5Y R6/6) を呈す。口径31.7cm、器高（残） 8.6 

cmを測る。口縁部に若干の歪みが見られる。調整は、内面

A
-
W
 

A' 
0 P. =1屯堕Om

E 

翫
A-A' 

I. にぷい黄褐色砂質土層JOYR4/3 

B

W

 

B' 
0. P. =1 fUQ_Om 
E 

疇
B-B' 

1. にぷい黄褐色砂質土府IOYR4/3

2m 

第93図 S Dl3遺構図
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B _1---B' 
_ O.P直,300m 
W E 

疇
8-8' 

I. 黄褐色砂質土層!OYRS/6 

A-A' 

I. 表土
2. 黄褐色砂質士層 2・5YS/4 
（砂利多量に含む）

3. 貧褐色砂質土層 2・5YS/3 
4. オリープ褐色砂質土屑 2・5Y4/4 
5. 褐色砂質土層lOYR4/4 
（炭化物 ・焼士 ・遺物 ・2-10四大の礫含む）

c
_
W
 

6. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/3 
(2 ~ 8cm大の礫含む）
7. 明黄褐色枯質士暦 2・5Y6/8 
8. 褐色砂質土層IOYR4/6 
9. オリープ褐色砂質土層 2・5Y4/6 
10. 黄褐色砂質土層IOYR5/6 

C' 
0. P. =19. 300m 
E 

C-C' 

黄褐色砂質土層JOYRS/6 

D 
―_ OP•19~ 珈
s 

1 
N 

疇
D-D 

I. 黄褐色砂質土府!OYR5/6 

2m 

第94図 S Dl4遺構図

体部から外面体部にかけてヨコナデ調整、内面底部はナデ調整、外面底部は未調整、外面体部と底部の接合

部をヘラで削り面取りを施している。口緑端部に 2カ所、粘土を足した把手が付される。把手は直径4mmの

未貫通の 2類（難波1992年）の穿孔か見られる。難波氏の分類のD類に属する。

出土遺物を概観すると、 17世紀前半-18世紀初頭と考えられ、 III-lb-Za期に属する遺構である。

第4次面精査時出土遺物

第97図ー12は、中国製青花皿である。口径（推） 9.4cm、器高2.35cm、高台径（推） 4.8cmを測る。外面に

は唐草文、内面には十字花文が見られる。小野正敏氏の分類（小野1982年） B 1群VI類に属す。

3. 第 3次面の遺構と遺物

第3次面は、 III-2期 (17世紀後半-18世紀後半）の遺構を中心に検出した。建物の痕跡は検出できなか

ったが、第 4次面に続き地割溝SD07・10を検出した。これらの溝は消減するが、その位置は現代の地割と

も一致する。また、焼土を含んだ上墟SK58や埋桶SU03・04を検出した。
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S D07 

S D07 (第96図・図版38) は、調査区

南部に東西にわたって検出した溝である。

検出長9.3m、幅0.5m、深さ0.08mを測

る。出土遺物に、肥前磁器染付碗（大橋

氏編年Ill期）や丹波焼揺鉢（大平茂氏編

年のVI型式（大平1992年））が出土して

いる。出土遺物を概観すると、 17世紀後

半～末と思われ、 m-za期に属する。

この溝は、『元禄七年 (1694)柳沢吉保

領伊丹郷町絵図』（第159図）の「五郎兵

衛」の屋敷地南端ラインと一致し、地割

溝であることが判明した。この地割は現

代まで変わっていない。また、この溝の

直下が、第 4次面で述べた SDl4と一致

する。 SDl4の年代観が、 17世紀前半～

後半であることから、 17世紀後半に SD

14の溝の南側の東西方向に広がる部分の

位置に、 SD07が構築されたと思われる。

□
 

《

~ B 
fa 

z
 

0. P. = Jj!. 300m 
s 

1. 明赤褐色粘質土層 5Y R5/8 

1m 
S D10 

S DlO (第96図・図版38) は、調査区 第95図 SK87遺構図

西部を南北に走る溝である。検出長5.7m、幅0.6m、深さ0.18mを測る。南北に延びると考えられるか、南

側の第86次調査B-12区では検出できなかった。出土遺物は図化できなかったが、京焼風陶器碗（大橋氏編

年III期）、肥前磁器一重網目文碗（大橋氏編年III期）や土師質土器焙烙（難波氏分類C類）などが出士して

いる。出土遺物を概観すると、 17世紀後半と考えられ、 III-2a期に属する遺構と考えられる。また、 SD

10の直下が、第 4次面SDl3にあたり、地割溝と思われる。 SDl3も、 17世紀後半までに廃絶後、 SDlOに

造り替えられたと思われる。

S U03 

S U03 (表6)は、調査区南東端に位罹する。木桶底部跡のみ検出した。円形を呈し、直径2.3m、深さ

0.44mを測る。

第97図ー13は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 9.4cm、器高5.8cm、高台径3.8cmを測る。外面に丸文

が描かれている。大橋氏の編年のN期に属する。 14は、士師質土器皿である。口径7.6cm、器高2.1cmを測る。

ロ緑部は、やや直線ぎみにのびている。内面はナデ調整、外面には指頭圧調整後ナデ調整を施している。ロ

縁部には煤が付着していることから、灯明皿として使用されていたと考えられる。川口宏海氏の分類（川口

1997年b) IT (伊丹郷町期） 1型式A類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半～中頃と考えられる。 III-2b期に属する遺構である。

S U04 

S U04 (表6)は、調査区南部中央に検出した。埋桶遺構である。平面形は円形を呈する。内矩の直径1
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第96図 S D07・10遺構図

Kl 0-d7 

哨

m、深さ0.55m、掘形の直径1.4m、深さ0.6mを測る。木桶の遺存状況は悪い。

Kl 0-c7 

疇

2m 

第97図ー15は、掘形出上の軒桟瓦である。全長（残） 8.8cm、瓦当部厚4cm、文様区厚2.4cmを測る。文様

は比較的伸びやかな均整牌草文である。瓦当周縁部は周緑に沿ってナデ調整、顎下部から瓦当部裏面、平瓦
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第97図 SD13 (1-4)・SD14 (5-7)・SK87 (8-11)・ 第4次面精査時 (12)・SU03 (13・14)・ 

S U04 (15・16)・S K58 (17)出土遺物

部との接合部分までナデ調整を施している。平瓦部凹面はナデ調整、凸面は未調整である。 16は、士師質土

器皿である。口径7.2cm、器高2.1cmを測る。内面底部はナデ調整、内面口縁部はヨコナデ調整、外面は指頭

圧調整後ナデ調整を施している。口縁部に煤が付着していることから、灯明皿として使用されていたと考え

られる。川口氏の分類 IT(伊丹郷町期） 1型式A類に属する。他に図化しなかったが、 肥前磁器染付碗

（大橋氏編年N期）や肥前白磁紅皿などが出土している。出土遺物を概観すると、 18世紀中頃～後半と考え

られ、 III-2b期に属する遺構である。
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S K58 

S K58 (表 6) は、調査区北東部に位置する。

平面形は長方形を呈し、北側は調査区外に広が

ると考えられる。長さ3.7m、検出幅1.Sm、深

さ0.4mを測る。埋土に若干焼土を含んでいた。

第97図ー17は、備前焼瓶である。器高 （残）

10cm、底径6cmを測る。外面底部に「◎」の刻

印が見られる。備前焼の刻印に似たものはある

が、全く同じものはない（桂1973年）。時代的

にも、若干の違いがみられる。他に、肥前磁器

染付碗（大橋氏編年III期） なども見られた。

出上遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀

初頭と考えられ、 III-2a期に属する遺構であ

る。

4. 第2次面の遺構と遺物
•>

第 2次面も、建物を復元できる礎石や柱穴を
SP23 

検出することはできなかった。 しかし、調査区

I山
lm 南部に、東西に多数連なる柵列と考えられる遺

構を検出した (S AOl)。これは前述した SD
第98図 S AOl遺構図

07の直上にあたり、屋敷境の柵列と考えられる。
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このはか、埋桶遺構SU02や胞衣壷SI 02などを

検出した。

S AOl 

S AOl (第98図・図版38)は、直径0.2-0. 3m、

深各0.02-0. lmの柱穴 (SP23-39)がO.lm間

隔で東西に並んでいる。遺物は出土しなかった。

第3次面SD07のはは直上にあたることから、 18

世紀後半以降に作られたと考えられる。また、 S

AOlの上面の第 1次面にはW期の遺構 (SKl6) 

があり、 19世紀後半にはなくなっていたと考えら E 

れる。この柵列も屋敷境と考えられる。 III-3a

期に属すると考えられる。

S I 02 

S I 02 (第99図・図版38) は、調査区南部に位

置する。上師質土器火消壷を埋置したものである。

内容物は認められなかったが、胞衣壷と考えられ

る。建物との関係は不明であるが、周辺に士塘が

多いことから、裏庭に埋められたと考えられる。

掘形の平面形は円形を呈し、直径0.27m、深さ

0. 2mを測る。

第101図ー 1・2は、土師質土器火消壷である。

1は、火消壷蓋である。口径（推） 14.2cm、器高

1. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/8 

2. 明褐色粘質土層 7・5Y R5/6 

3. 褐色粘質士層10YR4/4

4. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 

5. 褐色粘土層lOYR4/6 

第100図 S U02遺構図

O.P.019.300m 
w 

1m 

3. 75cm、つまみ径3.05cmを測る。粘士円盤に粘土紐輪積み成形し、天井部内面と口緑部を回転台を利用して

回転ナデ調整を施している。天井部外面は、離れ砂痕が見られ、雲母が付着している。つまみ部はハリッケ

し、周りにナデ調整を施している。 2は、火消壷身である。口径（推） 11.2cm、器高14.7cm、底径11.5cmを

測る。ロクロ成形である。外面は回転台を利用し、丁寧に回転ナデ調整を施している。肩部と体部の接合部

及び体部と底部の接合部は、ヘラケズリ調整が施されている。外面底部には、離れ砂痕が見られる。川口宏

海氏の編年（川口1995年） II-2型式に属する。

出士遺物を概観すると、 19世紀前半-20世紀初頭と考えられる。 III-3b-N期に属する遺構である。

S UOl 

S UOl (表 6) は、調査区中央部のSU02の東側に位置する。掘形のみ検出した。掘形の直径0.7m、深

さ0.65mを測る。

第101図ー 3は、京焼系陶器碗である。器高（残） 4.8cm、底径（推） 2. 3cmを測る。内面から外面下部に

かけて透明釉が施されている。他には、肥前磁器丸窓文碗（大橋氏編年N期）が出土している。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半～後半と考えられ、 III-2 b期に属する遺構である。

S U02 

S U02 (第100図・図版38)は、調査区中央部西寄りに検出した。埋桶遺構である。平面形は、円形を呈

する。内矩の直径は0.75m、掘形の直径0.95m、深さは内矩．掘形とも0.66mを測る。木桶は上方のみ遺存
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第101図 S I02 (1・2)・SUOl (3)・SU02 (4)・SK38 (5・6)・SK41 (7-11) 出士遺物

していた。また下より 5cmと14cmの位置にタガの痕跡が残っていた。

第101図ー 4は、埋土出土の京・伊賀・信楽焼系蓋である。口径5.9cm、器高 2cm、つまみ径2.3cmを測る。

外面天井部には 3カ所鉄釉が施されている。他には、肥前磁器染付碗・肥前青磁染付碗（ともに大橋氏編年

N期）が出土した。

出土遺物を概観すると、 18世紀前半-19世紀初頭と考えられ、 IIl-2b-3a期に属する遺構である。
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S K38 

S K38 (表6)は、調査区中央部南壁沿いに検出し

た。平面形は不整長方形を呈し、長さ1.8m以上、幅

0.4m、深さ0.09mを測る。

第101図ー 5は、柿釉灯明受皿である。口径9.3cm、

器高1.9cmを測る。外面口縁部から内面にかけて透明

釉が施されている。受けの部分には、半月状の切り込

みが見られる。口縁部には煤が付着している。外面底

部に右回転糸切り痕が見られる。 6は、瀬戸・美濃焼

系陶器ヒダ皿である。口径（推） 12cm、器高 3cm、高

台径5cmを測る。口縁部がヒダ状に波打っており、内

外面に透明釉が掛けられ、一部貫入が見られる。高台

畳付は無釉である。他に、肥前磁器コンニャク印判文

碗（大橋氏編年W期）などが出土している。

出士遺物を概観すると、 18世紀前半～後半と考えら

れ、 III-2b期に属する遺構である。

S K41 

y
 

上面

下面

S K41 (表6)は、調査区中央部に位置する。平面

形は隅丸長方形を呈する。長さ1.9m、幅0.85m、深

さ0.08mを測る。

第101図ー 7・8は、急須である。 7は、産地不明

である。口径（推） 5. 8cm、器高6.1cm、高台径5.1cm 

を測る。口縁端部及び高台畳付は無釉である。全体に

灰釉を掛け、外面には藁灰釉が掛けられている。外面

上部には文字を焼き付けた跡が見られる。また、高台

内には「會寧」の刻印が見られる。「會寧」とは、北

朝鮮北部豆満江中流左岸の町、会寧である。 8は、肥

前系青磁である。口径（推） 6 cm、器高5.1cm、底径

5.6cmを測る。口縁部から外面下半にかけて貫入が見

られる。底部と口縁端部から内面にかけて鉄銹が施さ

れている。 9は、信楽焼樽である。化学薬品を入れた

ものにこのような形が見られる。口径（推） 9. 7cm、器高38.1cm、底径24.2cmを測る。外面下部に中空の獣

0. P. = 
19. 300m 
w 

1. 褐色粘質土層lOYR4/6 

2. にぶい黄褐色枯質土層lOYR4/3 

3. 暗褐色粘質土層 7・5Y R3/3 

4. オリープ褐色粘質士層 2・5Y 4/ 4 

5. 褐色粘土層lOYR4/4 

6. にぶい黄褐色粘土層lOYRS/4 

7. 褐色粘質士層 7・5Y R4/3 

8. 暗灰黄色粘質土層 2・5Y 4/2 

9. 黄褐色土層 2・5YS/3 

lm 

第102図 SWOl遺構図

頭が貼り付けられ、先端に直径2mmの穿孔が見られる。外面底部は無釉である。内面から外面にかけて鉄釉

が掛けられ、さらに外面にはdarkblue (3PB1. 5/ 4)の釉が掛けられている。口縁端部は釉が削られ、無

釉になっている。 10は、肥前磁器染付段重蓋である。口径12cm、器高 3cmを測る。外面天井部には、扇形と

洲浜形に山水文が描かれている。また「裳相何事手宋回水碧□明 雨束苔 二丁口統 □夜月 不曲膚
愁 却飛来」の七言絶句が見られる。 11は、肥前磁器染付皿である。口径（推） 18.5cm、器高 3cm、高台径

11. 4cmを測る。内面には洲浜形内に梅文を描き、紗綾文を墨弾きの技法で描いている。見込みには手描きの
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五弁花が丁寧に描かれている。高台

内には目跡が3カ所、また「太明成

化年製」の銘が見られる。大橋氏の

編年W期に属する。

出土遺物を概観すると、 11は、 18

世紀前半の遺物であるが、他は19世

紀前半～後半と考えられ、 III-3 b 

期に属する遺構である。

゜
20cm 

。
30cm 

第103図 SWOl出土遺物

5. 第1次面の遺構と遺物

第1次面では、調査区東部に若干

三和土を検出した。礎石などは検出

できず、様相を充分に復元すること

には至らない。時期的には、 19世紀

後半以降の面と考えられる。

SWOl 

SWOl (第102図・図版38) は、

調査区西部に位置する。便槽甕であ

る。初期のものは、直径0.58m、深

さ0.7mの桶を据える。桶の掘形よ

り肥前磁器染付碗（大橋氏編年N

期）や土師質上器焙烙（難波氏分類

E類）が出土しており、遺物の年代

観から18世紀前半と考えられる。 2

期目には、さらに直径0.45m、深さ0.25mの木桶を入れている。 3期目は、さらにその中に丹波焼甕を据え

て便槽としている。これは18世紀代のものである。 4期目には、これを廃して大谷焼鉢を埋置している。掘

形の平面形は楕円形を呈し、長径0.84m、短径0.68m、深さ0.57mを測る。このように 4度造り替えられて

いる。

第103図ー 1は、 3期目の便槽の丹波焼甕である。口径18.7cm、器高20.4cm、底径11.4cmを測る。外面底

部以外には、塗土が施され、随所に灰釉が流し掛けられている。 18世紀代の遺物である。 2は、 4期目の大

谷焼鉢である。口径（推） 58.4cm、器高32.8cm、底径26.6cmを測る。内面には、白色の付着物が見られる。

外面口縁部から内面にかけて、鉄釉が施されている。外面体部は無釉、外面底部は未調整である。川口宏海

氏の分類（川口1992年） 3型式に属する。

出士遺物を概観すると、 18世紀前半-20世紀初頭と考えられ、 III-2b期-N期に属する遺構である。

第 2次面精査時出土遺物

第2次面精査時より、現川焼碗片（図版40)が出土している。器高（残） 3 cm、高台径（推） 3.5cmを測

る。胎土は非常に密で、色調は小豆色 (10R3/5) である。内面は刷毛目で、外面には円文を施した「蛍手」

と呼ばれるものである。第 7節B-9区第 4次面SK98 (第83図ー 4・図版34-3) で出土していたものと
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同じである。

6. まとめ

B-10区では、時代を通して溝や廃棄土壊が中心であった。昭和三十六年の航空写真（図版 1)撮影時に

は、建物の存在が確認されているが、 19世紀末までは、裏庭的空間だったと思われる。 SWOlは、裏庭端に

設けられた便所であるが、上屋は明確にはならなかった。このように建物遺構は確認できなかったが、多く

の地割溝を確認できたことは特筆される。検出した地割溝は、 17世紀前半には造られていたことが判明した。

その後多少の変化はあるものの、現在とあまり変わらずに推移していることもわかった。 17世紀前半に造ら

れた南北方向の背割線SDl7・03は、この調査区に隣接する B-5区SAOl、B-6区SAOlでも確認され

ている。これらに共通するのは、猪名野神社参道より、西へ30-35m入った付近で検出されていることであ

る。また、それより束側では、人家は検出されていないことから、『延宝五年 (1677)伊丹郷町地味委細絵

図』（第159図）に見られるように畑であったと想定される。その後、 17世紀前半に造られた溝は、 17世紀後

半頃に SD07・10として造り替えられ、拡張される。これは、通りから外れた場所に建物が建てられるよう

になったためであり、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）に見られるような町並みが成

立したためと思われる。このように、小きい調査区ではあったが、地割の変遷が確認できたことは大ぎな成

果であった。また、焙烙が多量に出士した士壊SK87など興味ある遺構も見られた。
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第9節第86次B-11-1区

B-11-1区は、猪名野神社参道と西側の万町通りの間に位置する。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹

郷町絵図』（第159図）によると、庄屋太郎左衛門の屋敷地に当たる。『天保十五年 (1844)伊丹郷町分間絵

図』（第159図）では、「北少路村」に相当する。調査面積は、 177m'である。

1. 基本層序

上面の攪乱が激しかったため、調査面は 2面であった。地山面は0.P. =19. OOOm前後を測る。西壁士層

を観察すると、地山直上に、褐色系の土層（第104図第 6・62・65層、現地表面より約60cm下）が堆積して

いる。その上層に、第 1次遺構面（第104図第27・55層、現地表面より 40cm下）がみられた。それより、上

層は主に攪乱層（第104図第 2・6・3層など）である。

2. 第2次面の遺構と遺物

第2次面では、 16世紀末-17世紀代の溝を調査区西側で検出した。その他にも、 16世紀末-17世紀代の廃

棄土横を多く確認した。

S DOB 

S DOSは、調査区の西側に位罹する（第105図・図版42)。南北方向に延びており、検出長5.6m、幅4.35 

m、深さ0.25mを測る。断面は、両端が緩やかに傾斜し、埋土は、黄褐色士系の土層（第104図第11-13

層）が3層堆積する。人工的なものと考えられており、南側の調査区で続きが確認されている (B-1 -3 

区SD05・B-3区SD06)。SDOSの溝底は、 0.P. = + 18. 700m、B-1-3区SD05では0.P. =+ 

18. 500m、その南側のB-3区SD06では0.P. = + 18. 600mであり、流路は北→南である。

第107図ー 5・6は、土師質土器皿である。 5は、口径（推） 7. 7cm、器高1.5cmを測る。ヘソ皿タイプで、

胎土は、 lightyellow orange (7. 5Y RS/3) を呈する。調整は、内面はナデ調整、外面は指頭圧調整であ

る。川口宏海氏の分類（川口1997年b)AR  (有岡城期） 2型式B類に属する。 6は、口径（推） 12cm、器

高1.5cmを測る。胎土は、 paleyellow (2. 5Y8/3) を呈する。調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、体部

内外面はヌキナデ調整である。川口宏海氏の分類AR (有岡城期） 2型式C類に属する。

出土遺物を概観すると、 16世紀後半と考えられる。この溝の続きからは、 15世紀中頃-16世紀後半の年代

観が考えられており、よって、 I -II期に属する。

S D07 

S D07は、西壁沿いに位置する（第106図・図版42)。検出長3.2m、幅1.Sm、深さ0.25mを測る。上面の

遺構によって上部は攪乱されていた。断面形は台形状を呈し、埋土はオリーブ褐色系の土層が2層である。

万町通りに沿って設けられている。この溝は、南側へ続いており 、第51次B-3区SDOS・B-2 -2区S

Dl5につなかっている。出土した遺物は、 17世紀末頃のものも出土しており、この頃まで利用されていたと

思われる。この溝の続き第51次調査B-3区SDOSからは、 16世紀後半の遺物がみられることから、 16世紀

後半には埋没するが、場所によって再び利用され、 17世紀後半まで使用されたと思われる。 B-8区SD04 

でも同じ状態であった。流路は北→南である。

第109図ー 4は、土師質土器皿である。口径（推） 7.4cm、器高1.6cmを測る。調整は、内面はナデ調整、

外面口縁部は、ヌキナデ調整、外面底部は未調整である。口縁部には、煤が付焙している。川口宏海氏の分
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第104図 B-11-1区西壁・北壁土層図



類 IT(伊丹郷町期） 1型式A類に属する。

その他には、京焼風陶器碗や唐津系陶器碗

など、大橋康二氏の編年（大橋1988年） W 

期に属するものが出士した。 II-lll-2a

期に属する遺構である。

S D05 

S D05は、調査区中央を東西に延びる溝

である（第107図・図版42)。検出長17m、

幅0.5m、深さ0.2mを測る。断面はU字形

を呈し、埋土は 1層である。この溝は東側

に延びており、第78次調査B-7区SD03 

（藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町N』

1995年）• 第51次調査B-1-3区SD04 

へと続く。この溝は、当初、『元禄七年

(1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159

図）にみられる庄屋太郎左衛門と太郎左衛

門借家（住人作兵衛とさくの屋敷）との屋

敷境に当たると考えていたが一致しなかっ

た。出土遺物の年代観が17世紀後半-17世

紀末と考えられ、元禄七年以前にはこの溝

は埋めもどされたと考えられる。また、第

78次調査B-7区SD03では、 SD03の前

身である SD04を検出した。 SD04は、埋

土から16世紀末-17世紀初頭の遺物が出土

しており、このころには溝が存在していた

ことが分かった。 B-7区SD04の続きは、

この調査区まであったと思われるが、確認

できなかった。

第109図ー 1は、瀬戸・美濃焼天目茶碗である。埋土から出土した遺物である。高台径4.2cmを測る。体部
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6. オリ ープ褐色粘質土層 2・5Y 4/3 
7. 暗オリープ褐色砂質土附2・5Y3/3 
8. 黄褐色粘質土屈JOYR5/8 

9. 褐色砂質土層JOYR4/4 
（炭化物含む）

10. オリ ープ褐色粘質土層 2・5Y 4/6 
11. オリ ープ褐色枯質土層 2・5Y 4/6 
(l0-15cm大の礫含む）

12. 黄褐色粘質土層JOYR5/6 
13. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 
14. 賀褐色枯質土層 2・5Y5/4 
15. にぷい黄褐色枯質土層JOYR5/4 
16. オリ ープ褐色枯質土層 2・5Y 4/3 
17. 明褐色粘質土屑7・5Y R5/6 

0 2m 

第105図 S DOS遺構図

の立ち上りは強い。高台は削り出し輪高台で、高台脇の削りは広いが、高台内の削り込みは浅い。 2は、肥

前磁器染付碗である。高台径4cmを測る。全体的に焼成は悪い。外面の文様は草文で、高台畳付は露胎であ

る。大橋康二氏の編年N期に属する。出土遺物を概観すると、 17世紀後半-17世紀末と考えられる。 III-1 

b期-III-2a期に属する。

S D06 

S D06は、北壁沿いに位置する（第108図・図版42)。検出長6m、幅0.69m、深さ0.45mを測る。土層断

面はU字形を呈し、埋士は 1層である。この溝の続ぎが、東隣B-11-2区SDOSで確認されている。

第109図ー 3は掘形から出土した肥前磁器染付碗である。口径（推） 10. 7cm、器高5.5cm、高台径（推） 4 

cmを測る。外面体部に桐文が描かれている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年N期に属する。その
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13, 明黄褐色枯質土層!OYR6/8 

2m 

第106図 S D07遺構図

他には、コンニャク印判文蓋など

が出土している。遺物の年代は、

17世紀末-18世紀前半と考えられ

る。このことから、 SD06は17世

紀末-18世紀前半に造られたと思

われる。

また、『元禄七年 (1694)柳沢

吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）

庄屋太郎左衛門の屋敷地の南北の

規模は記載されていなかったが、

この遺構の年代観から、庄屋太郎

左衛門の屋敷地北側のラインに当

たるのではないかと考えられる。

さらに、絵図には、太郎左衛門屋

敷地の南隣「塩ウリ作兵衛」のと

ころに南北十間半と記載がある。

当調壺区や東隣B-7区でも、こ

の屋敷境を示す遺構は確認できな

かったが、 SD06が北側のライン

とすると、塩ウリ作兵衛と庄屋太

郎左衛門の屋敷地の北側のラインまでは 4mあり、約 2間の大きさと想定される。また、第 1次面で検出し

たSD04と乎行しており、この溝が造られた17世紀後半以降、多少の移動はあるものの、屋敷境が存続して

いたと思われる。 Ill-2期に属する。

SK  71 

SK71は、調査区南側中程に位置する（表6)。平面形は円形を呈し、直径0.76m、深さ0.27mを測る。

第109図ー 7は、肥前青磁碗である。口径（推） 12.8cmを測る。口縁部先がやや外反するタイプである。

8は、唐津焼皿である。高台径3.8cmを測る。見込みに胎土目がみられ、内面から外面体部にかけて灰釉が

掛けられている。 7は、大橋康二氏の編年II期、 8は、 1期に属する。これらの遺物から、遺構の年代は、

16世紀末-17世紀前半と考えられる。 Ill-1期に属する。

S K45 

S K45は、西壁沿い中程に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長1.lm、幅0.53m以上、深さ

0.17mを測る。

第109図ー 9・11は、肥前磁器である。 9は、染付碗である。高台径（推） 4 cmを測る。全体的に粗製品

である。外面の文様は草花文で、高台畳付は露胎である。 11は、青磁折縁鉢である。口径（推） 36. 7cm、器

高7.7cm、高台径（推） 19.8cmを測る。内面に陽刻唐草文がみられる。高台内には蛇ノ目状に釉ハギを施し

ている。大橋康二氏の編年によると、 9はN期、 11はII-2期に属する。 10は、 ミニチュア士製品の水鉢形

土製品である。口径6.3cm、器高2.7cm、高台径2.4cmを測る。胎土は、 lightyellow orange (lOY R8/3) 

を呈する。外型作り成形で、内面にはナデ調整が施され、口縁先部に糸切り痕がみられる。外面の型押しさ
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第107図 S D05遺構図

第108図 S D06遺構図

れた文様は、花唐草文である。外面体部に「O」の刻印

がみられる。

出土遺物を概観すると、一部、 11のような古いものも

みられたが、 9に代表される18世紀前半-18世紀後半と

考えられる。 III-2b期に属する。

3. 第 1次面の遺構と遺物

第1次面は、大型の廃棄土壊や井戸などが中心であっ

f' ~o 

S E02 

S E02は、調査区中程の西側に位置する（第llO図．

図版42)。平面形は不整形を呈し、長径0.89m、短径

0. 78m、深さ0.98m以上を測る。素掘りの井戸である。

18世紀後半-19世紀後半の遺物が多量に出土した。

第ll3図ー 1は、京焼系陶器碗である。口径9cm、器

高5.7cm、高台径3cmを測る。半球型丸碗で、外面に鉄

釉で草花文を描いている。高台は無釉である。 2は、肥

前磁器染付碗である。口径11.2cm、器高6.4cm、高台径
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第109図 SD 05 (1・2)・S D 06 (3)・S D 07 (4)・S D 08 (5・6)・S K 71 (7・8)・ 
S K45 (9 -11)出土遺物
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1. 暗オリープ褐色土層 2・5Y3/3 

2m 

第110図 S EOZ遺構図

4.6cmを測る。見込み部が平坦で、体部が直線的に広がるものである。

文様は草花文で、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V期に属す

る。 3は、京焼系陶器土瓶である。口径8.2cm、残存高8.1cmを測る。注

口は鉄砲口形を呈する。注ロ・肩の双耳はハリッケである。外面体部か

ら内面口縁部まで灰釉が掛けられている。外面の文様は、白泥によるイ

ッチン掛けで、花唐草文様を描いている。 4は、 ミニチュア土製品の童

児形土人形である。高さ 7cmを測る。胎士は白茶色を呈する。合わせ型

成形で、合わせ目をヘラケズリされ、底部には直径0.5cm、深さ2.5cmの

穿孔がみられる。 5は、瓦灯蓋である。器高23.5cm、上皿部径7.1cm、

ロ径17.7cmを測る。器形は、 ドーム状の体部で、窓を持ち下方が開口す

る。頂部に上皿部をもち、基部に数状の線刻文が施されている。成形は、

粘土紐成形で、体部と肩部・頂部を別々に成形したものを合わせている。

外面の肩部から体部にかけて、ヘラミガキ調整を施している。 6は、丹

波焼徳利である。器高（残） 23.5cm、底径10.4cmを測る。体部が細長く、

底部は突出している。外面全体に鉄釉が掛けられ、光沢があるタイプで
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第111図 SU01・02遺構図

ある。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀後半と

考えられる。よって、 III-3期に属する遺構である。

S U02 

S U02は、調査区中程に位置する（第111図・図版

42)。便槽桶遺構である。掘形の平面形は不整形を呈

し、長径0.75m、短径0.6m、深さ0.18mを測る。こ

の桶の東隣でも埋桶 (SUOl)が検出され、 2基 1組

で使用されていたと思われる。また、これらの桶の南

側でも埋桶 (SU04) を検出しており、何回か造り替

えられていたことか分かる。

第113図ー 7は埋土内出土の軒桟瓦である。軒丸瓦

部の瓦当部径8.1cm、文様区径5.5cm、周緑幅1.3cm、

瓦当部厚2.2cmを測る。軒平瓦部は、文様区幅1.9cm、

上周緑幅1.3cm、瓦当部厚4.1cmを測る。調整は、軒丸

瓦部は瓦当部周縁端はヘラケズリによって面取りされ

て、体部はナデ調整を施している。軒平瓦部は、瓦当

面を丁寧にナデ調整し、周縁端部はヘラケズリによっ

て面取りをしている。瓦当部裏面は軒平瓦部との接合部をナデ調整を施している。

r
 

E
 

0. P. = 19. 200m 
w 

1. 灰オリープ土層 5Y5/3 
2. 暗オリーブ土層 5Y 4/3 

1m 

第112図 S U03遺構図

出上遺物を概観すると、 19世紀中頃-19世紀後半と考えられる。 m~3 b期に属する。
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第113図 S E 02 (1 -6)・S U 02 (7) 出土遺物

S U03 

S U03は、調査区西側に位置する（第112図・図版42)。便槽桶遺構である。掘形の平面形は不整形を呈し、

長径0.65m、短径0.64m、深さ1.65mを測る。

第114図ー 1は、産地不明陶器小杯である。口径（推） 6.8cm、器高 3cm、高台径2.4cmを測る。胎上はオ

リーブ色を呈し、白色釉のハケ目文様を施し、その上に透明釉を掛けている。高台は無釉である。高台脇に

は長さ 1cm、幅0.5cmの楕円形内に「口女」の刻印がみられる。 2は、土師質士器風炉である。残存高20.7 

cmを測る。成形は、粘士円盤に粘土紐輪積み成形後、脚部を粘土紐輪積み成形している。外面体部はヘラミ
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第114図 S U03 (1 -4)・ 第1次面精査時 (5) 出土遺物

ガキ調整、外面脚部はヨコナデ調整を施している。また、内面体部は軽くヨコナデ調整、内面脚部はナデ調

整を施している。脚部に半月状の切り込みがあり、体部上方には穿孔が3ヵ所みられる。 3は、肥前磁器青

磁染付皿である。底径10.6cmを測る。底部に蛇ノ目釉ハギがみられるが、高台はない。見込みには、兎花青

海波文が描かれている。大橋康二氏の編年N期に属する。 4は、唐津系陶器鉢である。口径（推） 23.6cm、

器高13.3cm、高台径10.2cmを測る。高台の断面は台形で、口縁端部も台形を呈す。内面から外面上部にかけ

て白色釉を掛け、外面下部には鉄釉と掛け分けしている。高台部内外面は無釉である。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 III-3a期に属する。

S D04 

S D04は、調査区最北部に位置する（第115図・図版42)。屋敷境石積溝である。この溝の反対側は、北側

調査区外にあると思われる。掘形の長さ 6m以上、検出幅0.7m、深さO.lmを測る。先にも述べたが、この

溝の南隣で一時期古い溝SD06を検出しており、作り替える際、北側に移動したと思われる。

第116図ー 1は、肥前白磁紅皿である。口径2.4cm、器高0.9cm、高台径0.9cmを測る。型押し成形で、外面

体部は無釉である。大橋康二氏の編年W期に属する。 2は、柿釉灯明皿である。口径（推） 6.2cm、器高1.2 
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第116図 S D04掘形 (1・2)・SD04埋土 (3)・SK17(4-10)出土遺物

cmを測る。内面から体部上部に透明釉を掛けている。底部には右回転糸切り痕かみられる。 3は、瀬戸・美

濃焼蓋物である。口径（推） 10.2cm、器高 5cm、高台径（推） 8 cmを測る。高台脇より下部と口縁部を除い

て、灰釉が掛けられている。

記載した 1・2は、設笛された石積みの掘形から出土し、遺物の年代観から、 18世紀後半-19枇紀初頭と

考えられる。 3は、溝の埋土から出土しており、遺物の年代観は、 19世紀前半-19世紀中頃と思われる。こ

のことから、 SD04は、 18世紀後半-19世紀初頭頃に造られ、 19世紀中頃には埋め戻されたことがわかった。

III-3期に属する溝である。

SK  17 

S K17は、西壁端付近に位置する（表 6)。平面形は不整形を呈し、長さ1.32m、幅0.45m、深さ0.71m 

を測る。
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第117図 S K20出土遺物(1)

第116図ー 4・5は、柿釉灯明皿である。 4は、見込みに受けがあるタイプである。口径6.2cm、器高1.1 

cmを測る。内面から外面口縁部にかけて、透明釉が施されている。外面底部には、右回転糸切り痕が見られ

る。 5は、口径6.5cm、器高1.4cmを測る。内面から外面口縁部まで、透明釉が掛けられている。口縁部には

灯芯痕がみられる。外面底部には右回転糸切り痕がみられる。 6は、丹波焼播鉢である。底径（推） 15.2cm 

を測る。内面の播目は 8本単位である。外面体部にはユビオサエ痕がみられる。大平茂氏の分類（大平1992

年） N型式に属する。 7は、肥前磁器染付碗である。口径（推） 10cm、器高7.5cm、高台径4cmを測る。全

体的に焼成が悪い。外面の文様は一重網目文で、高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年III期に属する。

8は、嬉野焼碗である。高台径4.7cmを測る。内面に透明釉、外面体部に青緑釉を施している。高台は無釉

である。大橋康二氏の編年N期に属する。 9は、土師質土器皿である。口径7.4cm、器高1.6cmを測る。器厚

は4mmとやや厚手で、器高は低く、口縁部は内湾するタイプである。色調はlightyellow orange (7. 5Y R 

8/3) を呈する。 10は、丸瓦である。全長（残） 20.9cm、丸瓦部幅13.3cm、高さ5.5cm、厚さ1.6cm、玉縁部

長3.5cm、玉縁部幅10.8cmを測る。丸瓦部凸面部は縦方向にヘラミガキ、凹面にはコビキB痕がみられ、凹

面両側縁にはヘラケズリ調整が施されている。玉縁部凸面はナデ調整、玉緑部凹面には布袋紐痕がみられる。

出土遺物を観察すると、 17世紀中頃-17世紀後半のもの (6-10)が中心であるが、一部、 18世紀中頃-18

世紀後半の遺物 (4)が出土している。この遺構の直下にあたる第 2次面SK52の年代観から、古いものは

下面の遺構からの混入の可能性がある。このことから、この遺構の年代観は、 18世紀中頃-18世紀後半と考

えられ、 III-2b期に属する。

S K20 

S K20は、調査区中央やや西側に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長3.35m、幅2.36m、

深さ0.6mを測る。
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第117図ー 1-3は、肥前磁器碗である。 1・2は、染付碗である。口径（推） 9 cm、器高6cm、高台径

3.4cmを測る。腰張形碗で、器厚は薄く、文様も丁寧に描かれている。文様は、外面に花唐草文、内面口緑

部に四方欅文、見込みには環状松竹梅文が描かれている。 2は、口径12.9cm、器高7cm、高台径5cmを測る。

器厚は厚く、呉須の発色も悪く、「くらわんか手」のものである。外面体部に草文に折れ松葉文、見込みに

はコンニャク印判による五弁花が描かれている。 3は、染付鉢である。口径（推） 15. 4cm、器高9cm、高台

径 7cmを測る。端反形鉢で、発色が悪いのか、体部が鼠色を呈する。外面に唐人立像文、内面口縁部に如意

雲文、見込みには水草文が描かれている。 1 -3は、大橋康二氏の編年N期に属する。 4は、唐津系陶器刷

毛目文鉢である。口径（推） 15. 8cm、器高6.7cm、高台径5.6cmを測る。高台内の削りは深く、畳付外周は面

取りされている。体部は外側に反り、口縁部先は玉縁状である。胎士はdullreddish yellow (2. 5 Y R 

7. 5/6) を呈する。白色釉の刷毛目が横方向に施されている。見込みは、蛇ノ目状に釉ハギされている。 5

は、京・伊賀・信楽焼鉢である。口径（推） 20.8cm、器高11.3cm、高台径8cmを測る。高台をもつタイプで、

体部は張りがあり、口縁部先が折れ曲り玉縁状になっている。内面から外面体部にかけて灰釉が施されてい

る。 6は、土師質土器タンコロである。口径3.9cm、器高3.9cm、底径2cmを測る。胎土はlightorange (5 

YR 7. 5/8) を呈する。成形は、型押し成形である。 7は、柿釉灯明皿である。口径5.8cm、器高1.1cmを測

る。胎土は、 lightorange (5Y R 7. 5/8) を呈する。内面から外面口緑部まで透明釉が掛けられているが、

外面底部は無釉である。外面底部には右回転糸切り痕がみられる。 8・9は、土師質土器皿である。 8は、

ロ径6.9cm、器高1.6cmを測る。器高は低く、口縁部は内湾する。調整は、内外面口縁部はヨコナデ調整、外

面底部は指頭圧調整である。よって、川口宏海氏の分類（川口1997年b) IT (伊丹郷町期） 1型式A類に

属する。口縁部には 1カ所灯芯痕がみられる。 9は、口径6.8cm、器高1.3cmを測る。器形及び調整は 8と同

様であり、 IT (伊丹郷町期） 1型式A類に属する。

第118図ー 1は、堺焼播鉢である。口径（推） 35.8cm、器高14.3cm、底径18.3cmを測る。口縁部のつくり

は、端部の内面に凸帯がみられ、外縁帯の張りはやや大きい。外面調整は、底部際から口縁部外縁帯直下ま

で、回転ヘラケズリを施している。内面の播目は 9本単位である。白神典之氏の分類（白神1990年） II類に

属する。 2は、丹波焼甕である。口径19.6cm、器高27.9cm、底径13.4cmを測る。口縁部は外傾し、体部上部

には沈線を施し、口縁部上面には 3条の沈線が巡る。また、外面体部に光沢のある栗皮釉を掛けられている。

出士遺物を概観すると、 18世紀前半-18世紀後半と考えられる。III-2b期に属する遺構である。

S K03 

S K03は、調査区南東隅に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、検出長1.9m、幅1.2m、深さ0.43

mを測る。

第119図ー 1-5は、肥前磁器である。 1は、広東型染付碗である。口径11.4cm、器高6cm、高台径6.2cm

を測る。器厚は薄く、呉須の発色も良好である。外面体部に楼閣山水文、見込みに岩文が描かれている。 2

は、染付角皿である。口径（推） 9.3cm、器高2.6cm、高台径6cmを測る。内面に楼閣山水文が描かれ、内面

ロ縁部には瓜文がみられる。高台畳付は露胎である。 3は、染付蓋である。口径10cm、器高2.1cm、つまみ

径4.2cmを測る。肩に張りがあり、つまみ部がV字状に開くタイプのものである。文様は、外面は蓮弁形の

区画割に菊文・花文、内面口縁部には流雲文、内面中心部に宝文が描かれている。つまみ端部は露胎である。

4、染付碗である。 3の蓋に伴うものである。口径11.4cm、器高6.1cm、高台径4.8cmを測る。器形は腰に張

りがあり、高台がハ字状に開くタイプのものである。文様も蓋と同様である。高台畳付は露胎である。 5は、

白磁紅皿である。口径5cm、器高1.3cm、高台径1.4cmを測る。型押し成形であるが、粗雑な器形である。内
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第118図 S KZO出上遺物(2)
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第119図 S K03出士遺物(1)

面には透明釉が掛けられているが、外面体部より下部は無釉である。 1 -5は、大橋康二氏の編年V期に属

する。 6は、舞子焼行平である。口径（推） 16.2cm、器高 9cm、底径7cmを測る。舞子焼は、兵庫県明石市

で寛政年間 (1789-1801) に京都の粟田焼に習ったものを中心に作り、舞子の浜でこれを売っていたので、

その名が付いた。 一時廃絶したが、天保年間 (1830-1844)に再興した。茶陶器類などを焼いていたが、新

たに土瓶や鍋などの日用品を作るようになったといわれている（加藤1972年）。出士した土鍋は、底部に 3

足の脚をもち、内面と外面体部中程までに灰釉を掛けている。口縁部と外面底部は無釉である。把手は、合
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第120図 S K03出土遺物(2)

わせ型成形で、上面に「舞子」の銘がみられる。また、外面底部には煤が付着している。 7は、京・伊賀・

信楽焼急須である。口径6.6cm、器高10.6cm、底径4.5cmを測る。隠元形を呈し、注口と把手はハリッケであ

る。内面体部と外面体部に灰釉が掛けられている。 8は、柿釉灯明皿である。口径8.7cm、器高1.8cmを測る。

内面から外面口縁部にかけて透明釉が施されている。口縁部には煤が付着している。また、外面底部に右回

転糸切り痕がみられる。 9は、明石焼揺鉢である。口径（推） 35.3cm、器高13.6cm、底径16.2cmを測る。ロ

縁部外縁帯は外へ張りだし、上部は直立気味である。外面の調整は、底部際から口縁部外縁帯直下まで回転

ヘラケズリがみられる。内面体部の播目は10本単位であり、見込みの播目も10本単位で放射状に施している。

白神典之氏の分類II類に属する。 10・11は、 ミニチュア土製品の面子である。 10は、長さ3.3cm、原さ0.8cm

を測る。 11は、長さ3.2cm、厚さ0.7cmを測る。 10・11ともに、型押し成形である。また、どちらにも、墨書

がみられる。

第120図ー 1は、三田青磁鉢である。口径（推） 26.8cmを測る。外面の文様は、鶴文と松文が印刻によっ

て施されている。 2は、土師質土器焙烙である。口径（推） 36cmを測る。胎士は、 palereddish yellow 

(2. 5Y8. 5/3) を呈する。調整は、内面体部はナデ調整、外面口縁部はヨコナデ調整、外面体部は未調整で

ある。難波洋三氏の分類（難波1992年） G類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀末-19世紀前半と考えられる。よって、 III-3期に属する。
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第 1次面精査時出土遺物

第114図ー 5は、ベトナム産花文印版手碗である。口径14.6cm、器高5.2cm、高台径8.5cmを測る。器形は、

腰に張りをもち、直線的に立ち上がる。見込みは広く平担につくり、高台径も大きい。高台内の削りのロク

ロ回転は、右回りである。また、内面から高台脇まで施釉が掛けられ、見込みは蛇ノ目状に釉ハギされてい

る。文様は、鉄絵でスタンプによって菊文状の花文を外面に、内面にはいわゆるお日様マーク状の丸文が描

かれている。高台内には墨書がみられる。

4. まとめ

B-11-1区では、建物関係の遺構は検出されず、溝や土壊が中心であった。それは、まわりの調査区で

も同じ傾向で、表道路や路地から奥まったところに位僅しているためと思われる。そのなかで、多くの溝を

検出した。第 2次面SDOSは浅く広い溝である。そのSDOSの西側に、現行道路（万町通）に沿って造られ

たSD07を検出した。この溝は、有岡城期に造られており、有岡城期には町割りが施行されていたことが分

かった。この様な溝は、猪名野神社参道より東側の調査区 (D-2区SD401・D -4区SD30l・D-6区

S D301) で検出した（藤井直正他『有岡城跡・伊丹郷町V』1997年）。現行道路に平行して設けられること、

有岡城期に廃絶していることなど共通していた。また、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159

固）にみられる屋敷境は、北側と南側のラインは一致し、現代まで続くものであった。しかし、調査区中央

で検出した第 2次面SD05は、元禄七年の絵図よりは前になくなっており、 17世紀後半に屋敷境が替わった

ことが分かった。その他には、ベトナム製陶器や舞子焼の製品が出土し、遺物の方でも興味深いものがみら

れた。
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第10節第86次調査B-11-2区

B-11-2区は、猪名野神社参道西側に位置し、東隣はB-1-2区、西隣にはB-11-1区、南側はB

-7区にそれぞれ接している。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）によると、庄屋太郎

左衛門の屋敷地に相当する。また、『天保十五 (1844)年伊丹郷町分間絵図』（第159図）では、「北少路村」

に当たることが分かる。調査面積は77.3m'である。

1. 基本層序

遺構面は 2面である。地山面は東端で0.P. = +19. lOOm、西端では0.P. = +19. OOOmを測り、東に接

する B-1-2区でも0.P. =+19.000mを測り、西及び東側に向かって傾斜している。このことから、南

へ行くほど土層が厚く堆積している。北壁土層断面図（第121図）を観察すると、地山直上に灰黄色砂質土

層（第121図第 5層現地表面より40cm下）、その上に、第 1次遺構面（第121図第11層現地表面より 11cm下）

が堆積していた。北壁土層断面図にみられる第 3層.4層は、第 1次面で検出した SD04の掘形層である。

2. 第2次面の遺構と遺物

第2次面は、調査区北壁沿いでは、屋敷境と思われる柵列 (SAOl)や溝 (SD08) を検出した。その他

に、 17世紀代の遺構を南側で確認した。

S AOl 

S AOlは、北壁沿いに位置する（第122図・図版47)。柱穴の平面形は円形を呈し、平均直径0.4m、深さ

0.25mを測る。柱間は l-l.5m間隔で東西に並んでいる。遺物は出土しなかったが、埋士が一様にオリー

ブ褐色砂質土層を呈する。この土層は、まわりの調査結果から、 16世紀末-17世紀後半のものと分かってい

る。また、上面で検出した SD06の年代観と合わせて考えると、 16世紀末-17世紀後半と思われる。 III-1 

b期-m-2a期に属する。

S D08 

S D08は、 SAOlの南隣に位置する（表6)。東西に伸びる溝である。検出長4.06m、幅0.6m、深さ0.33

mを測る。溝の断面形はU字型を呈し、埋土は 1層である。この溝は西へ続いており、西隣のB-11-1区

第2次面SD06がそれにあたる。 B-11-1区SD06は、掘形からの出土遺物で、 17世紀末-18世紀前半に

造られたと考えられ、 SDOSの掘形から出土した遺物は、小片で図化しなかったが、大橋康二氏の編年（大

橋1988年） N期に属する肥前磁器染付碗かみられた。よって、 SD06と同様に、 17世紀末-18世紀前半と思

われ、 III-2期に属する。

また、『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』（第159図）にみられる、庄屋太郎左衛門の屋敷地の北

側ラインに当たるのではないかと思われる。さらに、 B-11-2区第 1次面SD06 (石積屋敷境溝）と平行

しており、この溝が造られた17世紀後半以降、多少の移動があるものの、この辺りに屋敷境が存在し続けて

いることがわかった。

SK  16 

S Kl6は、調査区南東隅に位置する（表6)。平面形は長方形を呈し、検出長2.27m、幅1.05m、深さ

0.35mを測る。埋土は 1層で、褐色砂質士層lOYR4/4が堆積していた。

第123図ー 1は、唐津焼天目茶碗である。高台径4.2cmを測る。器形は、高台内の削りは浅く、高台は高く
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9 ¥/ 12 
0. P. =19. 500m 

w 

w 

1. 黒褐色粘質土層lOYR3/2 
2. 灰黄褐色粘質土層lOYR6/2 
3. 黄褐色砂質土層 2・5YS/3 
4. にぶい黄橙色粘質土層lOYR6/3 
5. 灰黄色砂質土層 2・5Y6/2 
6. 浅黄色砂質土層 2・5Y7/4
7. 黄灰色粘質土層 2・5Y 4/1 
8. オリープ褐色砂質土層 2・5Y 4/4 
9. 黄褐色砂質土層 2・5YS/6 
10. 賀褐色粘質土層 2・5Y5/3 

11. にぷい黄褐色粘質土層lOYR5/4 
12. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 
13. にぷい黄色砂質土層 2・5Y6/3 
14. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/6 
15. 暗灰黄色粘質土屑 2・5Y 4/2 
16. 灰黄褐色粘質土層lOYR5/2 
17. 黄灰色粘質土層 2・5Y6/l 
18. にぶい黄色粘質土層 2・5Y6/2 
19. 黄褐色粘質土層 2・5Y5/4 
20. 表土

0. P. =19. 500m 
E 

21. にぶい黄色粘質士層 2・5Y6/4 
22. 黄褐色粘質土層lOYR5/6 
23. にぶい黄褐色粘質土層lOYR5/3 
24. にぶい褐色粘質土層lOYR5/4 
25. 褐色粘質土層lOYR4/6 
26. にぶい黄褐色粘質士層lOYR5/3 
27. 暗褐色粘質土層lOYR3/4 
28. 黄褐色粘質土層lOYR5/8 

1 :40 

第121図 B-11-2区北壁土層図

E 

2m 

造られ、高台脇は竹節高台に近いが、突出度が弱い。高台は無釉で、内面から外面体部にかけて灰釉が施さ

れている。また、小片で図化しなかったが口縁部が出土している。それを観察すると、口縁部はやや直立し、

端部はゆるやかに外反していた。大橋康二氏の編年II-1期に属する。その他には、唐津焼砂目積皿が出土

していた。

出土遺物から概観すると、 17世紀中頃と考えられる。 III-lb期に属する。

S K17 

S Kl7は、調査区南西隅に位置する（表6)。平面形は長方形を呈し、検出長1.96m、幅1.54m、深さ

0. 42mを測る。埋土は 1層で、褐色砂質士層lOYR4/4が堆稜していた。この埋土は、この遺構の東側で検

出した同時期遺構SKl6と共通する土質であった。

第123図ー 2は、土師質土器皿である。口径（推） 10cm、器高2.1cmを測る。胎土は浅黄橙色 (lOYR

8/3) を呈する。器形は、底部と体部の境が明瞭に屈曲するタイプである。調整は、手づくね成形で、内面

はヌキナデ調整、外面は指頭圧調整である。この遺物の他には、小片ではあったが、大平茂氏の編年（大平

1992年） III型式に属する丹波焼揺鉢や大橋康二氏の編年II-2期に属する染付碗などか出土しており、この

ことから、 17世紀中頃の年代観と思われる。 III-lb期に属する。

3. 第 1次面の遺構と遺物

第 1次面でも建物遺構は検出しなかった。調査区中央より北側では大型の廃棄士塘が多くみられ、南側で

は畑畝痕を検出し、その他にも17世紀後半-19世紀代の遺構がみられた。また、昭和二十三年の伊丹郷町の

航空写真（図版 1) では、ここには建物が建っていなかったが、昭和三十六年の撮影時（図版 1) には、調

査区北側半分に建物がみられることから、その時期までには既存建物が建てられたと思われる。南側半分は

L字型の路地の北部に当たる。
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第122図 SAOl遺構図

1. 暗緑灰色粘質士層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質土層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質土層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質土層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質土層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質士層lOGY 4/1 

1. 暗緑灰色粘質土層lOGY 4/1 

1m 
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第123図 S Kl6 (1)・S Kl7 (2)・S D06 (3・4)・S K05 (5 -8)出土遺物

S U03 

S U03は、調査区東壁沿いの中程に位置する（第124図・図版47)。便槽桶遺構である。掘形の平面形は円

形を呈し、直径1.02m、深さ0.58m、木桶の直径0.87m、深さ0.55mを測る。残存状態は悪く、木桶体部は

残っていなかった。底部は少しではあったが確認できた。また、遺物はみられず、畑の畝遺構 (SX04) を

切って造られていた。このことから畑の畝遺構 (SX04)の埋め戻された年代が、 17世紀後半以降と考えら

れているため、 SU03は17世紀後半以降ということになる。 III-2期に属する。

S D06• S D09 

S D06は、北壁沿いに位置する（第125図・図版47)。東西に延びる屋敷境石積溝である。検出長7.14m、

幅0.86m、深さ0.19mを測る。この溝の北側端は調査区外にあり、西側B-11-1区SD04はこの溝の西続
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1. オリープ褐色土層 2・5Y4/6

第124図 S U03遺構図

0. P. =19. 500m 
E 

1m 

A 
A' 
s 

8 

A' 
0. P. =堕互9am
N 

I. 暗オリープ灰色粘質土層 2・5G3/1 
2. にぷい黄橙色粘質土層lOYR6/3 

2m 

第125図 S D06遺構図

きである。土層断面を観察すると、 30cm程度の花尚岩を使用し、一段ないし二段石を積み上げていた。掘形

の埋土は 2層である。

第123図ー 3-4は掘形出土の遺物である。 3は、備前焼壺である。底径（推） 5.4cmを測る。胎土は27mm

位の礫を含み、明赤褐色 (5YR5/8) を呈する。外面体部には塗土が施されている。 4は、丹波焼播鉢であ

る。高台径21.6cmを測る。体部下にハリッケ高台をもつものである。外面調整は、帯状の粘土を体部にハリ

ッケて高台を作り、ハリッケる際、体部に櫛目を施している。その後、底部際から体部にかけて、回転ナデ

調整をおこなっている。内面の播且は10本単位である。大平茂氏の編年1X型式に属する。掘形からはその他

に、大橋康二氏の編年N期に属する肥前磁器染付碗や唐津系陶器刷毛目碗などが出土しており、 18世紀前半

-18世紀中頃と考えられる。ところが、 SD06の続きである B-11-1区SD04の掘形の出土遺物の年代観

は、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。このことから、上記のSD06の掘形出土品 (18世紀前半-18世

紀中頃）は、 SD06が石積溝となる以前の素掘溝の年代を示している可能性がある。したがって第 2次面s
DOSの後、 18世紀前半～中頃に第二期の素掘溝 (SD09)が造られ、さらに18世紀後半-19世紀初頭に石積

溝に造り替えられたと考えられる。なお、 SD09の大きさであるが、土層断面図を観察しても（第125図）、

はっきり分からなかったが、おそらく、 SD06とほぼ同規模だったと思われる。第二期の素掘溝SD09はIII

-2b期、石積溝SD06はIII-3期である。
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S K05 

S K05は、調査区中程に位置する（表 6)。平面形は

円形を呈し、直径0.96m、深さ0.51mを測る。畑の畝

遺構を切ってつくられた廃棄土壊である。

第123図ー 5は、岩倉焼陶器筒型碗である。口径

（推） 8.8cm、器高6.5cm、高台径3.8cmを測る。胎土は

淡黄色 (5Y8/3) を呈する。外面体部に呉須・緑色釉

・白色釉・黄色釉で、孔雀羽根文が描かれている。内

面には白色釉が掛けられ、見込みには目痕が2ヵ所み

られる。器形は、器厚は薄く、高台の造りも丁寧で、

_S
 

高台内には縦1.2cm、横0.7cmの「闘蒼畠」の刻印がみ

0. P. • 1国n られる。「岩倉山」は、京都粟田口焼の窯元の 1つで、
N 

屋号餅屋。宝暦年間 (1688-1704年）に岩倉山吉兵衛

4m 

第126図 S XOl・02・03・04・05・06遺構図

か、三条東町に陶窯を構え、色絵陶器を主に焼いてお

り、その製品に「岩倉山」・「岩倉」の印を押したとい

われている。また、これと同じものがB-1-3区

．
 
-

鬱

ご二□
~ 二一

4 

マニ三~5

20cm 

口6
 

20cm 

第127図 S Kl2 (1 -7)・S X05 (8)出土遺物
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（図版8-20)でも出土し、伝世品ではあるが、大阪府所蔵品の中に、同型で銹地の同文様のものがある。

（大阪府教育委員会1991年） 6は、京焼系片口行平である。口径（推） 15. 5cm、器高6.6cm、底径（推） 5.2 

cmを測る。全体に光沢のある栗皮色釉が施され、見込みには目痕が2ヵ所みられる。把手は、合わせ型成形

で、上面には唐草文を陽刻していた。また、外面底部に縦1.2cm、横0.3cmの「音羽」の刻印がみられた。従

って、これは京都音羽焼の可能性がある。音羽焼は、京焼の 1つである。天正年間 (1573-1592)か文禄年

間 (1592-1598)頃に、音六・音羽屋九七らか始め、享保年間 (1716-1736)に五条坂（東山区）に移して、

五条清水焼といったという上絵付による色絵陶器を中心に生産したとされる（加藤1972年）。 7は、丹波焼

片口鉢である。口径（推） 15.5cm、器高12.6cm、底径（推） 10. 7cmを測る。内面全体に灰釉が掛けられ、外

面は無釉である。内面には陶片の目痕が2ヵ所みられた。 8は、士師質士器焙烙である。口径（推） 22. 8cm 

を測る。胎土は橙色 (5Y7/6) を呈する。口縁部は直立に伸び、口縁部外縁帯が外へ張り出すタイプである。

調整は、口縁部内外面はヨコナデ調整、内面体部は回転ナデ調整、外面体部は未調整である。難波洋三氏の

分類（難波1992年） G類に属する。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられる。 IIl-3a期に属する。

S K12 

S Kl2は、調査区北東部隅に位置する（表6)。平面形は不整形を呈し、長さ2.68m、幅2.56m、深さ

0. 71mを測る。 18世紀後半-19世紀前半の遺物が多量に出土し、そのなかで、柿釉灯明lIIl.か10個体以上出土

した。

第127図一 1・2は、肥前磁器である。 1は、折縁輪花染付鉢である。口径（推） 18.2cm、器高9.7cm、高

台径9.2cmを測る。口縁部に口錆が施されている。文様は、見込みに楼閣山水文、内面体部には草花文と捻

文、それに捻文内に七宝文が描かれている。内面口縁部の文様は梅文と草文である。また、体部には焼継ぎ

痕がみられる。 2は、染付皿である。口径（推） 15cm、器高2.7cm、高台径（推） 4.8cmを測る。器厚は薄く、

呉須の発色も良好である。内面に丸窓文に藤文が描かれ、高台内には一重幽線内に「誉」の銘がみられる。

1・2共に、大橋康二氏の編年N期に属する。 3は、伊賀・信楽焼灯明皿である。口径8.4cm、器高1.7cm、

底径3.4cmを測る。外面底部以外に灰釉を掛けている。内面には櫛目で文様を施し、直径1cm位の円形の浮

文をハリッケている。 4は、柿釉灯明受皿である。口径6.2cm、器高1.1cm、底径3cmを測る。胎土は橙色

(5YR7/6) を呈し、外面口縁部から内面にかけて透明釉を施している。外面底部には右回転糸切り痕かみ

られる。 5は、柿釉灯明皿である。口径7.2cm、器高1.4cm、底径3.4cmを測る。胎土はにぶい橙色 (5YR

6/4) を呈し、外面口縁部から内面にかけて透明釉が施されている。外面底部には右回転糸切り痕がみられ

る。 6は、回り棟瓦である。残存長15.3cm、高さ5.3cm、厚さ3.1cmを測る。表面に 5本単位の櫛目によって

波状に文様を施している。調整は、上下部はヨコナデ調整、裏面は未調整、左右にはナデ調整がみられる。

7は、軒丸瓦である。瓦当部径13.6cm、文様区径9.3cm、周縁幅1.9cm、瓦当部高1.8cmを測る。瓦当文様は、

内区に左巻き三ツ巴文、外区に連珠文を配す。連珠数は13個を数える。調整は、周縁部表面は周縁に沿って

ナデ調整、裏面にもナデ調整を施している。

出土遺物を概観すると、 18世紀後半-19世紀初頭と考えられ、 III-3a期に属する遺構である。

S X01~06 

S XOl-06は、調壺区中央より南側で検出した（第126図・図版47)。それぞれ平均で検出長5.2m、幅0.6 

mを測る。畑の畝遺構である。この畝を覆っていた包含層は17世紀後半-18世紀初頭の遺物を含んでおり、

その頃までは畑地だったと思われる。このような畑の畝遺構は、第97次調査D-6区 (SXOl -04)などで
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検出されている。『延宝五年 (1677)伊丹郷町地味委細絵図』（第159図）には、屋敷の裏側に畑が描かれてお

り、裏庭を畑として使用していたことが分かる。しかし、検出した畑の畝遺構は、全部、 17世紀後半以降は

埋め戻されている。これは、裏地が庭や建物敷地として、利用されるようになったためだと考えられる。こ

こでも、そのような状況が読みとれる。

第127図ー 8は畝間溝より出土した、肥前磁器染付碗である。高台径（推） 4.8cmを測る。高台はU字形を

呈し、無釉である。高台内の削りは深く、荒っぽい作りである。底部しか残存していないが、体部には文様

がみられる。大橋康二氏の編年II-2期に属する。その他には、大橋康二氏の編年III・N期に属する染付碗

が出土していた。よって、 III-lb期-m-2a期に属する遺構である。

4. まとめ

この調査区では；上面が攪乱されていたため江戸時代後半以降の面を十分に把握できなかったが、 16世紀

末-19世紀後半の遺構を確認した。検出した遺構は、時代を通して溝や廃棄土壊が中心であった。このこと

から、既存建物が建てられる前までは裏庭空間だったと思われる。それは、まわりの調査区でも同じ状況で

あった。そのなかで、畑の畝遺構は、『延宝五年 (1677)伊丹郷町地味委細絵図』（第159図）にみられるよう

に、建物の裏側を畑地していたことを裏付けるものである。出土遺物でも、岩倉焼や音羽焼の製品が出土す

るなど興味深いものがみられた。

-132 -



第11節第86次調査B-12区

B-12区は『天保十五年 (1884)伊丹郷町分間絵図』（第159図）によると北少路村の範囲にあり、猪名野

神社参道西側に面した調査区である。『寛文九年 (1670)伊丹郷町絵図』（第159図）を見るとこの位置には建

物が描かれており、寛文年間には確実に建物が建っていたことが伺える。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊

丹郷町絵図』（第159図）では、屋敷主は「源左衛門」、住人は「油売りの吉兵衛」と記されている屋敷地に相

当する。元禄以降は屋敷地の規模を殆ど変化する事なく、面々と建物が移り変わって行く。

この調査区は基本的に、調査区東側は猪名野神社参道より西側に面して建物があり、西側は裏庭部分にあ

たっていたと考えられる。調査面積は284面である。

1. 基本層序

遺構面は 2面検出した。地山面は、 0.P. =+19.000mを測る。北壁・東壁土層図（第128図）を観察す

ると、第 2次面は地山面（現地表面より0.4-0. 5m下）で、これに直接掘りこまれた、 16世紀前半-17世紀

中頃の遺構が検出される面である。調査区南西部からは、三和土（第128図第72層、現地表面より0.5m下）

が狭い範囲ではあるが観察される。この第 2次面の直上に整地層（第128図第41層、現地表面より0.3m下）

があり、さらにその上層が第 1次面を構成する基盤層となる。

第1次面（第128図第41層などの上面、現地表面より0.2-0. 3m下）は17世紀後半-18世紀初頭を中心と

する面であるが、上層が撹乱されていた為、ここから調査を開始した。従って、 18世紀前半以降、近代まで

の遺物を含む遺構も同時に数多く検出された。

このように検出面は 2面であるが、第 1次面より上層に、部分的に三和土が2層観察される（第128図20

・50層、 21・73層）。これらの三和土は、現地表面よりO.lm下と0.2m下になる。この三和土面の存在など

から、第 1次面の上層にはさらに 2時期の生活面があったことがわかる。

2. 第2次面の遺構と遺物

第2次面（地山直上面）は、上記のように16世紀前半-17世紀中頃の面である。調査区東側（猪名野神社

参道側）からは、 16世紀前半～中頃・ 17世紀前半～中頃の掘立柱建物に伴うと思われる柱穴遺構を検出した。

この面では遺構の重複が激しかったこともあり、本来上面の第 1次面でとらえるべき遺構が、多く検出さ

れた。その中でも、 17世紀後半-18世紀初頭の時期の焼士処理士壊が調査区の各所で検出された (SK132 

・107など）。火災面自体は検出されなかったが、この地区でも他地区と同様に17世紀後半-18世紀初頭（元

禄十二年 (1699)・十五年 (1702)、享保十四年 (1729))の火災の被害を受けていることを確認することが

できた。

S P12 

S P12 (表6)は、調査区東側中央に位置する柱穴遺構である。平面形は楕円形を呈し、長径1.2m、短

径0.5m、深さ0.5mを測る。埋土は 1層で、褐色粘質土層 (lOYR4/4)である。第4節第63次調査B-4

区第 4次面で検出した SB04 (第24図・図版11) に伴う柱穴の一部であると考えられる。このSP12を含め

ると、東西桁行約4m以上、南北梁行約5m以上、の調査区東側を間口とする堀立柱建物を復元することが

できた。この建物については、 B-4区の報告で詳しく記されているので、ここでは割愛する。今回の調査

では、この時期の遺物を伴った遺構はこの遺構のみであったため、建物周辺の詳しい様相などについては不
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明である。

第131図ー 1は、丹波焼揺鉢である。胎土は黄褐色 (lOYR8/6) で、 0.1cm程度の礫を多く含んでいる。

片口を有し、播目はヘラ描きによる一本引きで、下から上ヘロ縁上部から約3.0cmを余して引かれている。

ロ縁部の断面形は、なだらかな三角形をなす。外面体部は、指頭圧調整後にナデ調整されている。岡崎正雄

氏の分類（岡崎1989年） 3類に属す。同一建物として復元したB-4区SB04 (第24図）の柱穴SP214か

らも、岡崎正雄氏の分類3類に属する丹波焼播鉢（図版19-6)が出土している。 2は、備前焼播鉢である。

胎土は青灰色 (3PB7. 5/1) で、 0.1cm程度の礫を含んでいる。体部外縁帯直下まで回転ヘラケズリを施し

ている。間壁忠彦氏の編年（間壁1966年） N期に属する。

出土遺物から概観すると、 16世紀前半～中頃の遺構と考えられ、 I期の伊丹城期に属する。

S VOl 

S VOl (第129図・図版50) は、調査区東側中央に位置する鼈と思われる遺構である。平面形は円形を呈

し、直径0.6m、深さ0.2mを測る。第 2次面検出時にはこの遺構の上に SK91があり、存在が確認されてい

なかったが、 SK91を完掘した際に検出した遺構である。 SK91に切られて遺構の残存状態は悪く、燃焼室

底部のみ検出した。炊き口は、西側であると考えられる。埋土は 1層で、黒褐色粘質土層 (7.5Y R3/2) を

呈し、炭片が出土している。

第131図ー 3は、土師質土器灯明皿である。口径（推） 10. 2cm、器高2.0cmを測る。胎土は黒褐色 (lOYR

2/3) を呈する。手づくね成形で、外面口縁部直下から内面体部にかけて横ナデ調整。見込み部分は一定方

向のナデ調整。底部は手掌圧調整が施されている。口縁部には灯芯痕が残る。

この他には、京焼風陶器碗・古寛永通賓が出土していること、直上のSK91から18世紀中頃の時期の物と

思われる土師質土器焙烙が出土していることなどから、 17世紀後半-18世紀初頭の遺構と考えられ、 III-2

a期に属する。この時期の建物については、柱穴や礎石などを確認することができなかったか、この竃sv

01や、後述する井戸SE03などの存在から、この周辺に調査区東側を間口とする建物が建っていたと考えら

れる。

S E03 

S E03 (第130図・図版50) は、調査区中央に位置する素掘りの井戸である。平面形は円形を呈し、直径

0.8m、深さ0.9m以上を測る。湧水層については、深く掘り下げることができなかったため不明である。川

口宏海氏の井戸の分類（川口1999年） A 1 a型式に属すると思われる。この遺構からは、良い一括の資料を

得ることができ、計測を行った（第 5章第 2節参照）。

第131図ー 4・6は、京焼風陶器である。 4は碗で、口径9.4cm、器高5.7cm、高台径5.0cmを測る。外面体

部には呉須で楼閣山水文が描かれ、内面から外面高台付近まで透明釉を施している。高台は無釉で、内面の

削りは浅く、外面体部際の方が高い位置にくる。高台内には、縦0.7cm、横0.8cmの楷書による「新」の銘が

見られる。 6は鉢で、口径（推） 21. 1cm、器高8.7cm、高台径7.8cmを測る。口縁部は屈曲し、立ち上がる。

内面体部は呉須で蔓草文が描かれ、内面から外面腰折部まで透明釉が施される。高台は無釉で、高台際とほ

ぼ同じ高さまで削られる。高台内には、縦0.7cm、横0.6cmの策書による銘が見られる。 5は肥前磁器染付香

炉である。口径7.0cm、器高8.2cm、高台径4.6cmを測る。外面体部には菊文、唐草文が描かれるが、ひどく

滲んでいる。内面と高台畳付は露胎で、畳付には離れ砂が付着している。 4 -6は、大橋康二氏の編年（大

橋1989年） III期に属する。 7は、土師質土器灯明皿である。口径11.4cm、器高1.6cmを測る。胎上はにぶい

橙色 (7.5YR7/3) を呈する。手づくね成形で、口緑端部内面は横ナデ調整、見込みは不定方向のナデ調整、
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第129図 S VOl遺構図

外面底部は手掌圧調整が施されている。口縁部には灯芯痕が残る。

出土遺物から概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭の遺構と考えられ、 III-2a期に属する。出土遺物の

様相などから、上記の竃SVOlとこの井戸SE03は、ほぼ同時期に使用されていたと思われる。

S E02 

S E02 (第130図・図版50) は、調査区中央のSE03に隣接する位置で検出された、素掘りの井戸である。

平面形は円形を呈し、直径0.7m、深さ0.9m以上を測る。 SE03と同様に、湧水層については深く掘り下げ

ることができなかったため不明である。川口宏海氏の井戸の分類（川口1999年b)A 1 a型式に属する。

第132図ー 1-3は肥前磁器である。 1は、染付碗である。口径9.8cm、器高5.7cm、高台径3.8cmを測る。

外面体部には梅樹文が描かれる。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着している。 2は、色絵碗である。口径

（推） 10. 1cm、器高5.8cm、高台径（推） 4.2cm測る。外面体部には色絵によって松竹梅文が描かれており、

内外面共に細かい貫入が入る。高台畳付は露胎である。 3は、青磁端反皿である。口径（推） 13.8cm、器高

3. 9cm、高台径（推） 5. 0cmを測る。高台全体は無釉である。見込みは蛇ノ目釉ハギされ、離れ砂が付着して

いる。 4は、京焼風陶器碗である。口径9.6cm、器高6.2cm、高台径5.6cmを測る。外面体部には呉須で文様

（山水文か？）が描かれている。内面から外面高台付近まで透明釉を施している。高台は無釉で、「ハ」の字

状に外へ開く。全体に火を受けた跡が見られる。 1は大橋康二氏の編年N期、 2・4はIII期に属する。 5は、

京・伊賀・信楽焼陶器碗である。口径9.2cm、器高5.2cm、高台径3.8cmを測る。外面体部には鉄釉で小杉文

を描き、内面から外面腰折部まで透明釉を掛ける。高台は無釉で、小杉文の葉は少ない。内面見込みは強く

落ち込み、最深部はかなり器壁が薄くなっている。 6は、柿釉有脚灯明受皿である。口径6.5cm、受け部径

4.2cmを測り、脚部は欠損している。ロクロ成形で、受け部は円盤状の粘土をハリッケて成形。開口部は、

左右からV字に切り込まれている。内面から外面口縁部直下まで透明釉を掛ける。口縁部外面には油が流れ

て焦げた痕が残る。 7は、士師質上器灯明皿である。口径11.2cm、器高1.7cmを測る。胎土は淡黄色 (2.5Y 

8/3) を呈しており、手づくね成形である。口縁端部内外面は横ナデ調整、底部は指頭圧痕が残る。見込み

は丁寧にナデ調整され、口縁部には灯芯痕が残る。
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第132図 S E02出土遺物

出土遺物を概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭（第132図ー 1-4) と18世紀後半-19世紀前半（第132

図ー 5-7) の遺物に分かれる。 17机紀後半-18世紀初頭の年代に入る遺物の多くは、 二次焼成を受けた痕

が見られる。恐らく、井戸を埋める際に付近にあった焼土処理土壊の遺物が混入したと考えられる。

とからこの井戸の本来の時期は18世紀後半-19世紀前半と考えられ、 III-3期に属する。

S Y01 

このこ

S YOl (第133図・図版50) は、調査区中央南側に位置する、水琴窟ではないかと考えられる遺構である。

掘形の平面形は円形を呈していると思われる。 （遺構南端は調査区外へ延びている。）掘形の直径0.4m、深

さ0.3mを測る。上部構造については、播鉢を逆位に据えた水琴窟本体の上部から上が欠損しているため、

不明である。下部構造は、水琴窟本体の播鉢の下に、桟瓦を立てた状態で並べている。 この調査区の南側の

B-4区ではこのSYOlに接する付近から別個体の水琴窟が検出されていることや、第 1次面で検出されて

いる屋敷境と見られる溝（第 1次面SDOI)から南側にこの遺構が位罹することなどより、 S YOlはSDOI 

より南側の、 B-4区にかけて存在した建物に付属する遺構ではないかと考えられる。

第134図ー 1は、堺焼播鉢である。 ロ径30.5cmを測る。播目は19本単位で、時計回りに施している。 ロ縁

部外縁帯直下までヘラケズリ調整が施され、 ロ緑部と内面播目との間に、一条の沈線が入る。 白神典之氏の
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分類（白神1990年） III類に属する。 2は、桟瓦である。全長27.5cm、厚さ1.6cmを測る。凹面は、横方向の

ヘラミガキ、凸面は横方向のヘラナデ調整。側面は全てヘラナデ、凹面前方部のみ面取りされている。凹面

前方部から 3分の 2のところまで変色しており、瓦が重なっていた痕跡であると思われる。したがって、三

枚茸きと考えられる。

出土遺物から概観すると19世紀前半～後半の遺構と考えられ、 III-3 b期に属する。

S K66 

S K66 (表6. 図版50)調査区北東部に位置する。平面形は円形を呈する。遺構北端は調査区外へ延びて

いる。直径O.Sm、深さ0.4mを測る。埋土は、暗褐色粘質士層 (lOYR3/3)で1層である。この遺構から

は、良い一括資料が得られたため、計測も行った（第 5章2節参照）。

第135図ー 1は、中国製磁器赤絵碗で、溝州窯系のいわゆる呉須赤絵碗の典型的な製品である。口径（推）

16.4cmを測る。外面体部には花鳥文、内面体部には雲文が描かれている。森村健一氏の分類（森村1995年）

の五彩鉢A内湾型、編年II期に属する。 2-5は、麿津焼溝縁皿である。 2は、口径（推） 11. 7cm、器高

2. 6cm、高台径5.2cmを測る。内面から外面口縁部直下まで鉄釉が施され、高台は露胎である。見込み、高台

畳付には砂目積み痕が残る。 3は、口径12.7cm、器高2.8cm、高台径5cmを測る。内面から外面口縁部直下

まで灰釉が施され、高台は露胎である。見込み、高台畳付には 3箇所砂目積み痕が残る。 4は、口径12.9cm、

器高3.1cm、高台径4.6cmを測る。内面から外面口縁部直下まで灰釉が施され、高台は露胎である。見込み、

高台畳付には 3箇所砂且積み痕が残る。この製品は、他の皿に比べて器壁か薄く、外面体部と高台の境が明

瞭である。また、目痕の様相も他の 3点とは違いが見られる。 5は、口径（推） 12.5cm、器高3cm、高台径

（推） 3. 8cmを測る。内面から外面口縁部適下まで灰釉が施され、高台は露胎である。見込み、高台畳付には

砂目積み痕か残る。この 2-5以外にもこの遺構からは多くの唐津焼溝縁皿が出上している。 6-9は肥前

磁器である。 6は、染付碗である。口径9cm、器高6.6cm、高台径3.6cmを測る。外面体部を六区画に区切り、

寿字文を描く。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着する。 7・8は染付皿である。 7は、口径（推） 12. 9cm、

器高2.8cm、高台径4.7cmを測る。見込みには海浜文が描かれている。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着する。

8は、口径13.8cm、器高3.7cm、高台径5.4cmを測る。見込みには石櫂文が描かれている。高台畳付は露胎で、

離れ砂が付着する。 9は、青磁端反皿である。口径20cmを測る。内面体部に箆彫りと線彫りで、交互に縦筋

を施している。釉薬はガラス質になっている。肥前磁器青磁製品の中でも初期段階のものである。 2・5は、

大橋康二氏の編年II-1期， 6・9は、 II-2期に属する。 10-12は、土師質士器である。 10は、灯明皿で

ある。口径9.4cm、器高2.3cmを測る。手づくね成形で、胎士はにぶい黄褐色 (10YR7/4) を呈する。内外

面共に指頭圧調整。口縁部には灯芯痕が残る。 11は、皿である。口径10.3cm、器高2.3cmを測る。手づくね

成形で、胎上は淡黄色 (2.5Y8/3) を呈する。外面は指頭圧調整後ナデ調整、口縁部内外面共に横ナデ調整、

見込みは不定方向のナデ調整が施されている。 12は、焙烙である。口径（推） 24.6cmを測る。胎土はにぶい

橙色 (7.5 YR 7 / 4) を呈する。口縁部は内湾している。底部は外型作り成形で、未調整、外面には離れ砂が

付着している。内面体部は横ナデ調整、外面体部は粗いナデか見られ、指頭圧調整時の凹凸が見られる。外

面体部下半部から底部にかけて、煤が付着している。難波洋三氏の分類（難波1992年） E類に属する。13-

15は、丹波焼である。 13は、壷である。口径（推） 7. 3cm、器高4.7cm、底径（推） 9.4cmを測る。口縁上部

は受け状の段を持ち、蓋を伴っていた可能性がある。外面口縁部上端から約 2cm下まで灰釉が掛けられる。

外面体部下半部から底部にかけて、ヘラケズリを施す。 14は播鉢である。底径（推） 13.4cmを測る。揺目は

7本単位で時計回りで施される。外面体部はユビオサエ痕が残るが、上部は回転ナデ調整が施されている。
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大平茂氏の編年（大平1992年） N期に属する。 15は、鉢である。口径（推） 43cm、器高7.4cm、底径（推）

18.6cmを測る。内面には、陶片を窯道具に利用したと思われる方形の痕が見られる。 16は、銅製煙管の雁首

部である。全長6.1cm、火皿部径1.8cmを測る。河骨形と呼ばれる形である。首部は火皿の下よりラウ接合部

まで、 1枚の銅板を巻いて作られている。火皿部と雁首部の接合部分に補強帯が見られる。古泉弘氏の編年

（古泉1987年） III期に属する。 17は、寛永通賓である。直径2.5cm、厚さ0.2cm、重さ2.95 gを測る。「賓」の

貝の最終字角は、「ス」字で、古寛永通賓である。背文は持たない。

出土遺物から概観すると、 17世紀前半～中頃の遺構であると考えられ、 III-lb期に属する。

SK  132 

S Kl32 (表6. 図版50)は、調壺区北西部に位置する焼土処理土壊である。平面形は長方形を呈してお

り、長さ4.5m、幅2.9m、深さ0.6mを測る。

第136図ー 1は、京焼風陶器香炉である。高台径5cmを測る。内面は無釉であるが、外面体部には呉須で

文様を描き、その上を外面高台際まで透明釉を掛ける。高台は無釉で、内面の削りは腰部より浅く、高台内

中央には、縦1.3cm、横0.55cmの草書による「清水」の銘が入る。 2は、唐津焼小杯である。口径7cm、器

高5.1cm、高台径3.4cmを測る。内面から外面下半部分まで鉄釉を掛ける。高台は露胎で、外面下半部はヘラ

ケズリが施されている。 3は肥前磁器染付皿である。口径9cm、器高1.6cm、高台径3.8cmを測る。見込みに

は、花井文が描かれている。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着する。焼成時に変形したのか、高台ではなく、

腰部の方が地についている箇所がある。 1は、大橋康二氏の編年III期、 2はII-1期、 3はII-2期に属す

る。 4・5は、土師質土器である。 4は、灯明皿である。口径10.8cm、器高2.2cmを測る。手づくね成形で、

胎土は黄橙色 (10YR7/8) を呈する。外面は指頭圧調整後、手掌圧調整している。内面体部は丁寧にナデ

調整し、見込みは一定方向のナデ調整を施している。口縁部には灯芯痕が残る。 5は、焙烙である。口径27

cmを測り、胎土はにぶい橙色 (7.5Y R 7/4) を呈する。底部は外型作り成形で、未調整、外面には離れ砂が

付着している。体部内外面は横ナデ調整、見込みは一定方向のナデ調整を施す。口縁端部は、内外面共に肥

大し、ヘラナデされる。耳はハリッケ後にヘラナデが施され、外面体部下半から底部にかけて、煤が付着し

ている。難波洋三氏の分類D類に属する。 6は、軒丸瓦である。全長（残） 8.8cm、周縁部幅1.8cm、瓦当部

圧1.9cm、瓦当部径14.3cm、文様区幅10.4cm、内区径7.1cm、厚さ1.6cmを測る。瓦当部文様は、内区に左巻

き三ツ巴文、外区には一重圏線のまわりに珠文を13個巡らしている。瓦当周縁部は周縁に沿ってヘラミガキ、

周縁側面及び瓦当部裏面周縁部は、周縁に沿ってナデ調整。軒瓦部前面には、離れ砂が付着している。丸瓦

部凸面は縦方向にヘラミガキ調整、凹面には布目痕が残る。凹面両端部は縦方向のヘラケズリ調整、瓦当部

と丸瓦部の接合部はナデ調整を施している。二次焼成を受けたと見られ、一部カーボンが飛んで赤褐色にな

っている。

出土遺物から概観すると、 17世紀末-18世紀初頭の遺構と考えられ、 III-2a期に属する。遺物の様相か

ら、元禄年間の火災に伴う焼土処理土墟であると思われる。

S K94 

S K94 (表6)は、調査区中央に位置する遺構である。平面形は不整円形で、長径0.9m、深さ0.3mを測

る。

第136図ー 7は、肥前磁器青磁染付碗である。口径10cm、器高4.8cm、高台径3.6cmを測る。内面見込みに

は手描きの五弁花、高台内には二重圏内に渦福が描かれている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年

N期に属する。 8は、丹波焼甕である。口径45.7cm、器高53.2cm、底径21cmを測る。口縁上部には 3条の沈
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第136図 S Kl32 (1 -6)・S K94 (7・8)出土遺物

線か巡る。肩部はあまり張らないが、全体に丸い感じで、不遊環を持つ。口縁部はT字形ではぼ平坦である

が、若干内面に向けて内傾している。内面から外面下半部まで塗土を施している。

出土遺物から概観すると、 18世紀前半～後半の遺構と考えられ、 III-2b期に属する。

3. 第 1次面の遺構と遺物

この面は、 17世紀後半-18世紀初頭を中心とした面であるが、 18世紀後半から近代にかけての遺構も同時

に確認した。第 2次面で掘削した元禄・享保年間の火災の焼土処理土城は、この面から確認される。また、

調査区東側から検出された SK59 (表 6) は、出土遺物が少ないために時代を絞るのが難しいが、 18世紀前

半～後半の焼土処理土塘と思われる遺構である。

調査区北東部からは、狭い範囲ではあるか三和土（南北1.2m以上、東西2.3m) を検出した。この三和土

の年代については、直下の遺構から遺物が出土していないために正確な年代は不明であるが、 18世紀代のも
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のと思われる。

18世紀前半以降については、調査区南部から検出した溝SDOlの南東側から、 B-4区に延びる建物 (B

-4区第 1次面SBOl)の礎石列（第43図）を検出した。これによって桁行3間（南北約7.5m)、梁行6間

（東西約12m) の調査区束側を間口とする建物が復元できた。また、 SDOlの西端の礎石からは、これもま

た調査区南側のB-4区へと続く建物 (B-4区第 1次面SB03)が復元できた。桁行4間半（東西 9m)、

梁行2間半（南北4.5m) の棟続きの瓦葺き士蔵である。このSBOl・03については、 B-4区で詳しく説

明されている。調壺区中央部からは、建物の遺構は検出することがでぎなかったが、便所や井戸などを検出

した。

S EOl 

S EOl (第137図・図版50) は、調査区西側中央に位置する井戸である。平面形は円形を呈し、掘形の直

径0.6m、深さ0.7m以上を測る。湧水層については深く掘り下げることができなかったため不明である。井

戸枠には井戸枠瓦が使用されており、 一段10枚単位で4段積まれている。その下部には、直方体の延べ石を

井桁に組んでいるのを確認した。井戸の様相から、川口宏海氏の分類A1 c型式に属する。

第138図は井戸枠瓦である。全長32.5cm、幅26.9cm、厚さ約5.8cmを測る。凸面には滑り止めのための楔形

の陰刻を 1列に14箇所、「く」の字状に 2列に施している。四方は面取りされ、片方の側面には離れ砂が付

着している。横端面には縦3.7cm、横1.2cmを測る「金岡瓦宗」の銘が見られる。

埋土から遺物が出土していないため、確かな年代は分からないが、上記の井戸枠瓦から19世紀後半以降と

考えられ、 Ill-3b-N期に属する。

S I 04 
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第139図 S I 04遺構図 第140図 S I 05遺構図

S I 04 (第139図・図版50)は、調壺区東部中央に位置する火消壷を胞衣容器に使用した、胞衣壷遺構で

ある。掘形の平面形は円形を呈し、掘形の直径0.5m、深さ0.5mを測る。

第145図ー 1・2は、上師質土器火消壷．蓋である。 1は、蓋である。口径（推） 17.8cmを測り、胎土は

浅黄橙色 (lOYRS/4) を呈している。つまみ部は欠損している。粘士板に枯土紐を輪積みし、ロクロ成形

している。菟天井部内面と口縁部内外面を回転ナデ調整する。蓋外面には離れ砂痕が見られる。 2は、口径

14.4cm、器高19.3cm、高台径14.2cmを測り、胎土は淡黄色 (2.5Y RS/4) を呈している。算盤玉形のタイプ

である。外面体部は丁寧に回転ナデ調整が施され、内面体部は外面体部に比べて粗い回転ナデ調整が施され

ている。底部と体部の境界と、外面口縁部は回転ヘラケズリされている。肩部から体部にかけてのくびれが

強い。底部は未調整で、「二」と愚書がされている。 1・2は川口宏海氏の編年（川口1989年） II-2期に

属する。

出上遺物から概観すると、 19世紀前半-20世紀初頭の遺構と考えられ、 III-3b-N期に属する。

S I 05 

S I 05 (第141図・図版51)調査区北西部に位置する胞衣壷遺構である。この遺構も SI 04と同様に火消

壷を胞衣容器に使用している。掘形の平面形は円形を呈し、掘形直径0.6m、深さ0.2mを測る。この遺構も

調査区東側を間口とする建物に伴う遺構であると思われるが、裏庭の隅にあたると考えられる場所に位置し

ている。

第145図ー 3は、掘形から出土した柿釉灯明皿である。口径（推） 8.8cm、器高1.4cmを測り、ロクロ成形

である。内面から口緑部直下まで、透明釉が施されている。 4・5は、土師質士器火消壷・蓋である。 4は、

ロ径13.6cm, 器高3.6cmを測る。胎土は浅黄橙色 (lOYRS/4) を呈している。つまみ部はハリッケされ、接

合部をナデ調整している。 5は、口径11.5cm、器高14.2cm、底径11.1cmを測る。胎上は、浅黄橙色 (lOYR
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第141図 SUOl遺構図

8/3) を呈している。体部のラインが算盤型

のタイプで、ロクロ成形である。外面体部は

丁寧に回転ナデ調整が施され、内面体部は外

面体部に比べて粗い回転ナデ調整が施されて

いる。底部と体部の境界と、外面口縁部は回

転ヘラケズリされている。肩部から体部にか

けてのくびれが強い。底部は未調整である。

4・5は、川口宏海氏の編年II-2期に分類
0. p =~ 塾m
w される。

出土遺物から概観すると、 19世紀-20世紀

初頭の遺構と考えられ、 Ill-3b-N期に属

する。

S UD1 

S UOl (第141図・図版51) は、調査区中

央部に位置する埋桶遺構である。掘形の平面

形は円形を呈し、掘形の直径1.Om、深さ0.4

mを測る。埋桶内からは、遺物の実測図は掲

載しなかったか、瀬戸・美濃焼磁器染付朝顔

型小便器の破片が出土しており、便槽用桶として使用されていたと思われる。本調査区北側での第167次調

査B-15区（未報告）において、本調査区北側と接する辺りから屋敷境の溝を検出しており、後述する屋敷

境の溝と考えている SDOIと、この溝の間に建っていたと思われる調壺区東側を間口とする建物に伴う遺構

であろうと思われる。 19世紀後半以降であると考えられ、 III-3b-N期に属する。

S U02 

S U02 (第142図・図版51)は、調査区中央部、 SUOlの西側に位置する埋桶遺構である。掘形の平面形

は円形を呈し、掘形の直径1.Om、深さO.Smを測る。この埋桶遺構は、次に述べる SWOlの直下から検出し

たこと、すぐ東側からも便槽用桶SUOlを検出したことから、この遺構も便槽用埋桶であると考えられる。

この遺構の年代については出土遺物が無いため明確ではないが、 SWOlの直下から検出されたことなどから、

19世紀後半-20世紀の遺構であると考えられ、 III-3b-N期に属する。

SW01 

SWOl (第143図・図版51)は、調査区中央部に位置する埋甕遺構である。掘形の平面形は円形を呈し、

掘形の直径0.56m、深さ0.22mを測る。埋甕内側には白色物が付着しており、便槽用として使用されていた

ものと思われる。

第145図ー 6は、大谷焼鉢である。口径（推）65.4cm、器高29.8cm、底径29.8cmを測る。体部の成形は三段

階に分けて行われており、口縁部は外側に折り曲げられている。内面から口縁部外縁帯直下まで鉄釉が施さ

れる。底部は無釉で、離れ砂が付着している。口縁部上面には、転々と目痕が残る。底部には墨書が見られ

る。内面には白色物が付済している。川口宏海氏の分類（川口1992年） 3型式に属する。

SU 01・02・S WOlともに同じく、調査区東側を間口とする建物に伴う遺構であると思われる。出土遺物

から概観すると、 20世紀代の遺構であると考えられ、 N期に属する。
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SW02 

SW02 (第144図・図版51)は、調査区北側中央部に位

置する埋甕遺構である。掘形の平面形は円形を呈し、掘形

の直径0.6m、深さ0.2mを測る。埋甕内側には SWOlと同

様に白色物が付着しており、便槽用として使用されていた

ものと思われる。この遺構のすぐ北側からも埋甕遺構SW

03 (表6) を検出した。 SW02・03はあまり時期差は無く、

セットで使用されていた可能性がある。

第145図ー 7は、大谷焼甕である。口径（推） 37.4cm、器高50.1cm、底径23.2cmを測る。この製品も SW

1. 暗褐色粘質土層lOYR3/3 

50cm 

第144図 swoz遺構図

01 (第145図ー 6)の大谷焼鉢と同様に 3段階に分けて成形されるが、口緑部は内側に折り曲げられている。

底部を除いて全面に鉄釉を掛け、肩部に少し簿い色調の釉を施している。口緑部上面は釉を剥いでいる。内

面体部には外面体部と違い、釉を施したとぎの刷毛の痕が残る。底部は離れ砂が付着している。底部には墨

書が見られる。内面には白色物が付着している。川口宏海氏の分類 1型式に属する。

出土遺物から概観すると、 20世紀代の遺構であると考えられ、 N期に属する。
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第145図 S I 04 (1・2)・S I 05掘形 (3)・SI 05 (4・5)・S WOl (6)・S W02 (7) 

出土遺物

S D01 

S DOl (第146図・図版51) は、調査区南側で東西に延びる溝である。検出長21m、内矩幅0.4m、掘形幅

1. lmを測る。溝底部の高さは、東から西にかけてスロープ状に上がっており、東側と西側とでは約0.2mの

比高差が見られ、流水方向は西から東である。溝の北壁は、 0.5-0. 6m程度の花岡岩を積んでいる。東壁に

接している石と南側の一部には、直方体の切り石が使われている。南側の一部では、石材を並べる代わりに

瓦を立てた状態で一列に並べている。また、土層断面を観察すると、溝底にコンクリートが使用されており、

何度か作り替えられているものと思われる。『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』・ 『天保十五年
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(1844)伊丹郷町分間絵図』に見られる屋敷境と、

この溝の位置はうまく合致する。このことよりこの

ラインは、 17世紀末より屋敷境として代わらずに近

代まで使用されていたことが分かった。

この溝の西端では、屋敷境一杯に建てられた、調

査区南側B-4区へと延びる建物SB03 (B-4区

第1次面、第44図）を復元することかできた。また

溝の東側からは、溝に沿って礎石列を検出した。こ

れも調査区南側B-4区へと延びる建物SBOl (B 

-4区第 1次面、第43図）である。これらの建物の

年代については、 19世紀前半-20世紀の建物である

と思われる。詳細については第4節B-4区に詳し

＜述べられているのでここでは割愛する。

第147図ー 1は、溝掘形から出士した肥前磁器染

付碗である。高台径（推） 4.8cmを測る。「ハ」の字

形高台を持ち、体部は腰が張るタイプの碗である。

断面形は、見込み部分が落ち込んだゆるやかな

「V」字を描く。外面体部には牡丹文（？）が描か

れる。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年V

期に属する。 2は、溝埋土から出士した均整唐草文

軒平瓦である。全長（残） 6. 7cm、瓦当厚3.9cm、文

様区厚2.1cm、上周縁部幅1cm、周縁部高0.7cm、顎

上部厚1.4cm、顎上部厚2.7cmを測る。平瓦部凹面は、

丁寧なナデ調整、凸面は未調整である。凹面顎部周

縁は、横方向のナデ調整が施されている。

出土遺物から概観すると、 18世紀末-20世紀代の

遺構と考えられ、 Ill-3a-N期に属する。

S K02 

S K02 (表6)は、調査区南東部に位置する士塘

である。遺構の平面形は円形を呈し、直径0.9m、

深さ0.2mを測る。埋土は 2層からなり、上層は暗

褐色 (lOYR3/3)、下層はオリーブ褐色枯質士層

(2. 5Y R4/6)である。

第147図ー 3-5は、唐津焼である。 3は、碗で

ある。高台径（推） 4. 9cmを測る。内面と外面下半

部に銹釉を施しているが、外面体部は二次焼成を受

けた為なのか、白く濁った釉色になっている。 4. 

5は、皿である。 4は、溝縁皿で、口径14.6cm、器
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第147図 S DOl掘形 (1)・SDOl埋士 (2)・SK02 (3 -5)出土遺物

高3.8cm、高台径4.8cmを測る。内面から腰折部まで灰釉を掛け、腰折部から高台際まではヘラケズリされて

いる。見込み、高台畳付には 3箇所の砂目積み痕が見られる。 5は、口径（推） 11. 8cm、器高3.8cm、高台

径3.4cmを測る。体部で腰が強く折れ、口縁部を 4箇所（推定）押し窪めている。内面から外面体部腰折部

まで灰釉が掛かる。内面見込みに、胎士目痕が4個所残る。高台内には墨書が見られる。 3・4は、大橋康

二氏のII-1期、 5はI期に属する。

出土遺物から概観すると、 17世紀前半～中頃の遺構と考えられ、 III-lb期に属する。

S K30 

S K30 (表6. 図版51) は、調査区北部中央に位置する焼土処理士塘である。遺構の北端は調査区外へと

延びており、本調査区北側での第167次調査B-15区（未報告）で、この遺構の続きと思われる遺構が検出

されている。平面形は長方形を呈し、長径4.7m、検出幅2.lm、深さ0.5mを測る。東側を間口とする建物

に伴う処理土墟であると思われる。

第148図ー 1は、肥前磁器染付碗である。 2は、唐津焼碗である。口径（推） 9.0cm、器高6.7cm、高台径

4.4cmを測る。全体に透明釉を掛ける、いわゆる「呉器手碗」である。 1・2は、大橋康二氏の編年III期に

属する。 3は、丹波焼播鉢である。口径37.2cm、器高14.1cm、底径14.8cmを測り、播目は 8本単位で時計回

りに施される。外面体部にはユビオサエ痕が強く残り、口縁部外縁帯から下約4cm位の所まで回転ナデ調整

を施す。底部は未調整。内面には陶片の窯道具痕が5箇所見られる。見込み揺目は中央に「＋」字に付けた

あと、周囲に円形を付けている。内面口縁部下には、幾筋かの横方向の櫛目が見られる。大平茂氏の分類V

型式に属する。

出土遺物から概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭の遺構と考えられ、 III-2a期に属する。遺物の様相

などから、元禄年間の火災に伴う焼上処理土壊であると思われる。

S K39 

S K39 (表6. 図版51)は、調査区中央部SK30の南側に位置する焼士処理士堀である。平面径は不整形

を呈し、長さ2.9m、幅2.lm、深さ0.4mを測る。この遺構も SK30と同様に、調査区東側を間口とする建

物に伴う処理士壊であると考えられる。

第148図ー 4は、唐津焼小杯である。口径（推） 7cm、器高5.1cm、高台径3.4cmを測る。内面から外面下半

部まで鉄釉を掛ける。高台は無釉である。第 1次面SK132で出土した（第136図ー 2) と同種の製品である。
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第149図 S K24 (1 -4)・S K31 (5・6)出土遺物

5は、肥前磁器染付碗である。 ロ径（推） 10.8cm、器高7.1cm、高台径（推） 4 cmを測る。外面体部には一

重網目文が描かれている。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着する。 6は、嬉野焼鉢である。高台径7cmを測

る。内面は銅緑釉、外面・高台内は透明釉を施す。高台畳付は露胎である。 4は、大橋康二氏の編年II-1 

期、 5・6はIII期に属する。 7は、丹波焼播鉢である。 ロ径35.2cm、器高13.6cm、底径15cmを測る。擢目は

7本単位で時計回りに施される。外面体部は回転ナデ調整が施され、底部は未調整である。体部上半部には

鉄釉が施される。大平茂氏の分類VI型式に属する。 8は、粘板岩製硯である。残存長12.6cm、幅6.9cm、高

さ1.8cmを測る。陸部は窪んでおり、良く使い込まれている。 9・10・11は「賓」の最終角が「ハ」の字で、

新寛永通賓である。 9の背文は、無文である。直径2.3cm、厚き0.1cm、重さ3.75 gを測る。 10は背文に

「文」の字を持つ文銭（鋳造期間1668-1683年） である。直径2.5cm、厚さ0.1cm、重さ2.75 gを測る。 11の

背文は、無文である。直径2.3cm、厚さ0.1cm、重さ2.55gを測る。

出土遺物から概観すると、 17世紀後半-18世紀初頭の遺構と考えられ、 Ill-2a期に属する。

火災に伴う焼土処理土塘であると思われる。

S K24 

元禄年間の

S K24 (表6. 図版51)は、調査区中央SWOlの南側に位置する遺構である。平面形は不整形を呈し、長

さ2m、幅1.7m、深さ0.2mを測る。埋土は 1層で、灰褐色粘質土層 (7.5Y R4/2) である。

第149図ー 1は、肥前磁器染付端反碗である。ロ径10.4cm、器高6.1cm、高台径4.2cmを測る。高台は、

「ハ」の字に開き、体部は内側に挟りこまれている。外面体部にはコバルトで剣先文を描ぎ、見込みには十

字花文を描く。高台畳付は、露胎である。焼き継ぎが施されている。 1は、大橋康二氏の編年V期に属する。

2・4は、備前焼である。

どべが塗られている。外面はヘラケズリ調整が施されている。

ばれる形態のものである。

2は皿で、 ロ径（推） 11. 8cm、器高2.2cmを測る。 ロ縁端部から内面にかけて赤

4は、徳利で、「ぺこかん徳利」などとも呼

ロ径1.7cm、器高12.8cm、底径（推） 5.8cmを測る。内面頚部から外面底部赤どベ

を塗る。胴部は三方向から窪みをつけ、 その内の 1箇所に型抜きの「大黒天」を貼り付ける。底部には縦
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0. 7cm、横0.5cmを測る「王」の銘が見られる。この銘から、伊部の北組窯の可能性があるが、今回参照した

『原色陶器大辞典』(1972年）、『時代別 古備前名品図録』 (1973年）には似通った印は見られたか、まった＜

同一のものは見られなかった。 3は、京・伊賀・信楽焼土瓶である。口径8.2cm、器高14.5cm、底径9.2cmを

測る。外面口縁部から、下半部にかけて鉄釉を施し、口縁部直下の 2箇所に灰釉を流し掛けている。吊り手

を装着する部分はハリッケによる。底部には三足が付く。

出土遺物から概観すると、 18世紀後半-19世紀前半の遺構と考えられ、 IIl-3期に属する。

S K31 

S K31 (表6. 図版51)は、調査区中央SWOlの北側に位置する遺構である。平面形は不整円形を呈し、

長径1.3m、短径1.lm、深さ0.5mを測る。

第149図ー 5は、肥前磁器染付碗である。口径9.8cm、器高5.4cm、高台径4cmを測る。外面体部は割筆で、

一気に二重網目文を描いている。高台畳付は露胎である。大橋康二氏の編年W期に属する。 6は、橙色士

(5Y R6/6) と浅黄橙色 (lOYR8・3) を合わせた、練り込み手の土師質土器製品である。火鉢か。高台径

14. 4cmを測る。外面は丁寧に磨かれており、脚は一足残存しているが、復元すると三足になると思われる。

器面全体に煤が付着しており、よく使用されていたようである。体部下半部に策書体で銘（縦2cm、横2.1 

cm)が見られる。

出土遺物から概観すると、 18世紀後半-19世紀前半の遺構と考えられ、 IIl-3期に属する。

S KOS 

S K06 (表6. 図版51)は、調査区北西部に位置する遺構である。平面形は円形を呈し、直径0.5m、深

さ0.2mを測る。埋土は 3層からなり上層から黄褐色粘質土層 (lOYR5/8)・赤褐色粘質土層 (5YR4/6)・ 

暗褐色粘質土層 (7.5Y R5/8)、の順で堆積する。遺物が多量に出土しているため、廃棄土塘であると考え

られる。

第150図ー 1-3・7は、肥前磁器である。 1は、瑠璃釉端反碗である。口径（推） 9.2cm、器高4.3cm、

高台径（推） 3.6cmを測る。腰が少し張り、口縁部は反っている。外面口縁部直下から高台際まで瑠璃釉を

掛け、内面・高台内は透明釉を掛ける。高台畳付は露胎である。 2は、染付端反碗である。口径（推） 10. 7 

cm、器高5.2cm、高台径4cmを測る。口縁部の反りは緩やかである。外面体部には花束文を描ぎ、高台畳付

は露胎である。器壁は薄手で、比較的上物である。 3は、染付広東型碗である。口径11.2cm、器高6.4cm、

高台径6.8cmを測る。断面形は、見込みに向かって強く落ち込む。高台畳付は露胎である。外面体部には雀

文・稲束文が描かれ、見込みにも雀文が描かれている。焼成が悪く、全体にくすんだ感じであり、焼き継ぎ

が見られる。高台内には朱墨で文字らしいものが書かれている。 4は、青磁染付段重である。口径11.6cm、

器高4.9cm、高台形6.8cmを測る。外面口縁部には呉須で帯文が描かれ、その直下から腰折部まで青磁釉が施

される。青磁釉は腰折部に溜っている。高台畳付・高台脇は、重ね焼の便を考えてか、青磁釉直下の窪み部

は無釉である。高台・高台内には透明釉を掛ける。口縁部は露胎で、内面には透明釉が施される。 1・3は

大橋康二氏の編年V期、 4はN期に属する。 5・6は、瀬戸・美濃焼である。 5は磁器染付端反碗である。

ロ径10.2cm、器高5.6cm、高台形4.5cmを測る。高台は内側に挟りこまれ、「ハ」の字に少し開く。外面体郎

はコバルトで縦方向に線を描く。高台畳付は露胎である。 6は陶器鎧手碗である。口径10.9cm、器高6.8cm、

底径3.4cmを測る。内面から外面体部上半部まで灰釉、外面体部中央から下半部は鉄釉を掛ける。鉄釉部分

にはトビカンナで装飾されている。見込みには目痕か残る。高台全体が露胎である。 7は、三田焼青磁碗で

ある。甕形の碗で、口径9cm、器高4.5cm、高台径4.2cmを測る。高台畳付を除いて全面に青磁釉が厚く掛け
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られる。 8・18丹波焼である。 8は、澗徳利である。口径2.8cm、底径7.4cm、を測る。口縁部は注ぎ口を作

る。外面体部には海老の体部を鉄釉で描き、その上に内面頚部から外面体部にかけて透明釉を施し、さらに

その上から髭や脚を白土イッチンで描いている。底部は無釉であるが、製品を成形後に置いたと見られる作

業台の跡がついている。18は、植木鉢である。底径11.6cmを測る。脚はハリッケで、復元すると 3足になる。

外面体部の文様も、ハリッケと陰刻による。9-11は、京・伊賀・信楽焼である。9は急須蓋である。口径

7.2cm、器高2.8cmを測る。蓋はロクロ成形で、底部に右回転糸切り痕が見られる。蓋上面は灰釉を掛け、白

色釉で装飾しており 、中央部には砂を少量蒔いた上に亀をハリッケている。亀の体部は型抜き成形、頭部・

足・尾は手づくねで、亀体部にハリッケている。亀にも灰釉を掛け、白色釉を掛ける。 10は行平である。ロ

径13cmを測る。外面はトビカンナで装飾され、その上には鉄釉が薄く塗られる。口縁部は、内外面共に無釉

で、内面は灰釉が掛かる。把手の部分は合わせ型成形で、上部には亀が浮び上がっている。片口部と把手は、

体部にハリッケられている。 11は、灯明皿である。口径8cm、器高1.4cm、底径4cmを測る。内面にはヘラ

状のもので「X」形の文様を付ける。外面口縁部直下から内面にかけて透明釉が掛けられるが、焼成が悪く、

濁っている。灯明皿としての使用痕は見られない。 12は、柿釉灯明皿である。口径8.3cm、器高1.7cmを測る。

ロクロ成形で、外面口縁部直下から内面にかけて透明釉が掛けられる。底部には右回転糸切り痕が見られる。

13-15・17は土師質士器製品である。 13は灯明皿である。口径10.6cm、器高1.7cm、底部7cmを測る。ロク

ロ成形で、底部まで丁寧に削られている。内外面ともに焼けており、特に、内面はタール状の煤が付着して

いる。 14はミニチュア灯篭である。全長6cm、幅2.7cmを測る。胎士は橙色 (7.5Y R7/6) を呈する。型合

わせ成形で、外面全体に雲母が付藩している。灯篭の蓮座あたりには粘土のヨリが強く見られる。 15は、 ミ

ニチュア獅子である。全長6.4cm、幅1.9cmを測る。胎土は、淡黄色 (2.5Y RS/3) を里する。型合わせ成形

である。前面には雲母が付着している。 17は深草焼火鉢である。底径18.8cmを測り、胎土は橙色 (7.5YR

7 /6)である。底部は粘士円板の上に粘土紐をのせ、ロクロ成形を行っている。外面体部は丁寧にミガキが

かけられ、腰を折った形をしている。脚部は 3足ついていたと考えられ、型作後にハリッケている。脚をハ

リッケ後に脚部底から体部へと直径0.3cmの穴を設けいている。底部には縦1.9cm、横1.3cmを測る「深草」

の銘が見られる。また、体部下半部には焼成後に釘状のもので「可」と彫りこまれている。 16は、均整唐草

文桟軒平瓦である。全長（残） 11. 8cm、瓦当厚4.2cm、文様区厚2.3cm、上周縁幅0.9cm、周縁部高0.6cm、顎

上部厚1.4cm、顎下部厚2.7cmを測る。平瓦部凹面は、丁寧なナデ調整、凸面は未調整である。凹面顎部周縁

は横方向ナデ調整されている。瓦当部前面には離れ砂が付着している。 19は、堺焼播鉢である。口径32cm、

器高12.4cm、高台径14cmを測る。揺目は右へ回し、 9本単位で入れる。外面は口縁部外緑帯直下まで回転へ

ラケズリを行う。口緑部内面は、回転ナデ調整を行う。底部には離れ砂が付着している。白神典之氏の分類

II類に属する。

図版56-14・15は、土師質土器人形である。断片であるため分かりにくいか、猫ではないかと思われる。

胎土は浅黄橙色 (7.5Y RS/3) を呈する。型合わせ成形で、外面には雲母が付着している。伏見人形か。 15

は、清水焼かと思われる急須である。煎茶用の急須の把手部分であると思われる。器壁は非常に薄く、 0.2

cmである。縦1cm、横0.9cmを測る六角形 「O」の中に、 「清」の文字が入る銘を持つ。この銘は、京都の陶

家清水六兵衛の用いる銘と大変似通っている。しかし清水六兵衛の用いる銘では「清」の字を囲む六角の上

辺は水平面「0」を持ってきており、今回出土したこの製品の銘は、上辺に角がきており、相違点が見られ

る。

S KOB出土遺物
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図版56-12は、肥前磁器色絵碗である。胎土には黒い含有物が見られる。外面体部には松竹梅文が施され

る。大橋康二氏の編年III期に属する。この遺構の年代は、 17世紀後半以降で、 III-2a期に属する。

表採遺物

第150図ー20は、肥前磁器染付皿である。口径（推） 13.2cm、器高3.4cm、高台径5.0cmを測る。見込みに

は柘櫂文が描かれている。高台畳付は露胎で、離れ砂が付着する。第 1次面のSK66の遺物（第135図ー8)

と同種の製品で、大橋康二氏の編年II-2期に属する。

4. まとめ

B-12区では、 16世紀前半-17世紀中頃の面である第 2次面、 17世紀後半-18世紀初頭及びそれ以降の遺

構を検出した第 1次面の 2面の遺構面を確認した。これより順を追って説明したいと思う。

今回の調査で一番古い年代を示したのは、第 2次面調査区東側から検出した、 16世紀前半～中頃の掘立柱

建物の柱穴SPl2である。この柱穴は、本調査区南側のB-4区第 4次面で検出した、 SBOlの柱穴の一部

であると考えられる。（第24図）。この時期の遺構はこれのみである為、建物の周辺の様相については分から

なかった。この建物以降、 16世紀後半から17世紀前半までの間については、遺物を伴う遺構が無く、今回の

調査では様相をつかむ事ができなかった。 17世紀前半～中頃では SK66が見られる。この士壊からは、この

時期の良好な一括資料が得られた。この他、掘立柱建物の柱穴が散在し、建物が建っていた可能性が高い。

調査区西側で検出した南北に延びる溝SD03は、本調査区北側に位置する B-10区の第 4次面で検出され

たSDl3から延びる溝である。 B-10区のSDl3の出土遺物から、 SD03の時期は17世紀前半～後半である

と分かる。溝は、調査区北側より南へ1.7m伸びた所で終わっている。このSD03の東側で検出したSD02 

もまた、 B-10区の第 4面で検出された SDl4に続く溝である可能性がある。ただこの遺構からも出土遺物

が見られず、 SDl4の出士遺物から、 17世紀前半～後半の遺構であるといえる。『元禄七年 (1694)柳沢吉

保領伊丹郷町絵図』を見ると、「油ウリ吉兵衛」の住む屋敷地の奥行きが十四間六寸 (28.5m) と記述され

ており、調査区東側の道路から測ると SD02の位僅に当たることから、少なくともこの溝の示す17世紀前半

～後半から、絵図の描かれた17世紀末までは同じ屋敷境を使用していることが分かった。

『寛文九年 (1670)伊丹郷町絵図』や 『元禄七年 (1694)柳沢吉保領伊丹郷町絵図』を見ると、猪名野神

社参道に沿って建物が建ち並ぶ姿が描かれており、絵図からも、この場所に建物が建っていたことが伺える。

17世紀後半-18世紀初頭の主な遺構として、調査区中央部から井戸SE03と鼈SVOl、及び調壺区の各所で

焼土処理土横 (SKl32・30・39) を検出した。この井戸と鼈は位置的にも調査区西側を間口とする建物が

あり、その建物に属するものではないかと思われる。一方調査区の各所で検出された焼上処理上城の多くは、

元禄期の火災に伴う処理土壊であった。享保期のものと思われる焼土処理土壊は、 B-4区で検出している

焼士処理土塘の続きと考えられる SKl56がそうである。このことより、この調介区でも、元禄・享保期両

方の火災の被害に遭っていることを確認することができた。

18世紀中頃以降の建物については、不明な点が多かった。調査区南部に検出した溝SDOlは、『天保十五

年 (1844)伊丹郷町分間絵図』に見られる屋敷境と合致し、屋敷境の石積み溝である。この溝を境にして、

東側の猪名野神社参道側を間口とする建物が建っていたものと思われる。礎石などが検出されておらず、建

物の規模についてはほとんど不明であるが、第 1次面の説明で触れた調査区北東部に検出した三和土は、上

層から焼土層が見られないことなどから、 17世紀後半-18世紀初頭の火災以降に建てられた建物に伴う三和

土であると思われる。また、基本層序で触れた第 1次面より上層の三和土（第128図一20・21・50・73層）
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についても、細かい年代については分からないが、前の三和土よりさらに後の年代を当てることができると

いうことになる。これらの三和土は、調査区東側の道路より 13m付近まで観察することができ、確実にこの

辺りまで建物が建っていたことが分かる。調査区中央部から西側に掛けて検出した井戸SEOl、便槽遺構s

WOl・02・03、SUOl・02は、 19世紀後半から20世紀にかけての遺構であり、この時期の建物がこれらの遺

構が位置する辺りまでを範囲としていたことがわかる。 SDOlより南側東部については、 B-4区SB01が

19世紀前半-20世紀に、西部にはB-4区SB03か19世紀前半から20世紀にかけて建っていたことが分かっ

た。このように19世紀前半遺構の建物については、 SDOlより南側の範囲では復元できた。しかし、 SDOl 

より北側については建物が建っていたであろうことは確認できたが、建物規模や様相を示す遺構を検出する

ことができなかった。
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